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特
集
・
授
業
も
研
修
も「
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
こ
こ
ま
で
で
き
る

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年7月15日発行（毎月1回15日発行）第524号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「『象徴』を検討する授業」
社会「大正時代の生活や文化」

中学校の授業実践
国語「『象徴』を検討する授業」
社会「大正時代の生活や文化」

特集

授業も研修も「オンライン」で
ここまでできる
授業も研修も「オンライン」で
ここまでできる

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

今、取り組まなければならない重要課題
緊急事態で見えた日本の弱点を克服する！
今、取り組まなければならない重要課題
緊急事態で見えた日本の弱点を克服する！

夏の間に徹底マスターしよう！夏の間に徹底マスターしよう！

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

小学1年　国語 「やくそく」 谷　和樹
小学2年　国語 「ことば　うれしいことば」 手塚美和
小学3年　算数 「文章題」 河田孝文
小学4年　算数 「がい数」 鈴木恭子
小学5年　国語 「図書館へ行こう」 松崎　力
小学6年　算数 「面積図の指導法」 木村重夫



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年6月15日～9月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

　認め合う文化をつくっていくことを意識している。
　そのために、子供同士をつなぐ手立てを段階に合わせて打っていく。それと同時に、男女が触れ合う
ゲームや運動も意図的に取り入れていく。するとクラスの仲はどんどん良くなっていき、自然と応援や
協力が多く生まれるクラスになっていく。あとは、教師が楽しむことが大事である。

男女仲良く楽しむ教室の様子。

↑椅子乗りじゃんけん
教師対班でじゃんけん勝負。負けると
椅子を一つどかす。最後まで椅子に
乗っていられる班が勝ち。

↑学期末、みんなに向けてのお手紙
２人の子供が、みんなを喜ばせようと自主的に作ってくれた。
みんなびっくり。

↑増やしたい言葉ランキング
どんな言葉があふれるクラスにしたいかを
みんなで考えていく。

↓子供によるミニ賞状
クラスのために頑張っている友達に
賞状を送る。

↑手つなぎケンケン増え鬼
体育館体育は、なわ跳びが終わったら、
この運動から始めている。

大阪府箕面市立豊川北小学校 山
やま

本
もと
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微
差
力

教
師
の

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真

1   2020. 8

１　

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
対
象
・
サ
イ
コ
ロ
（
ク
ラ
ス
の
人
数

分
）・
お
は
じ
き
（
ク
ラ
ス
の
人
数
×
二
個
）・

す
ご
ろ
く
教
材
（
ク
ラ
ス
人
数
分
）

２　

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

サ
イ
コ
ロ
と
お
は
じ
き
を
教
室
に
常
備
す
る

こ
と
で
、
楽
し
い
「
す
ご
ろ
く
教
材
」
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３　

ポ
イ
ン
ト

「Y
ouT

ube

」
に
村
野
聡
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開

設
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
外
国
語
活
動
や
国

語
科
で
使
え
る
「
す
ご
ろ
く
教
材
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
。

　

特
に
外
国
語
活
動
用
の
教
材
は
、
三
密
回
避

型
に
設
計
し
た
の
で
今
の
時
代
に
有
効
で
あ
る
。

４　

実
践
前

　

す
ご
ろ
く
は
、
教
室
で
使
用
す
る
教
材
と
し

て
は
や
り
に
く
さ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
時
間
差

の
問
題
で
あ
る
。
早
く
終
わ
る
グ
ル
ー
プ
、
遅

く
終
わ
る
グ
ル
ー
プ
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
が

必
要
に
な
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
み
ん
な
で
お
で
こ
を
寄
せ
合
っ
て
遊

ぶ
の
で
、
三
密
回
避
で
き
な
か
っ
た
。

５　

実
践
後

　

そ
こ
で
、
す
ご
ろ
く
教
材
か
ら
ゴ
ー
ル
を
除

き
「
エ
ン
ド
レ
ス
す
ご
ろ
く
」
と
し
た
。
グ
ル

グ
ル
回
り
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
時
間

制
限
制
と
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
全
員
が

一
斉
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
三
密
回
避
す
る
た
め
に
一
人
一
枚
の

す
ご
ろ
く
に
し
た
。外
国
語
活
動
の
授
業
で
は
、

机
を
一
メ
ー
ト
ル
離
し
た
上
で
、
自
分
の
机
の

上
で
す
ご
ろ
く
を
行
う
。
発
声
も
、
自
分
の
机

か
ら
隣
の
子
に
聞
こ
え
る
程
度
で
行
う
。
サ
イ

コ
ロ
も
一
人
一
つ
準
備
す
る
。

　

使
い
方
は
村
野
聡
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
確
認
を
。

教
室
に
常
備
す
る
と
実
践
の
幅
が
広
が
る
！

サ
イ
コ
ロ
＆
お
は
じ
き 

三
密
回
避
型
す
ご
ろ
く
教
材
の
薦
め
。

村む
ら

野の 

聡さ
と
し

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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ス
テ
ッ
プ
１　

情
報
の
蓄
積

　

六
年
生
の
社
会
科
で
は
、
歴
史
上
の
人
物
に

つ
い
て
調
べ
る
学
習
が
あ
る
。
調
べ
学
習
の
前

に
、
子
供
た
ち
に
一
人
一
冊
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ

を
配
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示 

自
分
が
調
べ
た
こ
と
を
メ
モ
に
書
き

な
さ
い
。
一
枚
の
メ
モ
に
一
つ
の
こ
と
を

書
き
な
さ
い
。

　

上
の
写
真
の
よ
う
な
お
手
本
を
示
し
て
、

メ
モ
の
取
り
方
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
。

子
供
た
ち
は
次
々
と
メ
モ
を
取
る
。
情
報
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
。

ス
テ
ッ
プ
２　

情
報
の
分
類

　

メ
モ
を
内
容
ご
と
に
分
類
さ
せ
る
。
自
分

で
書
い
た
メ
モ
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
、
メ
モ
し
た
内
容
を
注
意
深
く

読
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
時
に
は
、

班
全
員
の
メ
モ
を
交
流
さ
せ
、分
類
さ
せ
る
。

班
の
中
で
自
然
に
話
し
合
い
が
生
ま
れ
る
。

ス
テ
ッ
プ
３　

情
報
の
交
流

　

分
類
・
整
理
し
た
情
報
を
黒
板
に
書
か
せ
て
、

発
表
さ
せ
る
。
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
供
た

ち
は
、
友
達
の
見
方
・
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

ス
テ
ッ
プ
４　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に

　

ま
と
め
さ
せ
る

　

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
メ
モ
を
「
見
出
し
」
が

見
え
る
よ
う
に
貼
ら
せ
る
。
内
容
に
よ
っ
て
は

時
系
列
で
並
び
替
え
る
と
、
よ
り
見
や
す
く
な

る
こ
と
も
教
え
る
。
メ
モ
の
周
囲
に
は
、
自
分

が
考
え
た
こ
と
や
、
今
後
調
べ
て

い
き
た
い
こ
と
も
書
き
込
ま
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
六
年

生
の
歴
史
学
習
で
繰
り
返
し
行
わ

せ
る
と
、
後
期
に
は
ど
の
子
も
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
が
ぎ
っ
し
り
と
貼
ら

れ
た
密
度
の
濃
い
ノ
ー
ト
ま
と
め

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
写
真
は

「
十
五
年
戦
争
の
授
業
（
向
山
実

践
）」を
行
っ
た
後
の
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー

ト
ま
と
め
で
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
活
用
し
た
調
べ
学
習
で
、

ノ
ー
ト
ま
と
め
の
技
能
が
向
上
す
る

「
蓄
積
」「
分
類
」「
交
流
」「
ノ
ー
ト
ま
と
め
」
と
い
う
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
せ
る

こ
と
で
、
ど
の
子
も
密
度
の
濃
い
ノ
ー
ト
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ステップ4



で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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の絵画工作授業大成功

創
造
の
源
泉
は
何
か

―
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

も
の
づ
く
り
―

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

福
島
学
院
大
学
客
員
教
授

■レオナルドの手記：鳥の飛翔に関する研究
（ヴィンチ村にあるレオナルドの生家での展示）

■空気スクリュー（右）や人工の翼（左）など

■カウント・グイディ城（イタリア・ヴィンチ村） ■レオナルドのものづくりに関する展示（城の内部）■ヴィンチ村の風景②―レオナルド博物館（Museo leonardiano）付近―

■ヴィンチ村の風景①―オリーブ畑が続く丘陵地帯―

※1  レオナルド・ダ・ヴィンチ：イタリア、Leonardo da Vinci、1452-1519
※2  （上）は、杉浦明平訳『レオナルド・ダ・ヴィンチの手記（上）』（岩波書店、1954）を指す。

（下）は、杉浦明平訳『レオナルド・ダ・ヴィンチの手記（下）』（岩波書店、1958）を意味する。

※3  チャールズ・ニコル（Charles Nicholl）『レオナルド・ダ・ヴィンチの生涯 飛翔する精神
の軌跡』（白水社、2009）p.49。チャールズ・ニコルはイギリスのノンフィクション作家。

※4  同上、p.32。ヴィンチ村の風景やレオナルドの生家について述べている。

　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
※1
の
創
造
の

源
泉
は
何
か
。
鳥
の
飛
翔
の
研
究
に
基
づ
く
人

工
の
翼
や
空
を
舞
う
飛
行
機
な
ど
、
レ
オ
ナ
ル

ド
は
科
学
と
芸
術
が
往
還
す
る
様
々
な
構
想
世

界
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
源
は
何
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
「
レ
オ
ナ
ル
ド

が
生
ま
れ
育
っ
た
ヴ
ィ
ン
チ
村
の
自
然
環
境
」
と

答
え
た
い
。
理
由
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
手
記
。

　

手
記
に
は
「
自
然
を
師
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」（
上
・
二
一
四
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、「
な
ぜ

鳥
は
移
動
す
る
と
き
風
の
襲
来
に
逆
ら
っ
て
飛

ぶ
の
か
」（
下
・
一
九
〇
ペ
ー
ジ
）、そ
し
て
「
ど

う
し
て
鳥
は
翼
を
ひ
ろ
げ
た
ま
ま
風
の
上
に
と

ま
っ
て
、そ
の
場
所
を
う
ご
か
ず
に
い
る
の
か
」

（
下
・
一
九
四
ペ
ー
ジ
）
と
も
記
さ
れ
て
い
る
※2
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
自
然
を
師
と
し
（
自
然
に
深

い
敬
意
を
も
ち
）、
自
然
を
モ
デ
ル
と
し
、
自

然
を
観
察
し
、
自
然
に
学
ぼ
う
と
す
る
レ
オ
ナ

ル
ド
の
精
神
の
表
れ
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
ヴ
ィ
ン
チ
村
の
風
景
。

　

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
六
月
、
ヴ
ィ
ン
チ

村
（
イ
タ
リ
ア
）
を
訪
問
し
た
際
に
は
、オ
リ
ー

ブ
畑
が
続
く
丘
陵
地
帯
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。「
ヴ
ィ
ン
チ
村
を
見
下
ろ
す
ア
ル
バ
ー
ノ

山
の
山
腹
に
は
、
風
に
乗
っ
て
上
昇
す
る
ト
ビ
の

姿
が
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
た
」※3

と
記
さ
れ
る
よ
う

な
自
然
が
広
が
っ
て
い
た
の
だ
（
下
の
写
真
）。

　

第
三
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
に
関
す
る
文
献
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ニ
コ
ル
は
「
い
ま
か
ら
五
百

年
前
も
、
目
に
映
る
風
景
は
そ
れ
ほ
ど
違
っ
て

い
な
か
っ
た
。
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
小
村
ヴ
ィ

ン
チ
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
の
上
に
立
て
ば
、

か
つ
て
の
時
代
も
今
と
同
じ
よ
う
に
、
い
く
世

紀
に
わ
た
る
農
耕
活
動
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た

風
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い

る
※4
。レ
オ
ナ
ル
ド
の
も
の
づ
く
り
は
、も
の
づ

く
り
教
育
 ＊
の
指
標
で
も
あ
る
。造
形
性
や
創
造

性
と
と
も
に
、
自
然
に
関
わ
る
人
間
性
を
育
む

と
い
う
価
値
を
内
在
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊
も
の
づ
く
り
教
育
：
も
の
づ
く
り
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
を
指
す
。
科
学
・
技
術
・
芸
術
の
連
携
を
横
軸
と
し
、
も
の
づ
く
り
の
原
点
︵
手
づ
く
り
︶
か
ら
最
先
端
︵
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
︶
ま
で
を
縦
軸
と
し
た
。
新
旧
の
併
存
も
含
む
。
図
画
工
作
科
や
美
術
科
の
手
工
・
工
作
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
理
科
や
技
術
・
家
庭
科
の
も
の
づ
く
り
な
ど
も
含
ん
で
い
る
。
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5 分間

とてつもなく大好評！ TOSS 教師 Q&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得 が

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！

もはじめました！

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

子供たちが騒がしいときの
指導法

向山洋一に聞く　　教育　 ＆

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサービス

今月のトークラインID・パスワード

p 5 f w y 4
（ピー・ご・エフ・ダブリュ・ワイ・よん）
ID：TL8 ※有効期間：

　2020年7月15日～
　10月14日

す
る
と
、
子
供
た
ち
は
慌
て
て
教
科
書
や
ノ
ー

ト
を
出
し
ま
す
。「
は
い
、
太
郎
ち
ゃ
ん
一
番
、

次
郎
ち
ゃ
ん
二
番
、
花
子
ち
ゃ
ん
三
番
⋮
⋮
す

ご
い
な
あ
」
と
言
っ
て
、
早
く
で
き
た
子
を
大

げ
さ
に
褒
め
ま
す
。
子
供
た
ち
は
皆
、
必
死
に

な
り
ま
す
。

　

最
初
か
ら
黒
板
に
三
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

作
っ
て
「
問
題
が
解
け
た
人
で
三
番
目
ま
で
の

人
、
黒
板
に
書
い
て
お
い
て
」
と
、
早
く
で
き

た
子
が
次
に
何
を
や
る
か
を
具
体
的
に
指
示
す

る
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
教
室
の
中
で
一
歩
先

を
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
分
か
る

状
況
を
示
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
シ
ー

ン
と
な
っ
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
で
き
な
か
っ
た
ら
班
の
中
で
相
談
し
て
い
い

よ
」
と
言
い
、
班
の
中
で
一
番
遅
か
っ
た
子
に
、

黒
板
に
書
い
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
、「
遅
か
っ
た
」な
ど
と
言
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。「
最
後
ま
で
頑
張
っ
た
子
に
、
前
に

出
て
黒
板
に
書
い
て
も
ら
お
う
」
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
「
太
郎
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
な
あ
」
な
ど

と
言
い
な
が
ら
大
き
な
丸
を
付
け
る
の
で
す
。

　

教
室
と
い
う
の
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
動
く
よ
う
な
展
開
の
仕
方
が
大

事
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
子
供
た
ち
に
空
白

の
時
間
を
も
た
せ
な
い
こ
と
が
、
う
る
さ
く
さ

せ
な
い
一
番
の
方
法
な
の
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
騒
が
し
い
と
き
、
つ
い
「
静
か

に
し
な
さ
い
！
」
と
叱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
向

山
先
生
は
「
静
か
に
し
な
さ
い
！
」
と
は
言
わ

な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

向
山
先
生
の
ク
ラ
ス
は
「
シ
ー
ン
と
は
し
て

い
な
い
け
れ
ど
騒
が
し
く
は
な
い
」
状
態
で
し

た
。
先
生
は
「
子
供
に
対
し
て
う
る
さ
い
と
は

あ
ま
り
思
わ
な
い
。
大
事
な
の
は
秩
序
が
守
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
」
と
言
い
ま
す
。
指
導

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
空
白
禁
止
の
原
則
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
騒
が
し
く
な
る
ク
ラ
ス
は
、
先

生
が
作
業
指
示
を
伝
え
切
れ
て
い
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
授
業
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、

問
題
を
黒
板
に
書
い
て
「
最
初
の
二
問
が
写
せ

た
ら
、
先
生
の
所
へ
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

よ
ー
い
ド
ン
」
と
言
い
ま
す
。
写
す
だ
け
で
す
。

第12回

許 鍾萬氏
「オンライン授業のポイント 10 後 編 」

授業参観
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

分
を
ミ
ュ
ー
ト
（
消
音
）
に
し
た
状
態
で
、

少
し
だ
け
話
し
た
い
と
き
に
、
ス
ペ
ー
ス

キ
ー
を
押
し
て
い
る
間
だ
け
ミ
ュ
ー
ト
を
解

除
で
き
る
機
能
だ
。
ビ
デ
オ
会
議
で
必
須
。

⑥
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景

　

自
分
の
背
景
を
バ
ー
チ
ャ
ル
な
景
色
に
変

更
で
き
る
機
能
。
自
分
の
部
屋
を
見
せ
た
く

な
い
よ
う
な
と
き
に
便
利
。
た
だ
し
、
パ
ソ

コ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
ス
ペ
ッ
ク
に
よ
っ
て

は
う
ま
く
使
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

ほ
か
に
、「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
」（
一

九
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
強
制
的
に
行
か
せ
る
設

定
、「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
」
を
閉
じ

る
ま
で
の
時
間
設
定
な
ど
も
、
便
利
に
使
え

る
。「
投
票
」
機
能
も
た
ま
に
使
う
と
効
果

的
だ
。「
手
を
挙
げ
る
」
機
能
や
「
反
応
」

機
能
も
、
参
加
者
と
操
作
方
法
を
共
有
し
て

お
く
と
効
果
的
な
進
行
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
方
は
既
に
使
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、こ
れ
以
上
の
詳
述
は
し
な
い
。い
ず
れ
に

し
て
も
、ま
ず
は
積
極
的
に
使
っ
て
み
る
こ
と
。

★
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
情
報

http://w
ebinar.tos-land.net/　

⑤
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
長
押
し
し
て
、「
一

時
的
に
自
分
を
ミ
ュ
ー
ト
解
除
で
き

ま
す
」
を
オ
ン

「
設
定
」
↓
「
オ
ー
デ
ィ
オ
」
の
中
に
あ
る
。

普
通
は
最
初
か
ら
オ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
自

の
を
見
せ
る
と
き
に
便
利
。

③
話
し
て
い
る
と
き
に
「
マ
イ
ビ
デ
オ
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
」
を
オ
ン

「
設
定
」
↓
「
ビ
デ
オ
」
の
中
に
あ
る
。

　

自
分
が
ホ
ス
ト
で
、
か
つ
講
師
の
と
き
に

は
必
須
。
こ
れ
を
オ
ン
に
し
て
お
く
と
、
画

面
共
有
し
な
く
て
も
、
ス
ピ
ー
カ
ー
ビ
ュ
ー

の
と
き
に
自
分
の
画
面
を
全
員
に
対
し
て
固

定
し
て
お
け
る
。

　

ホ
ス
ト
か
ら
講
師
先
生
の
画
面
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
も
、も
ち
ろ
ん
可
能
。

④
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
内
で
画
面
ご
と
に
最

大
四
十
九
人
の
参
加
者
の
表
示
を
オ
ン

「
設
定
」
↓
「
ビ
デ
オ
」
の
中
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
オ
ン
に
す
る
と
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ビ
ュ
ー
の
一
つ
の
画
面
上
に
、
四
十
九
人
ま

で
の
参
加
者
を
、
グ
リ
ッ
ド
状
に
配
置
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
る
（
下
写
真
参
照
）。
大

規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
員
の
顔
を
一
度

に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
を
オ

ン
に
す
る
と
非
常
に
便
利
。
必
須
の
機
能
だ
。

「Zoom

」
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
マ
ス
タ
ー

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
り
続
け
る
。

ま
ず
は
使
っ
て
み
る
こ
と
。
学
校
の
先
生
方
が
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
早
道
で
あ
る
。「Zoom

」
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
そ
う
。

　

初
期
設
定
の
ま
ま
で
も
十
分
使
え
る
の
だ

が
、
私
の
お
勧
め
の
設
定
を
紹
介
す
る
。

①
デ
ュ
ア
ル
モ
ニ
タ
ー
の
使
用
を
オ
ン

「
設
定
」
↓
「
一
般
」
の
中
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
オ
ン
に
し
て
お
く
と
、
画
面
を
共

有
し
た
と
き
で
も
、
参
加
者
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ビ
ュ
ー
（
画
面
を
タ
イ
ル
状
に
並
べ
て
見
る

形
）
の
ま
ま
で
確
認
で
き
る
。

②
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
オ
ン
・
オ
フ

「
設
定
」
↓
「
ビ
デ
オ
」
の
中
に
あ
る
。

　

こ
れ
を
オ
ン
・
オ
フ
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
画
面
を
左
右
に
反
転
で
き
る
。
本
や
フ

リ
ッ
プ
、
黒
板
な
ど
、
字
が
書
い
て
あ
る
も

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
「Zoom

」
の
簡

単
な
使
い
方
に
つ
い
て
話
を
し
た
。好
評
だ
っ

た
の
で
、
こ
こ
に
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一

「Zoom

」
は
、「
ブ
ラ
ウ
ザ
」
で
も
使
え
る

が
、
あ
ま
り
お
勧
め
で
き
な
い
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
使

う
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
５
以

上
が
望
ま
し
い
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
が
さ

れ
て
い
る
。

　

ス
マ
ホ
で
も
使
え
る
が
、
こ
こ
で
は
パ
ソ

コ
ン
で
使
う
こ
と
を
前
提
に
話
を
進
め
る
。

二

「Zoom

」
の
ア
プ
リ
を
開
い
た
ら
、
ま
ず

「
設
定
」
を
し
て
お
き
た
い
。

「Zoom」の
設定画面
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2020年

８月号
特集

□ Google ミラー部長の特別講座
□「Google Classroom」でここまでできる
～ オンライン授業の効果

□「Zoom」を使ってここまでできる
～ オンライン研修の効果

□「YouTube」を使ってここまでできる
～ 動画でつながる効果

□ 子供たちが熱中する有用オンライン
学習サイト一覧　～ TOSSランドほか

□ 簡単ダウンロードで子供たち熱中の
無料アプリ一覧

□ TOSSオンラインセミナーの何が
すごいのか　～ 参加者の驚愕情報

夏の間に徹底マスターしよう！

授業 研修も も

オンラインオンラインオンラインオンラインオンラインオンラインオンラインオンライン「 」で

イラスト：柴崎昌紀

ここまでできる

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

よ
る
有
利
・
不
利
が
な
い
。

③
先
生
の
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
。

④
先
生
が
画
面
共
有
す
る
こ
と
で
、
資
料

が
よ
く
見
え
る
。

⑤「
チ
ャ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
、
そ
の
場
で
質

問
を
し
た
り
、
意
見
を
言
っ
た
り
で
き

る
。

⑥
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
全
体
の
録
画
デ
ー
タ

な
ど
を
、
簡
単
に
共
有
で
き
る
。

　

教
師
が
上
手
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
場
合
に

は
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
な
教
室
で
の
授
業
・
セ
ミ

ナ
ー
を
上
回
る
学
習
効
果
を
上
げ
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
、「iPhone

」
や
「A

ndroid

」

端
末
で
使
え
る
ア
プ
リ
、
ほ
か
に
も
様
々
な
学

習
ツ
ー
ル
が
、実
は
「
宝
の
山
」
の
よ
う
に
ネ
ッ

ト
に
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
し
、
あ
る

い
は
開
発
し
、
逆
境
に
負
け
な
い
強
い
日
本
の

教
育
を
創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
私
た
ち
の
生
活
は

一
変
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
嘆
い
て
ば
か
り
で

は
、
何
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

　

ピ
ン
チ
を
逆
に
「
革
新
の
機
会
」
と
捉
え
て

努
力
を
始
め
て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
日
本
の
学
校
も
、
も
っ
と
も
っ
と
変
革
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

２

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
「Google

」
の
教
育
ア
カ
ウ
ン

ト
で
あ
る
「toss2.com

」
を
取
得
し
て
い
ま

す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
会
員
で
あ
れ
ば
、

申
請
す
る
だ
け
で
誰
で
も
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

先
生
方
は
全
員
「Google for Education

」

（https://edu.google.com
/

）
の
機
能
を
フ
ル

に
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

①「Google Classroom

」
で
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
に
学
習
で
き
ま
す
。

②「Google M
eet

」
で
二
百
五
十
人
の
テ

レ
ビ
・
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
が
で
き
ま
す
。

③「Google

ド
ラ
イ
ブ
」
は
容
量
無
制
限
、

「Google

カ
レ
ン
ダ
ー
」「Gm

ail

」「Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」「
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
」

「
ス
ラ
イ
ド
」
も
全
部
に
使
え
ま
す
。

④
学
習
に
有
効
な
各
種
の
ツ
ー
ル
に
簡
単

に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
が
騒
が
れ
る
何
年
も
前

か
ら
、
私
は
自
分
の
チ
ー
ム
で
活
用
し
て
い
ま

し
た
。
非
常
に
便
利
で
す
。
今
も
、こ
れ
を
使
っ

て
、
ス
ト
レ
ス
な
く
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
意

思
疎
通
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
ま
ず
「Google

」
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
部
長
で
あ
る
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

ミ
ラ
ー
氏
に
、
こ
の
「Google for Education

」

の
魅
力
、
機
能
、
使
い
方
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
に
も
、
そ
の
実

践
事
例
を
具
体
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
「Google M

eet

」
だ
け
で

は
な
く
、「Zoom

」
な
ど
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
、
こ
の
四
月

か
ら
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

「Zoom

」
は
、
簡
単
に
テ
レ
ビ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。
百
人
の
会
議
を
四

十
分
ま
で
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

情
報
を
一
覧
し
て
い
た
だ
け
る
ペ
ー
ジ
も
で
き

ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
新
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
情
報

http://w
ebinar.tos-land.net/

　

も
ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
や
セ
ミ

ナ
ー
は
、
リ
ア
ル
な
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

す
る
の
と
は
違
い
ま
す
。
教
師
の
息
遣
い
や
、

そ
の
場
で
の
対
応
・
応
答
、
様
々
な
条
件
が
制

約
さ
れ
て
い
ま
す
。「
立
ち
位
置
」
を
変
え
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、「
目
線
」
な
ど
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
、
ほ
ぼ
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
逆
に
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

①
世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
。

交
通
費
が
か
か
ら
な
い
。

②
生
徒
や
参
加
者
の
「
座
席
の
位
置
」
に
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語り手：
Google for Education 
マーケティング統括本部長 アジア太平洋地域

スチュアート ミラー氏

聞き手・誌面構成：
玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

１ 

﹁Google for Education

﹂
っ
て
な
あ
に
？

「Google

」
全
体
で
、
私
た
ち
が
い
つ
も
大
切

に
し
て
い
る
原
則
が
あ
り
ま
す
。

Focus on the U
ser

　

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら
考
え
、ユ
ー
ザ
ー
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
大
切
に
す
る
原
則
で
す
。

「Google for Education

」
で
も
同
じ
。
そ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「T

ransform
 Education

」

で
す
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

実
現
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

① Chrom
ebook

　

教
育
現
場
に
最
適
な
こ
の
端
末
は
、
世
界
中

で
四
千
万
台
以
上
（
二
〇
二
〇
年
一
月
時
点
）

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

② G Suite for Education

　

こ
の
ツ
ー
ル
は
世
界
中
に
一
・
二
億
人
の

ユ
ー
ザ
ー
が
い
ま
す
。「Google Classroom

」

は
一
億
人
が
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
う

と
三
年
間
で
端
末
管
理
の
時
間
は
五
九
％
、
コ

ス
ト
は
五
七
％
削
減
で
き
た
と
い
う
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
※1
。
何
よ
り
大
事
な
の
は
、
子
供

た
ち
が
意
欲
的
に
学
び
、
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２ 

﹁G
oogle for Education

﹂
の
導
入
は
？

Google for Education

遠
隔
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
お
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
学
校
の
情
報
な
ど
を
指
示
ど
お
り
に

入
力
し
て
い
け
ば
完
了
。
通
常
は
一
〜
二
日
で

承
認
さ
れ
「
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
。
管
理
コ

ン
ソ
ー
ル
※2
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
ま
す
。
先

生
や
生
徒
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
必
要
個
数
幾
つ
で

も
作
れ
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
案
内
が
き
ま
す
。

３ 

﹁G
oogle Classroom

﹂
の
便
利
な
点
は
？

「Google Classroom

」
は
、
先
生
と
子
供
が

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
び
続
け
ら
れ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
日
本
語
で
使
え
ま
す
。
教

室
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
や
り
取
り
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、「Google 

フ
ォ
ー

ム
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
が
あ
り
ま
す
。

授
業
の
最
後
に
、
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
か

を
、
瞬
時
に
全
員
分
、
簡
単
に
測
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
解
答
し
た
ら
、
生
徒
は
す
ぐ
に
結
果

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
待
つ
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
ス
ト
作
成
に
先
生
方
は
ご
苦
労
な

さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
「Google 

フ
ォ
ー
ム
」
を
使
え
ば
簡
単
に
で
き
ま
す
。
集

計
も
自
動
的
に
グ
ラ
フ
化
さ
れ
ま
す
。「Google 

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
」
と
連
携
し
て
個
人
の

デ
ー
タ
を
細
か
く
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

あ
る
小
学
校
で
は
「G Suite

」
を
使
っ
て

業
務
効
率
が
上
が
り
、
半
年
で
、
先
生
方
の
退

勤
時
間
が
一
時
間
早
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

４ 

﹁G
oogle C

lassroom

﹂
と

 

連
携
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
は
？

キ
ャ
ン
バ
☆2

　

例
え
ば
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

デ
ザ
イ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「Google 

Classroom

」
と
相
性
が
良
く
、
そ
の
ま
ま
子

供
た
ち
に
配
付
で
き
ま
す
。
縦
書
き
が
で
き
る
機

能
も
で
き
ま
し
た
。
学
校
は
無
料
で
使
え
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
か
ら
様
々
な

連
携
サ
ー
ビ
ス
を
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

Chrom
ebook A

pp H
ub

☆3

５ 

﹁G
oogle M

eet

﹂
と
い
う

 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
は
？

「Google M
eet

」
の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
は
、

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

①
非
常
に
使
い
や
す
い

　

ブ
ラ
ウ
ザ
で
動
く
の
で
、
何
か
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
な
く
て
い
い
で
す
。
リ
ン
ク
さ
え
あ
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
。「G Suite for Education

」

の
ほ
か
の
ツ
ー
ル
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
「Google Classroom
」
で

作
成
さ
れ
た
ク
ラ
ス
の
中
に
「Google M

eet
」

の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
授
業
で
は
こ

の
『M

eet

』」
と
い
う
よ
う
に
直
接
「M

eet
」

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
い

　

ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
な
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
力
な
環
境
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
信

そ
の
も
の
が
暗
号
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
が
分
か
っ
て
い

て
も
、
部
外
者
が
勝
手
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

今
は
大
変
な
時
期
で
す
が
、
先
生
方
だ
か
ら

こ
そ
、
頑
張
り
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
を
第
一
に
考
え
、
子
供

た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
と
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
す
。

　

私
た
ち
も
先
生
方
を
支
援
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
を
よ
り
使
い
や
す
く
し
、
学
び
を
よ
り
深
く
、

楽
し
く
展
開
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

☆1 

☆2 

☆3 

リ
ン
ク
、
及
び
そ
の
他
の
追
加
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミラー氏

Google ミラー部長の特別講座

「Google for Education」を
使ってここまでできる
ミラー部長に「Google Meet」のオンライン会議で
インタビューをしました。世界中の子供たちのために
開発された圧倒的に使いやすいソリューション
「Google for Education」。
その魅力をたっぷりとお話しいただくことができました。

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

※2 

「G
oogle for Education

」
の
全
て
の
機
能
を
、

 

学
校
の
管
理
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

 

専
用
画
面
の
こ
と
。

※1 

調
査
ソ
ー
ス

 https://uat-google-chrom
ebooks-bvss-19.

 w
ebappuat.com

/
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１ 

﹁G
oogle C

lassroom

﹂
の
活
用

　

元
々
勤
務
先
で
は
四
年
前
か
ら
「Google Classroom

」

を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
て
い
た
。生
徒
は
「Chrom

ebook

」

を
持
っ
て
い
て
筆
記
用
具
と
同
じ
よ
う
に
使
っ
て
い
る
。

委
員
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
活
用
し
て
い
る
。
育
児
中
で

病
休
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
に
も
、
自
宅
か
ら
課
題

を
配
信
し
た
り
、「Google

」
ス
ラ
イ
ド
で
授
業
を
用
意
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
便
利
だ
っ
た
。

今
回
の
休
校
措
置
に
よ
り
「Classroom

」
が
大
活
躍
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、「Google M

eet

」
で
オ
ン
ラ

イ
ン
Ｈ
Ｒ
を
行
っ
た
。「Zoom

」
と
同
じ
よ
う
に
ビ
デ
オ

通
話
が
で
き
る
。「Classroom

」
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
て
、

ク
ラ
ス
人
数
が
多
い
の
で
、
入
っ
て
返
事
を
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
。
遅
れ
て
き
た
子
は
ス
ト
リ
ー
ム
に
記
述
さ

せ
た
。「M

eet

」
は
一
対
一
や
少
人
数
で
の
面
談
に
も
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
、勤
務
先
で
は
バ
ー
チ
ャ

ル
図
書
室
と
し
て
司
書
と
「Classroom

」
を
活
用
し
て

話
し
た
り
、
保
健
室
か
ら
「Google 

フ
ォ
ー
ム
」（
ア
ン

ケ
ー
ト
や
テ
ス
ト
が
で
き
る
）
で
健
康
観
察
を
し
て
教
員

で
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２	

授
業

　

今
ま
で
「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
や
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
、ス
ラ
イ
ド
を
活
用
し
て
い
た
が
、今
回
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

例
え
ば
高
校
三
年
の
日
本
史
で
は
、
次
の
流
れ
に
し
た
。

①
動
画
（
リ
ン
ク
先
↓
限
定
公
開
の
「Y

ouT
ube

」
を
貼

る
）
↓
ノ
ー
ト
ま
と
め
を
行
う
。
②
講
義
後
課
題

（「Google 

フ
ォ
ー
ム
」
で
四
択
問
題
）
に
取
り
組
み
提
出
。

③
小
テ
ス
ト
（
十
分
間
テ
ス
ト
十
問
↓
課
題
を
送
る
と
き

は
生
徒
に
コ
ピ
ー
で
配
信
の
形
で
送
る
よ
う
に
し
た
）
に

取
り
組
む
（
別
途
配
信
）。
教
務
部
が
ま
と
め
た
生
徒
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
分
か
り
や
す
い
」「
毎
回
同
じ
ス

タ
イ
ル
が
い
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

３	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
の
学
び

　

そ
の
後
、ほ
か
の
活
用
法
を
学
ぶ
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
。「Google Earth

」「Kahoot!

」
や「Quizlet

」

な
ど
、
名
前
を
知
っ
て
い
る
だ
け
の
ア
プ
リ
も
、
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
自
分
で
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

四
年
間
「Classroom

」
を
使
っ
て
い
て
、
操
作
に
慣
れ
て

い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
か
に
今
ま
で
一
方
的

に
生
徒
に
課
題
を
与
え
続
け
て
い
た
か
、
改
め
て
気
付
い

た
。
生
徒
側
の
見
方
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
動
画
は
シ

ン
プ
ル
に
十
分
以
内
に
す
る
よ
う
に
し
て
、
生
徒
か
ら
出

さ
れ
た
課
題
は
そ
の
場
で
採
点
し
て
返
却
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
後
は
海
外
の
サ
イ
ト
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
。

子供たちとつながるツールと
しての「Google Classroom」
休校となり、自分で家庭学習を進める上で「Google Classroom」が
有効活用できた。能動的な学びができるように、教師がICTを
活用していく。

「Google Classroom」でここまでできる　
～ オンライン授業の効果

「Google Classroom」でここまでできる　
～ オンライン授業の効果

金
かね

子
こ

 典
のり

子
こ

東京都私立中学高等学校

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

「Google Classroom

」
は
、教
育
現
場
向
け
に
「Google

」

が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
だ
。

　

ネ
ッ
ト
上
に
「
ク
ラ
ス
」
を
作
り
、
運
営
・
管
理
で
き

る
。
教
育
関
係
に
は
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
会
員
な
ら
、
誰
で
も
い

つ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
お
申
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
）。

　

教
師
役
と
し
て
「
ク
ラ
ス
」
を

作
り
、
子
供
た
ち
を
登
録
す
る
。

こ
れ
だ
け
で
、「
教
材
や
課
題
の

一
括
配
付
」「
課
題
の
進
行
状
況

チ
ェ
ッ
ク
」「
提
出
さ
れ
た
課
題

の
採
点
」
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
課
題
に
つ
い
て
、
子
供
た

ち
一
人
一
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
送
る
こ
と
も
で
き
る
。
通
知
や

質
問
の
投
稿
も
可
能
だ
。

　

複
数
の
子
供
が
同
時
に
編
集
で

き
る
「Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

「Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
」、

フ
ァ
イ
ル
や
デ
ー
タ
を
共
有
で
き

る
「Google

ド
ラ
イ
ブ
」
な
ど
も

自
由
に
使
え
る
。

「Google Classroom

」
を
使
え
ば
、
次
の
よ
う
な
教
育

活
動
を
簡
単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
移
行
で
き
る
。

①
健
康
観
察
や
欠
席
連
絡

②
朝
の
会

③
連
絡
帳
の
や
り
取
り

④
日
記
提
出
の
コ
メ
ン
ト

⑤
ド
リ
ル
系
の
学
習
と
採
点

⑥
宿
題
の
送
付
と
提
出

⑦
テ
ス
ト
と
答
え
合
わ
せ

　

欠
席
連
絡
や
健
康
観

察
は
「Google

フ
ォ
ー

ム
」
を
使
え
ば
簡
単
に

で
き
る
。
登
校
前
に
、

自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
フ
ォ
ー
ム
入

力
す
る
。
健
康
状
態
や

家
庭
か
ら
の
連
絡
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
担
任
へ
届
く
。
保

健
室
の
先
生
も
情
報
を
共
有
で
き
る
。
ボ
タ
ン
一
つ
で
グ

ラ
フ
も
作
成
で
き
る
。

　

大
切
な
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
、
ふ
だ
ん

か
ら
取
り
入
れ
て
使
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
き
る
も
の
は
、
可
能
な
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
教
育
活
動
が
よ
り
効
率

的
に
な
る
。
臨
時
休
校
「
第
二
波
」
に
も
対
応
で
き
る
。

「オンライン」でできるものは
「オンライン」へ
学校が再開した今だからこそ「オンライン授業」を取り入れていく。
研修を計画的に行う。臨時休校「第二波」との戦いはもう始まっている。

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

兵庫県姫路市立英賀保小学校
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セ
ミ
ナ
ー
会
場
ま
で
遠
い
。
あ
の
講
師
に
会
う
に
は
、

時
間
が
掛
か
る
。
そ
の
壁
を
全
て
取
り
払
っ
た
の
が

「Zoom

」
で
あ
る
。
三
月
か
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　

利
点
を
幾
つ
か
述
べ
る
。

１
︶
セ
ミ
ナ
ー
講
師
が
近
い
、
近
く
で
資
料
が
見
ら
れ
る

　

セ
ミ
ナ
ー
を
会
場
で
行
う
と
、
ど
う
し
て
も
席
順
に

よ
っ
て
「
見
え
や
す
い
」「
見
え
に
く
い
」
と
い
う
状
態

が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、「Zoom

」
で
あ
る
と
、
左
の
写
真
の
よ
う
に

セ
ミ
ナ
ー
講
師
が
そ
の
ま
ま
画
面
に
映
る
。
セ
ミ
ナ
ー
講

師
だ
け
で
な
く
資
料
も
、
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る
。
研
修

と
し
て
は
、「
見
や
す
さ
」
と
い
う
点
で
は
、
圧
倒
的
に

「Zoom

」
が
優
秀
で
あ
ろ
う
。

講
師
の
表
情
か
ら
仕
草
ま
で

を
、
目
の
前
で
見
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
あ
る
。

２
︶
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム

　

セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
で
は
ペ

ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
よ
く
行
わ
れ
る
。「Zoom

」

で
も
可
能
で
あ
る
。「
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
」
だ
。
参
加

者
を
複
数
の
部
屋
に
割
り
当

て
て
、
講
師
が
全
て
の
部
屋
を
回
る
こ
と
が
で
き
る
。
設

定
時
間
も
自
由
に
で
き
る
。
今
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

交
流
で
き
る
の
は
隣
の
人
と
だ
け
だ
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
い
る
何
人
も
の
人
と
交
流
で
き
る
。

３
︶「iP

ad

」
で
「
自
由
に
書
い
て
指
し
示
す
」

　

教
材
な
ど
を
使
っ
て
の
研
修
の
場
合
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
代
わ
る
も
の
が
欲
し
い
。
私
の
場
合
、「iPad

」
の

ノ
ー
ト
ア
プ
リ
を
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
 ※
し
て
、
参
加
者
に
見

て
も
ら
っ
て
い
る
。
時
に
は
、
別
の
パ
ソ
コ
ン
で
ス
ラ
イ

ド
を
提
示
す
る
。
こ
の
こ
と
で
、
自
由
に
画
面
に
書
き
込

み
な
が
ら
、
講
座
や
研
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
決
ま
っ
た
講
座

で
は
な
く
、
模
擬
授
業
な
ど
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
研
修
が
、

一
人
一
人
の
画
面

で
展
開
で
き
る
。

下
の
写
真
は
、
私

の
配
信
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　

ラ
イ
ブ
の
学
び
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
学

び
の
二
極
化
が
、

よ
り
進
ん
で
い
く

だ
ろ
う
。

　

三
月
以
降
「Zoom

」
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を

二
十
回
ほ
ど
開
催
し
て
き
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
一
人
講

座
を
行
う
形
と
、
少
人
数
で
集
い
セ
ミ
ナ
ー
に
近
い
形
で

講
座
を
行
う
形
と
、
二
つ
の
方
法
を
目
的
に
応
じ
て
使
い

分
け
て
い
る
。
後
者
で
実
施
し
て
い
る
所
は
現
時
点
で
は

存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
、今
後
の
た
め
に
書
き
記
し
て
お
く
。

︵
１
︶
臨
場
感
向
上
の
工
夫

　

セ
ミ
ナ
ー
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
、
少
数
の
子
役
を

置
く
。
子
役
目
線
で
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
講
師
と
子
役
を

収
め
る
形
で
撮
影
す
る
。
参
加
者
に
は
講
師
の
授
業
コ
ン

テ
ン
ツ
の
み
な
ら
ず
、
講
師
の
教
態
や
子
役
と
の
や
り
取

り
ま
で
見
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。
臨
場
感
が
全
く
違
う
。

︵
２
︶「Zoom

」
設
定
上
の
工
夫

　

ま
ず
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
ュ
ー
を
使
用
し
、
講
師
と

共
有
画
面
の
両
方
が
映
る
よ
う
設
定
す
る
。
ま
た
、
ホ
ス

ト
用
パ
ソ
コ
ン
を
後
方
に
置
き
、
外
部
カ
メ
ラ
を
接
続
す

る
。
こ
れ
で
講
師
の
動
き
に
合
わ
せ
た
ズ
ー
ム
調
整
を
行

う
。
加
え
て
プ
ロ
用
の
外
部
マ
イ
ク
を
使
用
し
、
講
座
の

音
質
を
向
上
さ
せ
る
。
音
声
チ
ェ
ッ
ク
係
も
置
き
、
音
量

の
バ
ラ
ン
ス
、
雑
音
の
有
無
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

︵
３
︶
講
座
の
組
立
て
の
工
夫

　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
場
合
、
参
加
者
は
基
本
受
け
身
と

な
る
。
長
時
間
の
講
座
で
は
集
中
力
が
続
か
な
い
。
そ
こ

で
、
一
つ
の
講
座
時
間
を
原
則
五
分
と
し
、
変
化
を
加
え

る
。
挙
手
ボ
タ
ン
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
挙
手
の
使
い
分
け
、

チ
ャ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
、
指
示
も
ひ
と
工
夫
す
る
。
そ
の

上
、
前
日
ま
で
に
講
座
資
料
を
送
り
、
書
き
込
み
を
し
な

が
ら
受
講
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

︵
４
︶
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
工
夫

　

主
催
セ
ミ
ナ
ー
の
最
大
参
加
者
数
は
、
現
時
点
で
四
百

二
十
五
名
で
あ
る
。
短
時
間
で
確
実
な
受
付
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
正
確
な
本
人
確
認
の
た
め
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

に
は
住
所
・
電
話
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ほ
か
、
所
属
（
勤

務
校
ほ
か
）
を
記
入
す
る
欄
も
設
置
す
る
。
五
十
音
順
に

ソ
ー
ト
し
た
名
簿
を
数
名
で
分
担
し
、
パ
ソ
コ
ン
担
当
と

と
も
に
呼
名
確
認
を
し
て
入
室
処
理
を
す
る
。
こ
の
仕
組

み
に
よ
り
、
四
百
二
十
五
名
全
員
の
確
認
と
入
室
処
理
を

三
十
分
で
済
ま
せ
た
。

︵
５
︶
初
参
加
者
対
応
の
工
夫

「Zoom

」
に
不
慣
れ
な
方
々
に
も
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
毎
セ
ミ
ナ
ー
の
前
夜
に
「
接
続
練
習
会
」
を

設
け
る
。
ミ
ュ
ー
ト
、
映
像
の
停
止
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
、

名
前
の
変
え
方
な
ど
を
実
演
し
つ
つ
、
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

︵
６
︶
内
容
充
実
の
工
夫

　

右
記
︵
１
︶
〜
︵
５
︶
は
ハ
ー
ド
の
工
夫
で
あ
る
。
同

時
に
ソ
フ
ト
た
る
講
座
内
容
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

毎
週
複
数
回
行
う
厳
密
な
講
座
検
討
に
よ
り
、
質
を
担
保

し
て
い
る
。

「Zoom」だからこその
研修が可能だ
オンラインだからこその、研修の可能性。

新形態のセミナーを
実現する試み
ソフトたる講座内容の充実は、これまでも厳しく追求してきた。
オンライン研修では、加えてハード面に５つの工夫がいる。
新たな時代のセミナーを切り開くパイオニアでありたい。

「Zoom」を使ってここまでできる　 
～ オンライン研修の効果

「Zoom」を使ってここまでできる　 
～ オンライン研修の効果

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

長野県長野市立川田小学校 埼玉県熊谷市立奈良中学校

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

※ 

表
示
画
面
を
別
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
こ
と
。
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「
だ
る
ま
さ
ん
Ｚ
」

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
年
前
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
の
映
像
で
あ
る
。
参
加
者

特
典
で
、「Y

ouT
ube

」
に
限
定
公
開
で
ア
ッ
プ
し
た
。

再
生
回
数
は
次
の
と
お
り
だ
。

一
位　

向
山
型
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
（
一
四
八
回
）

二
位　

だ
る
ま
さ
ん
Ｚ　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
三
回
）

三
位　

授
業
開
き
で
で
き
る
運
動　
　
　
（
一
〇
〇
回
）

　

限
定
公
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
回
以
上
の
再
生
回
数

を
記
録
し
た
。
ほ
か
に
も
、
百
以
上
の
動
画
を

「Y
ouT

ube

」
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
上
位
に
あ
る
も
の

全
て
が
「
す
ぐ
に
追
試
で
き
る
実
践
」
で
あ
っ
た
。

１	

年
間
指
導
計
画
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
る

「
体
育
の
授
業
は
文
字
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
」

　

そ
こ
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
指
導
法
を
掲
載
し
た
。
上
図

は
、
な
わ
跳
び
「
か
け
足
跳
び
の

指
導
法
」
で
あ
る
。
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
手

立
て
を
、
映
像
で

紹
介
し
て
い
る
。

（
テ
ロ
ッ
プ
付
）

　

同
僚
か
ら
、「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
や
「
も
っ
と

教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感
想
を
頂
い
た
。

２	

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
良
さ

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
、
私
が
企
画
し
た
体
育

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
映
像
を
提
供
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送
る
だ

け
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
う
れ
し
い
こ
と
に
勤
務
市
の
「Y

ouT
ube

」
の

取
組
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
も
っ
と
こ
う
す
べ
き
」
と
い
う
指
導
を
頂
く
こ
と
も
あ

る
。
発
信
側
と
受
信
側
が
ツ
ー
ウ
ェ
イ
で
や
り
取
り
を
し

て
、
更
に
よ
い
実
践
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
近
で
は
、「
家
庭
で
で
き
る
運
動
遊
び
」
を
紹
介
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

「
春
休
み
ま
で
休
校
に
す
る
」
と
首
相
が
発
表
し
た
の
は

木
曜
日
夜
（
二
月
二
十
七
日
）。
三
月
二
日
か
ら
本
当
に

子
供
の
い
な
い
学
校
、
子
供
た
ち
の
自
宅
待
機
が
始
ま
っ

た
。
学
年
末
の
ま
と
め
も
、
卒
業
式
の
練
習
も
ほ
と
ん
ど

で
き
な
い
ま
ま
、
休
校
が
始
ま
っ
た
。

　

子
供
た
ち
に
会
い
た
い
、
子
供
た
ち
に
言
葉
を
掛
け
た

い
と
強
く
思
っ
た
。
ど
う
や
っ
た
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

ら
れ
る
の
か
。
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
な
く
、
姿

を
見
せ
て
声
を
届
け
た
く
て
、
動
画
配
信
を
思
い
付
い
た
。

そ
こ
で
、「Y

ouT
ube

」
の
ア
ッ
プ
の
仕
方
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
仲
間
に
教
え
て
も
ら
い
、
休
校
三
日
目
に
限
定
公
開
で

初
め
て
配
信
し
た
。

「
元
気
で
す
か
？　

風
邪
引
い
て
い
ま
せ
ん
か
？　

朝

ち
ゃ
ん
と
起
き
て
い
ま
す
か
？
」「
人
生
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
、と
い
う
勉
強
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
」

「
お
う
ち
の
人
と
協
力
し
て
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

最
後
に
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ば
っ
か
り
見
て
た
ら
あ
か
ん

で
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ば
っ
か
り
見
て
た
ら
あ
か
ん
で
っ
て
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が
言
う
と
る
が
な
」
と
い
う
大
阪
ら
し
い

ツ
ッ
コ
ミ
を
期
待
し
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
口
ま
ね
す
る
こ

と
で
少
し
で
も
抑
止
力
に
な
れ
ば
と
決
め
ぜ
り
ふ
と
し
た
。

　

翌
日
の
「
ひ
ら
が
な
の
書
き
順
」
か
ら
一
般
公
開
に
切

り
換
え
た
。「
校
長
が
『Y

ouT
ube

』
を
推
奨
し
て
い
る
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
見
ら
れ
な
い
子
と
の
格
差
を

助
長
」
な
ど
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
予
想
外
の
大
好
評
で
、

新
聞
・
テ
レ
ビ
の
取
材
も
八
社
に
わ
た
っ
た
。

　

そ
う
な
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
、
人
の
気
持

ち
と
し
て
「
そ
ん
な
ん
聞
い
て
な
い
で
」
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
前
も
っ
て
教
育
委
員
会
、
区
長
区
役
所
、
近
隣
校

長
に
は
伝
え
て
お
い
た
。

　

卒
業
式
の
前
の
日
に
は
、
向
山
洋
一
氏
か
ら
教
わ
っ
た

「
努
力
の
つ
ぼ
」
の
話
を
、
実
際
に
つ
ぼ
に
水
を
入
れ
な

が
ら
実
演
し
た
（
写
真
）。

　

春
休
み
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
第
一
期
最
終
回
と
し
た
。

し
か
し
、
新
年
度
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
当
た
っ
て
、

第
二
期
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
も
転
勤
先
の
新
天

地
で
。
入
学
式
も
始
業
式
も
な
く
、
ま
だ
見
ぬ
子
供
た
ち

に
向
け
て
の
発
信
と
な
っ
た
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、

新
し
い
校
長
先
生
が
毎
日
動
画
を
送
っ
て
く
る
の
が
と
て

も
新
鮮
だ
と
い
う
。
不
思
議

な
出
会
い
方
と
な
っ
た
。
つ

い
二
か
月
前
に
は
想
像
も
し

な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
。
終
息
す
る
日

ま
で
「
学
び
と
笑
い
」
と

「
ほ
っ
こ
り
」
を
届
け
続
け
る
。

（
検
索
：
が
ら
が
ら
ボ
イ
ス
）

▲なわ遊び

▲柔軟遊び

▲かけ足動画

「YouTube」で伝える
体育の指導法
セミナー、職場、家庭などに体育の指導法を発信することができる。

校長先生はユーチューバー
「ユーチューブばっかり見てたらあかんで」と
ユーチューブで言う。新しいコミュニケーションの形。

「YouTube」を使ってここまでできる　
～ 動画でつながる効果

「YouTube」を使ってここまでできる　
～ 動画でつながる効果

工
く

藤
どう

 俊
しゅん

輔
すけ

糸
いと

井
い

 利
とし

則
のり

埼玉県新座市立新堀小学校 大阪府大阪市立磯路小学校 校長

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
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１ 

ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
く
学
べ
る
サ
イ
ト

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
※1
に
は
、
酒
井
基
成
氏
が
作
成
し
た

ク
イ
ズ
形
式
、
対
戦
ゲ
ー
ム
式
の
サ
イ
ト
が
あ
る
。

「
地
図
記
号
ク
イ
ズ
」「
地
図
記
号
バ
ト
ル
」「
歴
史
人
物

ク
イ
ズ
」
の
ほ
か
、
旧
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で
人
気
だ
っ
た

寒
河
江
恒
太
氏
の
「
か
け
算
フ
ァ
イ
タ
ー
さ
が
」
も
移
植

中
で
あ
る
。

　

許
鍾
萬
氏
作
成
の
「
大
人
気
！　

学
習
ゲ
ー
ム
リ
ン
ク

集
―
算
数
編
」
に
は
、
成
島
秀
人
氏
の
「
勇
者
計
算
騎
士

ナ
リ
ガ
イ
ガ
ー
」
な
ど
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

２ 

動
画
な
ど
で
深
く
学
べ
る
サ
イ
ト

　

学
校
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「N

H
K

 for School
」
に

は
、
家
庭
で
楽
し
く
学
べ
る
短
編
動
画
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

特
設
ペ
ー
ジ
「
お
う
ち
で
学
ぼ
う
！
」
は
、学
年
別
に
な
っ

て
い
て
使
い
や
す
い
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
考
え
る
カ
ラ
ス
」
は
、
知
識
で
は
な
く
考

え
方
を
学
ぶ
番
組
で
あ
り
、
答
え
を
教
え
て
く
れ
な
い
。

自
分
で
考
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
番
組
だ
。
年
齢
に
関

係
な
く
楽
し
め
る
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
の
「
サ
イ
エ
ン
ス 

チ
ャ
ン
ネ
ル 

キ
ッ
ズ
」
に
は
、
膨
大
な
数
の
動
画
が
あ

る
。
中
で
も
「
ザ
・
メ
イ
キ
ン
グ
」
は
お
薦
め
。
も
の
づ

く
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
※2
に
も
つ
な
が
る
。

　

学
研
キ
ッ
ズ
ネ
ッ
ト
に
は
、「
自
由
研
究
」「
科
学
」「
未

来
の
仕
事
」「
ま
ん
が
で
よ
く
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

の
分
類
で
た
く
さ
ん
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
。

　

ワ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
「
ワ
オ
のY

ouT
ube

」

に
は
理
科
だ
け
で
な
く
、
英
語
や
イ
ラ
ス
ト
の
か
き
方
な

ど
中
高
生
も
楽
し
め
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ラ
ド
大
学
の
「
P
h
E
T
」
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
が
で
き
る
。
日
本
語
で
使
え

る
。
物
理
の
「
直
流
回
路
実
験
キ
ッ
ト
」
で
は
、
回
路
作

り
が
で
き
る
。
シ
ョ
ー
ト
回
路
を
作
る
と
電
池
が
火
を
噴

く
な
ど
忠
実
に
再
現
さ
れ
る
ほ
か
、
電
流
計
や
電
圧
計
を

つ
な
い
だ
測
定
実
験
も
で
き
る
。（
各
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
に
掲
載
す
る
）

良
質
な
学
習
サ
イ
ト
の
条
件
は
「
内
容
と
方
法
」

　

文
部
科
学
省
「
子
供
の
学
び
応
援
サ

イ
ト
」
は
必
見
だ
※1
。
授
業
や
家
庭
学

習
に
有
用
な
サ
イ
ト
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

例
え
ば
「N

H
K

 for School

」。

「
歴
史
に
ド
キ
リ
」
な
ど
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
動
画
は
、

教
科
書
と
併
用
し
、
知
的
な
授
業
が
展
開
で
き
る
。

　

家
庭
学
習
に
も
役
立
つ
。「
家
庭
で
学
習
を
す
る
の
に
、

こ
ん
な
に
適
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
東
北
大
学

大
学
院
教
授
・
堀
田
龍
也
氏
は
述
べ
る
。

①
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
日
付
な
ど
を
書
く
。

②
番
組
を
決
め
る
。

③
タ
イ
ト
ル
を
基
に
、
内
容
を
簡
単
に
予
想
す
る
。

④
番
組
を
視
聴
す
る
。

⑤
内
容
と
感
想
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

⑥
ノ
ー
ト
を
基
に
、
内
容
を
後
で
誰
か
に
伝
え
る
。

　

以
上
の
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
学
習
の
方
法
で
あ
る
※2
。

　

内
容
と
と
も
に
方
法
が
あ
る
の
が
よ
い
。
子
供
が
一
人

で
学
べ
る
。
良
質
な
学
習
サ
イ
ト
で
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
優
れ
た
「
内
容
と
方
法
」
を
も
つ

　

谷
和
樹
氏
は
非
常
に
優
れ
た
指
導
法
を
発
案
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
都
道
府
県
名
と
位
置
を
覚
え
さ
せ
る
方
法
だ
。

教
室
の
子
供
た
ち
は
熱
中
し
、
す
ら
す
ら
と
略
地
図
を
か

け
る
よ
う
に
な
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
は
、
こ
の

指
導
法
を
基
に
し
た
サ
イ
ト
が
あ

る
。作
成
者
は
川
原
雅
樹
氏
。ノ
ー

ト
に
か
く
手
順
も
示
さ
れ
て
お
り
、

子
供
は
動
画
を
参
考
に
略
地
図
が

か
け
る
※3
。

難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
易
し
い
内
容
」

ど
の
子
も
取
り
組
め
る　
「
優
し
い
方
法
」

を
兼
ね
備
え
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
指
導
案
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
も
つ
。

　

社
会
科
の
例
な
ら
、
太
田
政
男
氏
「
コ
ロ
ナ
臨
休
中
に

も
役
立
つ
！　

動
画
で
分
か
る
『
歴
史
の
自
学
シ
ス
テ

ム
』」、
酒
井
基
成
氏
「
地
図
記
号
ク
イ
ズ
」「
地
図
記
号

バ
ト
ル
」
な
ど
が
あ
る
。

　

検
索
し
、
活
用
さ
れ
た
い
。

※1 https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も

 

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
可
能
。

※2 https://w
w

w
.nhk.or.jp/school/ouchi/　

六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
紙
幅
の
都
合
で
佐
藤
が
短
く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

※3 

「
47
都
道
府
県
を
覚
え
よ
う
動
画
版　

そ
の
１
中
国
地
方
」　https://land.toss-online.com

/lesson/orBaVrnG
5FyBVX9G

jXZH

※2 

科
学
技
術
・
工
学
・
数
学
・
芸
術
分
野
の
教
育
を
指
す
。

「内容と方法」で
オンライン学習を成立させる
子供たちが一人で学ぶには、優れた「内容と方法」が必要だ。

繰り返し練習で知識や方法の習得、
動画サイトで深い学びを
ゲーム形式のサイトでは、楽しみながら知識の定着を図れる。
動画サイトでは、自由研究のヒントや教科書の発展的な内容など、
深い学びができる。

子供たちが熱中する有用オンライン学習サイト一覧　
～ TOSSランドほか

子供たちが熱中する有用オンライン学習サイト一覧　
～ TOSSランドほか

佐
さ

藤
とう

 智
とも

彦
ひこ

小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

山形県　教育庁 日本理科教育支援センター

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

※1 https://land.toss-online.com
/
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文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
関
す
る
研
修
教
材
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

紹
介
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
は
「
ス
ク

ラ
ッ
チ
」
と
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
ま
た
、
文
科
省

が
開
発
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
」
と
い
う
ソ
フ
ト
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
で
、
児
童
は
創
造
的
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
造
的
に
取
り
組
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
児
童
一
人
一
人
が
何
を
し
て
い
る
の
か
把
握
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
一
人
一

人
に
合
っ
た
助
言
を
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。

　

よ
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を
ほ
と
ん
ど
し
た

こ
と
が
な
い
教
員
に
と
っ
て
は
、
難
易
度
が
高
い
と
言
え

る
。

　

今
回
紹
介
す
る
「LightBot

（
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ト
）」
と

い
う
ア
プ
リ
の
良
い
所
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
課
題
達
成
型
の
ア
プ
リ

　

課
題
達
成
型
な
の
で
、
誰
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の

か
を
把
握
し
や
す
い
。
ま
た
、
児
童
全
員
が
同
じ
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
指
導
者
も
児
童
一
人
一
人
に
助

言
し
や
す
い
。

②
ル
ー
ル
が
シ
ン
プ
ル　

上
の
写
真
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
ゴ
ー

ル
ま
で
行
き
つ
く
よ
う
に
し
、

ゴ
ー
ル
で
ラ
イ
ト
が
光
る
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
な
の

で
、
児
童
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
。

③
操
作
も
簡
単

　

操
作
も
簡
単
で
あ
る
。
右
の
写
真
の
下
に
出
て
い
る
矢

印
や
ラ
イ
ト
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
あ
る
。
ブ
ラ
ウ

ザ
上
で
行
う
場
合
は
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
あ
る
。
第

一
時
に
基
本
の
や
り
方
を
指
導
し
て
し
ま
え
ば
、
後
は
児

童
だ
け
で
進
め
ら
れ
る
。

　

操
作
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
か
つ
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
ア

プ
リ
な
の
で
、
児
童
も
熱
中
し
て
取
り
組
む
。
実
際
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で
こ
の
ア
プ
リ
を
児
童
に
教
え

た
と
こ
ろ
、
家
で
も
取
り
組
ん
だ
児
童
が
複
数
名
い
た
。

「
ま
た
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
児
童
も
複
数
い
た
。

シンプルで進めやすい
プログラミングゲーム「LightBot」
プログラミングの授業に慣れていない教員でも、簡単に指導できる。
そして、子供は何度でもやりたがる。

簡単ダウンロードで子供たち熱中の
無料アプリ一覧

簡単ダウンロードで子供たち熱中の
無料アプリ一覧

吉
よし

田
だ

 知
とも

寛
ひろ

東京都三鷹市立中原小学校

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

１	

﹁
国
語
﹂
系
の
ア
プ
リ

︿「
ゆ
び
ド
リ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
﹀

　

ゆ
び
書
き
を
し
な
が
ら
漢
字
の
学
習
を

進
め
ら
れ
る
ア
プ
リ
。
一
年
生
〜
三
年
生

の
漢
字
が
学
習
で
き
る
。
書
き
順
判
定
の

機
能
も
付
い
て
い
て
、
正
し
い
書
き
順
で
書
か
な
い
と
正

解
に
な
ら
な
い
。
書
き
順
や
画
数
を
間
違
え
る
と
ア
プ
リ

が
教
え
て
く
れ
る
。

︿「
国
語
海
賊
」
シ
リ
ー
ズ
﹀

　

各
学
年
の
漢
字
を
、
ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が

ら
学
習
で
き
る
。
海
賊
見
習
い
の
ヨ
ン
デ
ー

と
カ
イ
デ
ー
と
一
緒
に
海
賊
た
ち
を
倒
し
て

い
く
。
ス
テ
ー
ジ
ク
リ
ア
時
に
は
、
カ
ー
ド
が
も
ら
え
る
。

「
成
績
表
」
が
自
動
的
に
出
来
上
が
る
の
も
特
徴
の
一
つ
。

２	

﹁
算
数
﹂
系
の
ア
プ
リ

︿「
算
数
忍
者
」
シ
リ
ー
ズ
﹀

　

お
薦
め
は
「
算
数
忍
者
Ａ
Ｒ
」。
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
技
術
を
使
っ
て
、
忍
者
の
里
や

忍
者
屋
敷
が
浮
か
び
上
が
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
画
面
を
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら
問
題
を
解
い
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
見
下
ろ
し
た
り
、
し
ゃ
が
ん

だ
り
、
は
い
つ
く
ば
っ
た
り
す
る
動
作
が
楽
し
い
。

︿「
ト
ド
さ
ん
す
う
」
シ
リ
ー
ズ
﹀

　

入
門
期
の
算
数
学
習
に
オ
ス
ス
メ
。

「
き
ょ
う
の
ぼ
う
け
ん
」
モ
ー
ド
で
は
、
子

供
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
短
い
学
習
課
題

が
出
さ
れ
る
。「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
モ
ー
ド
」
で
は
、ミ
ニ
ゲ
ー

ム
で
遊
び
な
が
ら
数
の
概
念
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

３	

﹁
理
科
﹂
系
の
ア
プ
リ

︿
月
の
満
ち
欠
け
Ａ
Ｒ
﹀

　

中
学
校
理
科
で
学
習
す
る
「
月
の
満
ち

欠
け
」
を
Ａ
Ｒ
 ※
で
表
示
す
る
ア
プ
リ
。
太

陽
、
月
、
地
球
を
北
極
上
空
か
ら
見
る
平

面
図
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
印
刷
す
る
。
ア
プ
リ
を
起
動
さ

せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
の
ぞ
き
込
め
ば
観
察
で
き
る
。

︿
あ
そ
ん
で
ま
な
べ
る
人
体
模
型
パ
ズ
ル
﹀

　

人
体
の
「
内
臓
」
と
「
骨
格
」
を
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
感
覚
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き

る
ア
プ
リ
。
ア
シ
ス
ト
機
能
で
正
し
い
場

所
ま
で
誘
導
を
し
て
く
れ
る
。
ほ
か
に
も
シ
リ
ー
ズ
が
あ

り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な
ア
プ
リ
。

　

ほ
か
に
も
熱
中
す
る
ア
プ
リ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
続
き

は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
て
。

子供の特性に合った
アプリを選択する
ネット上にある膨大な無料コンテンツ。
まずは教師が様々なアプリを使ってみることだ。
たくさんの選択肢をもつことで、子供の実態に
合わせたアプリを提供できる。

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

兵庫県姫路市立英賀保小学校

※ 

拡
張
現
実
。
ス
マ
ホ
用
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の
よ
う
に
、

 

現
実
の
風
景
な
ど
に
仮
想
の
画
像
を
重
ね
て
表
示
さ
せ
る
仕
組
み
。
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こ
こ
が
す
ご
い
⑴　

全
国
各
地
か
ら
四
百
人
が
参
加　

　

五
月
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
い
た
。そ
の
中
で
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・
最
新
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０
」
に
参
加
し
た
。
ど
う
や
っ

て
参
加
し
た
の
か
？「Zoom

」
で
あ
る
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
四
百
人
以
上
の
教
師
が
、「Zoom

」
で
参
加
し
た
。

「Zoom

」
は
安
全
性
が
心
配
だ
、
と
い
う
声
も
あ
る
。

し
か
し
、
事
務
局
の
先
生
が
二
重
三
重
に
危
機
管
理
を
し

て
い
た
。
例
え
ば
、
入
室
。
申
込
名
簿
に
あ
る
名
前
か
ど

う
か
一
人
一
人
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
事
務
局
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
た
教
師
だ
け
が
「Zoom

」
に
入
室
で
き
た
。
一
〇

〇
％
安
全
な
も
の
は
ど
こ
に
も
な
い
。
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性
を
知
っ
た

上
で
、
よ
り
安
全
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
大
事
だ
。

こ
こ
が
す
ご
い
⑵　

谷
和
樹
氏
の
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報　

　

谷
氏
の
講
演
。「Zoom

」
や
「Google Classroom

」

の
様
々
な
ス
キ
ル
を
実
演
し
て
く
れ
た
。
自
分
が
知
ら
な

い
ス
キ
ル
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
は
、
は

る
か
に
周
回
遅
れ
だ
。

　

ラ
イ
ブ
で
の
学
び
も
確
か
に
良
い
。
し
か
し
、
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
も
あ
る
。
資
料
が
画
面

一
杯
に
提
示
さ
れ
、
見
や
す
い
。
講
師
の
声
が
ク
リ
ア
に

聞
こ
え
る
。
ラ
イ
ブ
の
良
さ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
を
生

か
し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
更
に
進
化
し
て

い
く
。

こ
こ
が
す
ご
い
⑶　

子
供
を
や
る
気
に
さ
せ
る
九
つ
の
技
術

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
活
動
が
あ

る
。
飽
き
な
い
。
楽
し
い
。
日
本
の
小
学
校
で
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
加
速
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
画

面
を
見
て
い
る
だ
け
の
授
業
を
教
師
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

九
つ
の
技
術
で
、
子
供
た
ち
を
画
面
越
し
で
も
巻
き
込
む
。

①
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
ま
せ
る
。「
感
想
を
短
く
チ
ャ
ッ

ト
に
書
き
込
み
な
さ
い
」

②
反
応
を
ク
リ
ッ
ク
さ
せ
る
。「
太
郎
君
の
意
見
に
つ
い

て
ど
う
思
い
ま
す
か
。反
応
を
押
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

③
手
を
振
る
な
ど
、
身
体
で
伝
え
る
。「
ノ
ー
ト
を
準
備

し
た
人
は
、
先
生
に
手
を
振
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

④
画
面
に
触
れ
さ
せ
る
。「
画
面
の
線
分
図
を
、
ツ
ー
と

指
で
な
ぞ
り
な
さ
い
」

⑤
カ
メ
ラ
に
写
さ
せ
る
。「
書
い
た
式
、
ノ
ー
ト
を
手
に

持
っ
て
見
せ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

⑥
名
前
を
呼
ぶ
。

⑦
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
機
能
で
書
き
込
ま
せ
る
。

⑧
声
を
出
さ
せ
る
。「Zoom

」
だ
と
声
は
必
ず
ず
れ
る
。

ず
れ
て
よ
い
。
声
に
出
し
た
こ
と
を
褒
め
れ
ば
よ
い
。

⑨
「
近
く
に
い
る
お
母
さ
ん
に
〇
を
も
ら
い
な
さ
い
」「
詩

を
兄
弟
に
読
ん
で
あ
げ
な
さ
い
」「
周
り
に
誰
も
い
な

い
人
は
、
先
生
に
向
か
っ
て
読
ん
で
ね
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
も
、
活
動
・
確
認
・
賞
賛
が
肝
だ
。

「Zoom」子供を巻き込む
授業スキルを、動画で
４つ紹介している。

TOSSオンラインセミナー講師の
表情が、資料が、はっきり見える！
画面の向こうにいる子供を巻き込む９つの技術。

TOSSオンラインセミナーの何がすごいのか　
～ 参加者の驚

きょう

愕
がく

情報
TOSSオンラインセミナーの何がすごいのか　
～ 参加者の驚愕情報

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

山口県下関市立小月小学校

特集

夏
の
間
に
徹
底
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

授
業
も
研
修
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

１	

ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
で
ひ
ら
く
道

「
向
山
学
」
を
徹
底
的
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
「
向
山
塾
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
と
決
め
た
の
は
、
四
月
を
過
ぎ

て
か
ら
だ
っ
た
。

　

百
名
を
超
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

こ
の
時
点
で
は
全
く
開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
ん
な

危
機
管
理
が
必
要
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
。

「
き
っ
と
で
き
る
！
」

　

ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
で
開
催
に
踏
み
切
る
こ
と
に
し
た
。

ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
と
は
、
チ
ー
ム
で
動
き
な
が
ら
考
え
、

随
時
改
善
や
変
更
を
し
て
い
く
思
考
法
だ
。

２	

改
善
点
を
ス
ピ
ー
ド
探
索
・
ス
ピ
ー
ド
解
決

「
向
山
塾
」
に
先
立
っ
て
、
三
回
の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
改
善
点
を
探
る
た
め
だ
。
こ
の
時

点
で
は
、
多
く
の
先
生
方
が
「Zoom

」
な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
。
百
名
を
超

え
た
と
き
、
参
加
者
が
ど
ん
な
こ
と
に
困
る
の
か
を
探
っ

た
。

３	

ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

改
善
点
は
次
々
に
見
付
か
っ
た
。そ
の
一
つ
が
、「Zoom

爆
弾
」
へ
の
対
応
だ
。
い
わ
ゆ
る
「Zoom

」
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性

で
あ
る
。
今
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
さ
れ
、
脆
弱
性
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
心
配
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
当
時
は
、

「
も
し
も
、
招
待
さ
れ
て
い
な
い
人
が
乱
入
し
て
ぶ
ち
壊

し
し
た
ら
？
」

「
参
加
者
の
情
報
が
流
出
し
た
ら
？
」

な
ど
と
心
配
は
尽
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
脅
威
に
対
抗

す
る
措
置
を
、
二
重
、
三
重
、
四
重
に
考
え
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
当
日
。
過
去
最
高
の
五
百
名
の
参
加
者
。
運

営
も
内
容
も
、
満
足
い
た
だ
け
た
。

︿
参
加
者
の
感
想
﹀

「Zoom

」
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
オ
フ
ラ

イ
ン
型
と
変
わ
り
な
く
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
な
学
び
で
し
た
。

画
面
が
ク
リ
ア
で
資
料
も
大
き
く
よ
く
見
え
ま
す
。

臨
場
感
は
遜
色
な
い
と
思
い
ま
す
。

４	

楽
し
く
ス
マ
ー
ト
に
運
営

　

参
加
者
か
ら
頂
い
た
感
想
を
見
る
限
り
、
か
な
り
ス

マ
ー
ト
な
運
営
が
で
き
た
と
思
う
。

　

そ
の
秘
密
は
、「
楽
し
さ
を
追
求
す
る
」
こ
と
。
課
題

の
上
を
い
く
楽
し
さ
を
見
付
け
る
と
ス
マ
ー
ト
に
な
る
。

　

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

スピード・スマート・スペシャル
なセミナー開催
意識を変え、アジャイル思考で道をひらき、
新しいセミナー運営を行う。

手
て

塚
づか

 美
み

和
わ

静岡県静岡市立公立小学校
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D

④　

一
一
〇
ペ
ー
ジ

発
問
8 

ど
ん
な
約
束
を
し
た

の
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
い

て
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

先
生
が
点
数
を
付
け
て
あ
げ

ま
す
。

︵
み
ん
な
で
海
に
行
こ
う
︶
四
〇
点
。

︵
体
が
ち
ょ
う
に
変
わ
っ
た
ら
、
飛

ん
で
い
く
約
束
︶
八
五
点
。

な
ど
と
点
数
を
付
け
て
い
く
。

　

時
間
内
に
一
〇
〇
点
を
取
れ
る
一

年
生
は
、
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
年
生
で
六
〇
点
取
れ
る
な

ん
て
、
先
生
信
じ
ら
れ
な
い
よ
。

　

全
員
合
格
だ
よ
。

な
ど
と
言
い
な
が
ら
授
業
を
終
わ
る
。

正
解
は
す
ぐ
に
解
説
し
な
い
。

　

授
業
が
終
わ
っ
て
も
、
ノ
ー
ト
を

見
せ
に
来
る
子
が
い
る
だ
ろ
う
。

　

褒
め
続
け
れ
ば
よ
い
。

に
な
ら
ぶ
と
せ
の
び
を
し
ま

し
た
。」
と
書
い
て
あ
り
ま
す

ね
。
読
ん
で
ご
ら
ん
。

　
　

そ
の
下
に
絵
が
描
い
て
あ
る

ね
。
こ
の
絵
で
い
い
で
す
か
。

こ
の
絵
で
は
お
か
し
い
で
す

か
。

　
　

こ
の
絵
で
い
い
と
思
う
人
は

こ
う
い
う
絵
、
お
か
し
い
と
思

う
人
は
ど
ん
な
絵
な
ら
い
い

か
、
絵
に
描
い
て
持
っ
て
来
て

ご
ら
ん
。
図
工
の
時
間
で
は
な

い
か
ら
、
大
体
で
い
い
ん
だ
よ
。

「
え
だ
に
な
ら
ぶ
と
」
と
あ
る
が
、

こ
の
絵
で
は
二
匹
が
葉
っ
ぱ
の
上
に

い
る
し
、
並
ん
で
は
い
な
い
。

　

描
い
て
持
っ
て
来
た
子
を
褒
め
、

七
〜
八
名
の
絵
を
黒
板
に
描
か
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
全
部
褒
め
る
。

　

一
年
生
だ
か
ら
検
討
さ
せ
な
く
て

も
い
い
。

「
こ
の
絵
は
枝
に
並
ん
で
、
背
伸
び

を
し
て
い
る
ね
」

と
言
っ
て
褒
め
る
。

４	

い
つ
の
お
話
か

発
問
4 

こ
れ
は
い
つ
の
お
話
で

す
か
。
分
か
る
、
分
か
ら
な
い
。

ど
っ
ち
？

　

「
分
か
ら
な
い
」
が
正
解
か
も

し
れ
な
い
よ
。
ど
ち
ら
か
に
手

を
挙
げ
て
ご
ら
ん
。

　

こ
う
言
う
こ
と
で
、
全
員
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
る
。

「
あ
お
む
し
が
い
る
頃
だ
か
ら
春
」

と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
ら
、

「
す
ご
ー
い
！
」

と
手
を
た
た
い
て
褒
め
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
当
に
春
か
ど
う
か

は
確
定
で
き
な
い
。

　

春
だ
と
し
て
も
、

「
そ
れ
で
は
、
春
の
中
の
い
つ
か

な
？　

何
月
何
日
か
な
？
」

と
な
る
と
分
か
ら
な
い
。

　

分
か
ら
な
い
よ
ね
。
分
か
ら

な
い
と
い
う
証
拠
が
あ
る
人
？

　

教
科
書
に
「
あ
る
と
き
」
と
書
い

て
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

５	

そ
の
他
の
発
問
例

①　

一
〇
四
ペ
ー
ジ
。

発
問
5 

こ
の
あ
お
む
し
は
、
大

き
い
あ
お
む
し
で
す
か
。
小

さ
い
あ
お
む
し
で
す
か
。

　

一
年
生
は
つ
い
間
違
え
る
発
問
だ
。

「
お
お
き
な
木
」
と
は
書
い
て
あ
る

が
、
あ
お
む
し
が
大
き
い
と
は
書
い

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
気
付
か
せ
た
い
。

②　

一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

発
問
6 

こ
の
林
に
は
、
木
は
一

本
だ
け
し
か
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　

こ
れ
も
、
一
年
生
は
「
一
本
だ
け

だ
」
と
思
う
子
が
い
る
。

③　

一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

発
問
7 

「
さ
ん
び
き
は
、
え
だ

す
る
こ
と
は
、
一
年
生
に
は
難
し
い

だ
ろ
う
。

　

基
本
的
に
は
、
子
供
た
ち
か
ら
出

た
意
見
は
み
ん
な
受
け
入
れ
る
。

「
な
る
ほ
ど
」

「
そ
う
だ
ね
」

「
よ
く
見
付
け
た
ね
」

な
ど
と
褒
め
な
が
ら
、

　

お
話
に
は
誰
か
が
出
て
く
る

ん
だ
ね
。

と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
れ
ば
い
い
。

　

あ
お
む
し
が
出
て
く
る
ね
。

　

大
き
な
木
も
お
話
し
し
て
い

る
ね
。

　

海
は
ど
う
か
な
ぁ
。

と
い
う
ぐ
ら
い
で
い
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
主
人
公
の
検
討
」
も
低
・

中
学
年
で
よ
く
あ
る
発
問
だ
。
し
か

し
、
こ
の
話
で
主
人
公
を
特
定
す
る

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

切
な
勉
強
と
な
る
。

発
問
2 

作
者
と
い
う
の
は
、
こ

の
お
話
を
作
っ
た
人
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
誰
か
な
。
ノ
ー

ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

こ
れ
が
も
し
、
三
年
生
以
上
な
ら
、

「
こ
か
ぜ　

さ
ち
」
と
間
に
一
マ
ス

空
い
て
い
な
け
れ
ば
合
格
に
し
な
い
。

し
か
し
、
一
年
生
な
ら
、
そ
こ
ま
で

は
求
め
な
い
。
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

評
定
の
厳
格
さ
を
調
整
す
る
こ
と
も

必
要
だ
。

３	

誰
が
出
て
き
た
か

発
問
3 

こ
の
お
話
に
は
誰
が

出
て
き
ま
し
た
か
。

（
あ
お
む
し
）

（
木
）

（
う
み
）

「
海
は
登
場
人
物
な
の
か
」
を
検
討

１	

学
習
の
手
引
き
を
参
考
に
す
る

　

教
科
書
の
教
材
の
後
に
、
通
常

「
学
習
の
手
引
き
」の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
教
科
書
会
社
が
組
み

立
て
て
い
る
指
導
内
容
が
、
各
学
年

に
応
じ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
る

際
の
参
考
に
で
き
る
。

　

こ
の
教
材
の
場
合
に
は
、

「
こ
の
お
は
な
し
に
は
、
だ
れ
が
で

て
き
ま
し
た
か
。」

な
ど
の
発
問
や
、「
だ
い
め
い
」「
さ

く
し
ゃ
」
な
ど
の
解
説
も
出
て
く
る
。

　

学
習
の
手
引
き
を
確
認
し
、
ま
ず

そ
れ
を
使
う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
。

２	

学
習
の
手
引
き
を
参
考
に

	

し
た
発
問
例

　

先
生
が
範
読
、
み
ん
な
で
追
い
か

け
読
み
、
交
代
読
み
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
音
読
の
活
動
を
随
所
に
入
れ
て

い
く
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
発
問
・

指
示
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

発
問
1 

題
名
は
何
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

書
い
た
子
に
持
っ
て
来
さ
せ
て
、

丸
を
付
け
て
あ
げ
る
。
こ
れ
だ
け
で

も
、
一
年
生
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
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国
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な
っ
た
と
き
」
の
作
文
を
書
き
ま

し
ょ
う
ね
。

　

授
業
後
は
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
書

く
時
間
を
毎
日
確
保
す
る
。

を
作
っ
て
、
一
人
に
対
し
て
み
ん
な

か
ら
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
言

葉
を
言
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

奈
良
部
学
級
で
、
本
授
業
を
追
試

し
た
と
こ
ろ
、
う
れ
し
い
言
葉
を

言
っ
て
も
ら
っ
た
子
供
た
ち

が
、
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
た
。

　

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る

言
葉
を
、
ど
の
子
も
真
剣
に

考
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

教
師
：
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
る
言
葉
が
、
た
く
さ
ん

見
付
か
り
ま
し
た
ね
。

４	

作
文
を
読
む

教
師
：
作
文
を
読
み
ま
す
。

（
教
科
書
の
作
文
を
音
読
さ

せ
る
）

教
師
：
み
ん
な
も
、
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
と

き
に
、
メ
モ
し
ま
し
ょ

う
。
メ
モ
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
た
ら
、
み
ん
な
も

「
う
れ
し
い
気
持
ち
に

・
こ
っ
ち
へ
お
い
で
よ

・
大
じ
ょ
う
ぶ
？

・
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う

③
「
は
じ
め
て
で
き
た
と
き
」

・
お
め
で
と
う
！

・
や
っ
た
ね
！

・
が
ん
ば
っ
た
ね
！

・
す
ご
い
！

教
師
：「
い
ろ
い
ろ
な
と
き
」
に
、「
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
言
葉
」
が

あ
る
ん
だ
ね
。

３	

﹁
気
持
ち
﹂
の
語
彙
の

	

使
い
方
を
知
る

教
師
：「
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る

ゲ
ー
ム
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

板
書
「　
　
　

」
の
と
き

教
師
：
学
校
生
活
の
好
き
な
と
き
を

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
の
や
り
方
を
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

①
友
達
に
会
っ
た
ら
、「
悲
し
い
と

き
」
と
言
い
ま
す
。

児
童
：「
悲
し
い
と
き
」

②
友
達
は
、
悲
し
い
と
き
に
、
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
る
言
葉
を
言

い
ま
す
。

児
童
：
大
丈
夫
？　

一
緒
に
い

る
よ
。

③
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
言
葉
を

言
っ
て
く
れ
た
相
手
に
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
い
ま
す
。

児
童
：
あ
り
が
と
う
。

教
師
：
時
間
は
十
分
間
で
す
。
た
く

さ
ん
の
友
達
と
「
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
る
ゲ
ー
ム
」
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
小
グ
ル
ー
プ

教
師
：
黒
板
に
書
い
た
人
は
順
番
に

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
今
回
は
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に

書
き
込
ん
だ
順
に
読
ま
せ
た
）

教
師
：「
こ
ま
っ
た
と
き
」「
ひ
と
り

で
い
た
と
き
」「
は
じ
め
て
で
き

た
と
き
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
き
に
、

ど
ん
な
言
葉
を
言
っ
て
も
ら
う

と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
か
？

教
師
：
ノ
ー
ト
に
、
一
つ
ず
つ
意
見

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
三
つ
と
も
書

け
た
ら
、
先
生
に
見
せ
に
来
ま

し
ょ
う
。

①
「
こ
ま
っ
た
と
き
」

・
大
じ
ょ
う
ぶ
？

・
手
つ
だ
う
こ
と
あ
る
？

・
困
っ
た
ね

・
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ

・
元
気
出
し
て

②
「
ひ
と
り
で
い
た
と
き
」

・
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

す
。

「
ど
ん
な
と
き
に
、
ど
ん
な
こ
と

ば
を
言
っ
て
も
ら
う
と
、
う
れ
し

い
で
す
か
。
と
も
だ
ち
と
出
し
あ

い
ま
し
ょ
う
」

教
師
：「
頑
張
っ
た
と
き
」
に
は
、

ど
ん
な
言
葉
を
言
っ
て
も
ら
う

と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
と

思
い
ま
す
か
？

児
童
：
偉
い
ね
。

児
童
：
す
ご
い
ね
。

児
童
：
よ
か
っ
た
ね
。

児
童
：
す
ば
ら
し
い
。

児
童
：
か
っ
こ
い
い
な
あ
。

教
師
：
三
つ
書
け
た
ら
、
先
生
に
見

せ
ま
す
。

教
師
：
先
生
に
見
せ
た
子
は
、
黒
板

に
一
つ
書
き
ま
す
。

　

実
際
の
授
業
の
場
合
は
、
黒
板
に

書
か
せ
る
。

　

模
擬
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

た
た
め
、
三
つ
書
け
た
人
か
ら
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
記
入
し
た
。

１	

気
持
ち
の
語
彙
を
知
る

教
師
：「
し
い
」
の
付
く
言
葉
、
ど

ん
な
言
葉
を
知
っ
て
ま
す
か
？

児
童
：
う
れ
し
い
。

教
師
：
そ
う
だ
ね
！

板
書
「
う
れ
し
い
」

教
師
：「
し
い
」
の
付
く
言
葉
を
ノ
ー

ト
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書

き
ま
し
ょ
う
。

　

手
塚
美
和
氏
は
、
子
供
た
ち
が
書

い
て
い
る
様
子
を
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
見
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
子
供
た
ち
を
順
に
指
名

し
た
。

・
う
れ
し
い

・
か
な
し
い

・
楽
し
い

・
い
そ
が
し
い

・
バ
カ
ら
し
い

教
師
：「
し
い
」
の
付
く
言
葉
は
、

気
持
ち
を
表
す
言
葉
で
す
。
た
く

さ
ん
の
気
持
ち
が
あ
る
の
で
す

ね
。

２	

気
持
ち
の
語
彙
を
増
や
す

教
師
：
先
生
の
後
に
続
い
て
読
み
ま

4・8・1月号特別企画！ 手塚美和の国語・算数授業算
国
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「
23
で
す
ね
」

「
半
分
に
区
切
り
な
さ
い
」

「
右
に
６
。
左
に
□
を
書
き
込
み
な

さ
い
」

　

□
を
求
め
る
式
を
書
き
な
さ

い
。

　

式　

23

－

６
＝
17

　

答
え　

17
枚

　

文
章
題
の
加
工
、
図
、
式
と
答
え

の
三
点
セ
ッ
ト
で
、
難
問
も
手
放
し

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
答
え
を
求
め
る
ス
キ

ル
に
入
る
。

　

こ
れ
を
図
に
起
こ
す
。

　

手
順
は
、
以
下
の
と
お
り
だ
。

「
10
㎝
の
直
線
を
ノ
ー
ト
に
か
き
な

さ
い
」

「
一
行
空
け
て
、
10
㎝
の
直
線
を

ノ
ー
ト
に
か
き
な
さ
い
」

「
蓋
を
し
な
さ
い
」

　

ま
ず
、
全
部
の
確
定
を
す
る
。

「
全
部
の
と
こ
ろ
は
、
何
で
す
か
」

３	

文
章
題
を
加
工
し
て
、

	

一
気
に
立
式
へ
と
導
く

　

ゴ
ー
ル
が
確
定
で
き
た
ら
、
文
章

題
の
加
工
に
入
る
。
文
章
題
に
書
き

込
み
を
し
て
、
立
式
の
ア
シ
ス
ト
を

す
る
。
文
章
題
と
立
式
の
心
理
的
な

距
離
は
、
書
き
込
み
を
す
る
こ
と
で
、

一
気
に
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
文
目
が
条
件
で
、
三
文
目
が
、

問
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
文
目
と
三
文
目
が
立
式
に

関
係
し
て
い
る
。

　　

式
に
関
係
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
三
つ
□
で
囲
み
な
さ
い
。

「
６
枚
」「
23
枚
」「
何
枚
」
を
□
で

囲
む
こ
と
に
な
る
。

　　

何
か
付
け
る
と
し
た
ら
、
何

に
な
り
ま
す
か
。

「
＋
」
を
６
の
隣
に
書
き
込
む
。

　

何
で
？

「
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
ね
」
と
確
認

を
す
る
と
、
文
章
題
の
加
工
は
、
完

了
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
文
章
題
と
立
式
の
心
理

的
な
距
離
は
、０
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

真
ん
中
の
絵
の
上
に
は
、
何

と
書
き
込
み
ま
す
か
。

　

す
ぐ
に
６
と
書
き
込
め
る
。

　　

６
だ
け
？

　

す
る
と
、
＋
６
と
答
え
る
。

「
も
ら
う
か
ら
、
＋
６
だ
」
と
理
由

も
分
か
る
。

　　

右
の
絵
に
は
、
何
と
書
き
込

み
ま
す
か
。

　

23
を
書
き
込
む
と
、
状
況
が
整
理

で
き
る
。

　　

式
を
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

こ
れ
で
、
絵
の
上
に
式
が
で
き
あ

が
る
。

　

難
し
い
問
題
も
、
ゴ
ー
ル
を
確
定

す
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
れ
ば
、

ハ
ー
ド
ル
は
一
気
に
下
が
る
。

い
単
元
も
安
心
し
て
解
け
る
。

　

文
章
題
を
読
ん
で
、
挿
絵
へ
と
戻

る
。
絵
の
上
に
、
□
か
数
字
を
書
き

込
む
と
、
立
式
で
き
る
。

　

一
番
左
の
絵
の
上
に
、
何
と

書
き
込
み
ま
す
か
。

１	

文
章
題
は
、
三
つ
で
構
成

	

さ
れ
て
い
る

　

計
算
問
題
は
で
き
て
も
、
文
章
題

は
苦
手
な
児
童
が
い
る
。

　

文
章
題
か
ら
の
立
式
が
難
し
い
の

だ
。
文
章
題
の
構
造
を
知
っ
て
お
け

ば
、
授
業
は
は
る
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
。

　

文
章
題
は
、
三
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
の
だ
。

①
状
況
設
定

②
条
件

③
問
い

　

立
式
に
関
係
す
る
の
は
、
②
と
③

に
な
る
。「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
な
ど
の
問
題
文
が
長
い
問
題

で
も
、
三
つ
の
構
造
に
分
け
れ
ば
、

問
題
を
解
く
た
め
の
方
針
が
立
つ
。

　

教
材
研
究
の
時
点
で
三
つ
に
分
け

て
お
く
だ
け
で
、
子
供
へ
の
授
業
は

明
ら
か
に
変
わ
る
の
だ
。

２	

絵
を
使
っ
て
、
ゴ
ー
ル
へ
と

	

直
行
す
る

　

状
況
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
挿

絵
が
あ
る
。

　

挿
絵
に
書
き
込
み
を
し
て
、
□
を

使
っ
た
式
の
立
式
ま
で
い
け
る
。

　

ゴ
ー
ル
が
分
か
る
こ
と
で
、
難
し

4・8・1月号特別企画！ 河田孝文の国語・算数授業算
国

算数の文章題は、３つで
構成されている。構造を
見抜けば、文章題を楽々
クリアできる
算数の文章題を教材研究するときの必須
アイテムは、これだ。構造を知り、３点
セットにすれば、算数が楽しくなる。

日本文教出版・３年・p.105（旧教科書）

TOSS授業技量検定十段
河田孝文の算数授業

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

構成：下
しも

窪
くぼ

 理
り

政
せい

山口県下関市立長府小学校

算数
Mathematics3年

やまとさんは、切手を集めています。

お兄さんから ６枚 もらったので、

切手は全部で 23枚 になりました。

はじめに 何枚 持っていましたか。

＋



3435   2020. 8

4・8・1月号特別企画！ 鈴木恭子の国語・算数授業算
国

TOSS授業技量検定三段
鈴木恭子の算数授業

4年
算数

Mathematics

何を指しているかを
目で見える化して、

「分かる」を保証する
四捨五入は、単元を貫く作業を
提示して、シンプルに理解する。

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

 恭
きょう

子
こ

大日本図書・４年・p.113-117

　

四
捨
五
入
す
べ
き
位
の
数
に

○
を
付
け
る
。

　

こ
の
単
元
で
扱
う
操
作
は
、
三
つ
。

①「
～
の
位
を
」　

②「
～
の
位
ま
で
」

③「
上
か
ら
～
桁
」

　

①
は
、
指
定
さ
れ
た
位
を
数
字
の

上
に
書
き
、
そ
の
下
を
○
。
②
は
、

指
定
さ
れ
た
位
の
上
に
「
ま
で
」
と

書
き
、
一
つ
下
の
位
の
数
字
に
○
。

③
は
、
上
の
位
か
ら
順
に
①
②
と
書

き
、
そ
の
一
つ
下
の
位
の
数
字
に
○
。

○
が
付
い
た
数
字
を
四
捨
五
入
。

「
約
」
を
付
け
て
解
答
。

　

以
下
、
実
際
の
ノ
ー
ト
。

発
問
3 

４
２
３
７
5
は
、
５
万
に

近
い
で
す
か
？　

４
万
に
近
い

で
す
か
？

（
４
万
）

説
明 

近
い
数
で
表
す
と
「
お
よ
そ

４
万
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
よ
そ
４
万
↓
約
４
万

お
よ
そ
の
数
↓
が
い
数

※
類
題
を
出
し
て
理
解
さ
せ
る
。

２	

が
い
数
に
す
る
方
法

⑴
数
直
線
上
で
数
字
の
位
置
を
見
る
。

　
　

幾
つ
も
の

数
字
を
数
直

線
上
に
記
し
、

表
し
た
い
位

に
ど
ち
ら
が

近
い
か
を
見

て
判
断
す
る
。

⑵
数
字
だ
け
を

並
べ
る
。

　
　

ど
の
位
に

着
目
し
た
ら

よ
い
か
に
気

付
か
せ
る
。

⑶
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の
３
５
０
０
は
、

切
り
上
げ
に
す
る
決
ま
り
で
あ

る
こ
と
を
知
る
。

３	

四
捨
五
入
す
る

　

次
の
図
を
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る

（
木
村
重
夫
氏
の
追
試
「
四
捨
五
入

の
山
」）。
低
位
の
児
童
に
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
。

４	

ノ
ー
ト
作
業
で
分
か
る

　

単
元
を
通
し
た
作
業
を
提
示
す
る
。

に
区
切
っ
て
あ

り
ま
す
か
。

（
10
こ
）

　

１
目
盛
り
の

大
き
さ
は
幾
つ

で
す
か
？

（
１
０
０
０
）

　

全
て
目
盛
り

を
書
き
な
さ
い
。

と
い
う
言

葉
を
囲
み

な
さ
い
。

指
示
4 

「
絵
を
使
っ

た
グ
ラ
フ
」

は
ど
こ
に

書
い
て
あ

り
ま
す

か
？　

囲

み
な
さ
い
。

線
で
結
び
ま
す
。

指
示
5 

六
月
の
入
園
者
数
を
指
で

押
さ
え
な
さ
い
。
数
を
読
み
ま

す
。
念
の
た
め
「
区
切
っ
て
万
」

の
線
を
入
れ
て
読
ん
で
み
よ
う
。

発
問
1 

ど
う
し
て
３
つ
塗
っ
た
の

で
す
か
。

（
３
万
だ
か
ら
で
す
）

発
問
2 

ど
こ
に
書
い
て
あ

り
ま
す
か
？　
　
　

  

↓

　

単
位
に
注
目
さ
せ
る
。

指
示
6 

４
０
０
０
０
に
指
を
置
き

ま
す
。
指
を
右
に
動
か
し
て
５
０

０
０
０
ま
で
な
ぞ
り
ま
す
。
幾
つ

１	

新
し
い
算
数
用
語

「
お
よ
そ
の
数
」
↓
「
が
い
数
」

「
お
よ
そ
」
は
「
約
」
と
言
い
換
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
、
言
葉
で
な
く
表
と

数
直
線
を
使
っ
て
理
解
さ
せ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
短
い
作
業
で
確
認

し
て
い
く
。
四
角
で
囲
ん
だ
り
線
で

結
ん
だ
り
し
て
、
指
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に

す
る
。（
写
真
参
照
）

指
示
1 

「
絵
を
使
っ
て
グ
ラ
フ
」

と
い
う
言
葉
を
囲
み
な
さ
い
。

指
示
2 

問
題
を
読
み
ま
す
。
₁

「
遊
園
地
の
⋮
⋮
」

※「
も
う
少
し
速
く
読
み
ま
す
」、
あ

る
い
は
「
声
を
そ
ろ
え
て
読
み
ま

す
」
な
ど
、
二
学
期
初
め
の
授
業

で
は
、
読
み
方
の
指
導
を
す
る
。

指
示
3 

「
絵
を
使
っ
た
グ
ラ
フ
」

上から～桁までのがい数にする

※山からボールが転げ落ちるイメージ。

～の位を四捨五入

〈教科書対応バージョン〉

～の位までのがい数にする四捨五入

※今回の作業は、切り上げの繰り上げた「１」を書いた。頭の中でできない児童には、目に見え
　るようにしていきたい。筆算まで書くには手順が多いので省略した。

※イラスト・図版は教科書をもとに
　かき起こしました。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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た
だ
し
、
本
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

違
う
場
所
に
あ
る
こ
と
も
指
導
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
動
物
は
四
類
の
棚
に
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

「
今
ま
で
、
動
物
の
名
前
が
あ
る
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

と
聞
く
。
子
供
た
ち
か
ら
様
々
な
タ

イ
ト
ル
の
本
が
出
る
。
そ
こ
で
、
九

類
へ
移
動
し
て
説
明
す
る
。

「
こ
の
棚
に
も
、『
オ
オ
カ
ミ
』
や

『
牛
』
な
ど
、
動
物
が
出
て
く
る
本

が
あ
り
ま
す
。
動
物
の
本
で
も
、
ほ

か
の
本
の
棚
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

　

子
供
が
あ
ま
り
借
り
な
い
類
を
指

定
し
て
、
本
を
選
ば
せ
て
も
い
い
。

読
書
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
。

５	

本
の
検
索
法
を
指
導
す
る

　

日
本
十
進
分
類
表
を
用
い
て

「
動
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
思
っ

た
と
き
は
、
ど
の
番
号
の
棚
を
探
せ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
」

と
発
問
す
る
。

　

動
物
は
、
自
然
に
関
す
る
内
容
に

な
る
の
で
、「
自
然
科
学
」
で
あ
る

四
類
の
棚
に
あ
る
と
予
想
し
、
そ
の

場
所
に
移
動
す
る
。

　

こ
の
棚
か
ら
、
本
を
数
冊
取
り
、

書
名
を
発
表
す
る
。

　

例
え
ば
、「
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
動
物
に
関
す

る
図
鑑
が
た
く
さ
ん
置
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
十
進
分
類
表

を
利
用
す
れ
ば
、
目
的
の
本
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
導
す
る
。

せ
、
片
仮
名
で
図
書
記
号
の
横
に
書

く
。

　

三
人
全
て
書
い
た
後
に
、

「
図
書
記
号
と
作
者
名
を
比
べ
て
、

気
が
付
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
発
問
す
る
。

　

作
者
の
名
前
の

最
初
の
一
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

４	

巻
冊
記
号
を
指
導
す
る

「
三
段
目
に
書
い
て
あ
る
数
字
を
発

表
し
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
す
と
、

「
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
う
子
供
が
出
て
く
る
。

「
こ
れ
は
、
シ
リ
ー
ズ
に
な
っ
て
い

る
本
に
書
か
れ
て
い
る
番
号
で
す
」

と
言
っ
て
、

「
こ
の
場
所
に
集
ま
り
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
し
、
シ
リ
ー
ズ
の
本
が

置
い
て
あ
る
場
所
を
示
す
。

　

右
の
写
真
は
宮
沢
賢
治
の
全
集
で

あ
る
。
枠
の
部
分
を
指
さ
す
と
、
左

の
写
真
の
よ
う
に
数
字
が
連
番
に

な
っ
て
い
る
。

　

子
供
か
ら
、

「
あ
れ
？　

三
番
だ
け
が
な
い
」

と
い
う
声
が
出
る
。

「
そ
う
だ
ね
。
三
番
は
、
今
、
誰
か

が
借
り
て
い
る

ね
」

と
答
え
る
。

　

ほ
か
の
数
字

に
つ
い
て
も
、

同
様
に
扱
い
、

日
本
十
進
分
類

法
に
つ
い
て
指

導
す
る
。

と
説
明
す
る
。

　

図
書
室
の
入
り
口
に
は
、
日
本
十

進
分
類
表
が
貼
っ
て
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
、
こ
の
表

を
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
を
用
い
て
説
明
を
す
る
と
、

利
用
意
識
が
高
ま
っ
て
く
る
。

３	

図
書
記
号
を
指
導
す
る

　

続
い
て
図
書
記
号
を
指
導
す
る
が
、

持
っ
て
来
た
本
の
図
書
記
号
を
三
人

に
発
表
さ
せ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
記
号
を
黒
板
に
書
く
。

　

書
い
た
後
に
、
作
者
名
も
発
表
さ

　

左
上
の
写
真
の
枠
内
の
部
分
を
書

き
写
さ
せ
る
。

　

書
き
終
わ
っ
た
ら
、

「
上
か
ら
『
分
類
記
号
』『
図
書
記

号
』『
巻
冊
記
号
』
と
言
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

「
分
類
記
号
の
最
初
の
数
字
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
す
。
続
け
て
、

「
数
字
が
九
番
の
人
立
ち
な
さ
い
。

持
っ
て
来
た
場
所
を
指
さ
し
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
す
。
子
供
た
ち
は
一
斉

に
九
類
の
方
向
を
指
さ
す
。

　

教
師
は
、
そ
の
番
号
の
あ
る
場
所

に
移
動
し
て
立
つ
。

「
本
の
名
前
を
発
表
し
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
か
ら
は
『
風
の
又
三

郎
』
や
『
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
』
な

ど
が
出
さ
れ
る
。

「
本
の
名
前
を
聞
い
て
、
共
通
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
問
う
。
全
て
物
語
で
あ
る
こ
と
に

気
付
く
。

「
九
番
は
『
文
学
』
つ
ま
り
『
物
語
』

の
本
が
置
い
て
あ
る
場
所
で
す
」

１	

図
書
室
利
用
指
導
を
行
う

　

東
京
書
籍
、
五
年
生
の
単
元
「
図

書
館
へ
行
こ
う
」
で
は
、
図
書
館
の

利
用
指
導
を
す
る
た
め
、
図
書
室
で

授
業
を
す
る
。

　

図
書
室
に
入
っ
た
ら
、
座
席
は
教

師
が
指
定
す
る
。
こ
の
辺
り
を
い
い

加
減
に
す
る
と
、
す
ぐ
に
騒
が
し
く

な
る
。
図
書
室
で
は
、
ふ
だ
ん
よ
り

も
小
さ
な
声
で
発
表
す
る
こ
と
を
約

束
し
、
図
書
館
ル
ー
ル
を
覚
え
さ
せ

て
い
く
。

２	

分
類
記
号
を
指
導
す
る

　

最
初
に
、
次
の
作
業
指
示
を
出
す
。

「
自
分
の
好
き
な
本
を
一
冊
探
し
、

席
に
着
き
な
さ
い
」

　

い
ろ
い
ろ
な
棚
か
ら
、
自
由
に
本

を
探
さ
せ
る
。
席
に
着
い
た
ら
、

「
本
の
背
に
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
情
報
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
す
。

4・8・1月号特別企画！ 松崎力の国語・算数授業算
国

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

TOSS授業技量検定九段
松崎力の国語授業

日本十進分類表を
授業する
十進分類表に書かれているこ
とを指導しながら、必要な本
を探し出す技能を高めていく。

国語
Japanese5年

東京書籍・５年・p.28-31

ミ　ミヤザワケンジ

ア　アマンキミコ

ニ　ニイミナンキチ

※見にくいが、左端に「９」がある。
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◆
特
に
算
数
で
は
「
面
積
図
」

を
知
っ
て
、
文
章
問
題
な
ど

で
使
う
と
、
す
ぐ
に
式
が
書

け
た
り
し
ま
し
た
。
木
村
先

生
の
お
か
げ
で
算
数
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

◆
私
が
苦
手
な
算
数
を
先
生
が

大
好
き
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
面
積
図
は
中
学
校
に
行
っ

て
も
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
）。

　

面
積
図
を
ノ
ー
ト
に
か
く
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

隣
と
単
位
を
そ
ろ
え
る
。

３	

卒
業
生
に
感
謝
さ
れ
た
面
積
図

　

面
積
図
を
学
ん
だ
六
年
生
は
、
テ

ス
ト
平
均
九
八
点
を
超
え
た
。

　

卒
業
前
に
書
い
て
く
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

面
積
図
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
で
あ
っ
た
。

　

１
の
反
対
側
を
結
ぶ
。

　

図
③
の
よ
う
に
、
１
の
反
対
側

（
右
上
）
を
結
ん
で
四
角
形
に
す
る
。

　

こ
れ
で
面
積
図
と
な
る
。
最
初
は

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
ヒ
ゲ

や
斜
線
を
入
れ
て
も
よ
い
（
図
④
）。 

　

特
に
低
位
の
子
は
、
面
積
図
を

ノ
ー
ト
に
か
く
こ
と
も
難
し
い
。

　

教
科
書
の
図
を
使
え
ば
、
す
ぐ
に

面
積
図
に
な
る
。
手
軽
な
の
で
、
低

位
の
子
に
優
し
い
方
法
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
教
科
書
の
図
を
見
な

が
ら
ノ
ー
ト
に
丁
寧
に
面
積
図
を
か

け
ば
、
一
層
自
分
の
技
に
な
る
（
図

　

ま
ず
、
二
重
数
直
線
の
真
ん
中
に

大
き
な
十
字
の
線
を
か
く
。

十
字
マ
ー
ク
（
図
②
）

　

こ
こ
か
ら
面
積
図
に
す
る
。
次
の

指
示
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

 

同
士
を
矢
印
で
結
ぶ
「
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
」、ク
ロ
ス
し
て
つ
な
げ
る
「
タ

ス
キ
ガ
ケ
」
な
ど
、
攻
略
法
は
複
数

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
面
積
図
が
簡
単

に
で
き
て
し
ま
う
方
法
を
紹
介
す
る
。

二
重
数
直
線
を
利
用
す
れ
ば
、
面
積

図
が
す
ぐ
に
か
け
る
。

 

１	

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
問
題

　

小
学
六
年
間
で
最
も
難
し
い
問
題

の
一
つ
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

問
題　

7
4
ｍ
の
重
さ
が
2
5

㎏
の
ホ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
こ
の
ホ
ー
ス
１
ｍ
の
重
さ
は
、

何
㎏
に
な
り
ま
す
か
。

②
こ
の
ホ
ー
ス
１
㎏
の
長
さ
は
、

何
ｍ
に
な
り
ま
す
か
。

「
１
ｍ
、
１
㎏
の
量
を
求
め
る
の
だ

か
ら
、
わ
り
算
か
な
？
」

「
ど
ち
ら
の
数
字
を
ど
ち
ら
の
数
字

で
わ
る
の
か
な
？
」

　

理
屈
で
考
え
る
ほ
ど
混
乱
す
る
。

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
の
だ
。

　

ど
ん
な
式
を
立
て
る
の
か
。

　

式
の
立
て
方
が
劇
的
に
分
か
る
よ

う
に
な
る
指
導
法
が
あ
る
。

面
積
図

　

面
積
図
を
学
ん
だ
子
供
は
、
立
式

し
、
グ
ン
グ
ン
解
け
る
よ
う
に
な
る
。

本
人
も
驚
く
ほ
ど
だ
。

２	

二
重
数
直
線
か
ら
面
積
図
へ

　

東
京
書
籍
の
算
数
教
科
書
に
は

「
二
重
数
直
線
」
が
出
て
く
る
（
図

①
）。
二
重
数
直
線
の
上
同
士
、
下

4・8・1月号特別企画！ 木村重夫の国語・算数授業算
国

苦手な算数を大好き
にさせてくれた
面積図
教科書の図を使えば、低位の
子もたちまち面積図がかける。

TOSS授業技量検定九段
木村重夫の算数授業

6年

東京都・日本文化大學 講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

算数
Mathematics

東京書籍・６年・p.67（旧教科書）
※新教科書ではp.37に類似問題。
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社会

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び 基礎・基本

社会

際
大
学
中
山
和
弘
氏
の
「
情
報
見
極

め
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
示
す
。

　

始
め
に

「
か
ち
も

な
い
」
だ

け
提
示
し
、

続
き
を
予

想
さ
せ
る

と
よ
い
だ

ろ
う
。
い

ろ
い
ろ
出

た
後
に
提

示
し
、
読

ま
せ
、
写

さ
せ
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
「
世
界
保
健
機
関
」

は
、
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
同
じ
く
ら

い
、
間
違
っ
た
情
報
の
世
界
的

な
広
が
り
「
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ

ク
」
も
恐
ろ
し
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
（
情
報
＋
流

行
）
を
説
明
し
、
授
業
を
終
了
す
る
。

提
示
す
る
。

次
々
読
ま
せ

ノ
ー
ト
に
写

さ
せ
る
。「
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ

＝
逃
げ
る
↓

う
そ
の
情
報

か
ら
逃
げ

る
」
意
味
が

あ
る
こ
と
も

知
ら
せ
る
。

　

同
じ
く

ニ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
「
シ
ェ

ア
す
る
価
値

の
情
報
」
を

提
示
。
同
じ

よ
う
に
読
ま

せ
写
さ
せ
る
。

英
語
を
予
想

さ
せ
て
も
面

白
い
。

「
日
本
に
も

あ
り
ま
す
」

と
聖
路
加
国

　
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

　

デ
マ
に
関
す
る
専
門
家
の
説
明
を

二
つ
読
ま
せ
る
。

　

正
し
い
情
報
を
受
け
取
る
た

め
に
、
必
要
な
こ
と
、
気
を
付

け
る
こ
と
を
思
い
付
く
だ
け
箇

条
書
き
に
し
な
さ
い
。

　

時
間
を
取
っ
て
、
友
達
同
士
見

合
っ
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
か
せ
、
発
表

さ
せ
る
。
体
験
か
ら
様
々
な
意
見
が

出
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
博
物
館

「
ニ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
「
正
し
い
情

報
を
見
抜
く
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
」
を

災害時に起こる
デマ②
災害時に起こるデマ。
私たちが正しい情報を受け
取るために必要なことを考
え、何に気を付ければいい
のか具体的に知らせる授業
である。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

５年「政治」

外
出
自
粛
時
に
出
た
、「
ロ
シ
ア
で

町
中
に
ラ
イ
オ
ン
が
放
た
れ
た
」
デ

マ
写
真
を
提
示
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
ロ

シ
ア
で
外
出
自
粛
を
守
ら
せ
る

た
め
ラ
イ
オ
ン
を
放
っ
た
と
い

う
デ
マ
の
写
真
で
す
。
ど
こ
か
で

見
た
写
真
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

熊
本
地
震
の
デ
マ
写
真
と
同
じ
物

が
使
わ
れ
て
い
る
。
元
々
は
南
ア
フ

リ
カ
で
撮
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
。「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
の
火
事
は
放
火
」

「
東
日
本
大
震
災
で
天
皇
陛
下
が
京

都
に
引
っ
越
し
」
等
の
デ
マ
を
紹
介
。

昔
か
ら
、
災
害
時
に
デ
マ
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

　

災
害
時
、
何
が
デ
マ
を
生
ま

れ
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
恐
怖
」「
人
の
せ
い
に
し
た
い
」

等
様
々
出
る
だ
ろ
う
。
専
門
家
は

「
不
安
」「
怒
り
」
そ
し
て
、
少
し
で

も
情
報
を
伝
え
た
い
気
持
ち
の
「
善

意
」
が
原
因
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

　

古
く
は
紀
元
六
四
年
「
ロ
ー
マ
大

火
で
の
犯
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
」、

日
本
で
も
一
九
二
三
年
「
関
東
大
震

災
の
放
火
・
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
犯

人
は
朝
鮮
人
」
等
の
デ
マ
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
。

　

上
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
二
〇
一
六
年
熊

本
地
震
で
ラ
イ
オ

ン
が
逃
げ
た
デ
マ

写
真
（
ア
カ
ウ
ン

ト
名
は
消
し
て
お
く
）
を
提
示
す
る
。

　

何
の
災
害
の
と
き
の
デ
マ
で

す
か
。

「
熊
本
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
予
想

は
つ
く
。
熊
本
地
震
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
せ
、
デ
マ
を
流
し
た
人
は
逮
捕

さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
せ
る
。

　

上
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

映
像
十
五
秒
あ
た

り
に
あ
る
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
伴
う

　

二
〇
二
〇
年
三
〜
四
月
。
日
本
各

地
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
買
う

た
め
に
人
々
が
並
ん
で
い
る
写
真
を

提
示
す
る
。

　

何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
足
り
な

く
な
る
情
報
が
広
ま
り
、
人
々
が
購

入
の
た
め
、
行
列
を
作
っ
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
何
の
関

係
が
あ
る
の
で
す
か
。

「
マ
ス
ク
と
同
じ
紙
が
使
わ
れ
て
い

る
」「
中
国
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

足
り
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

写
真
を
次
々
に
見
せ
る
。

①
マ
ス
ク
の
原
材
料
表
示
（
マ
ス

ク
は
不
織
布
で
紙
で
は
な
い
）

②
国
内
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
工
場
の
様
子
（
ほ
と
ん

ど
国
産
）

③
店
頭
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
が
大
量
に
並
ん
で
い
る

小
売
店
（
足
り
な
く
な
っ
て

い
な
い
）

「
真
実
か
分

か
ら
な
い
う

わ
さ
の
こ
と

を
デ
マ
と
言

い
ま
す
。言
っ

災害時に起こる
デマ①
新型コロナウイルス感染
の拡大をはじめ、歴史上、
災害時には様々なデマが
起こってきた。なぜ災害
時、デマが生まれ、人は
それを信じるのか考える。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

５年「情報」

①REAL?　それ本当？
②WELL MADE?　完成度は？
③News or Opinion?　事実？意見？
④Is it supported by facts?　証拠は？
⑤Is it biased?　偏ってない？
⑥Is the bias open or sneakily?　対象はオープン？
⑦Does it entertain or raise awareness?

注意喚起のため？エンターティナー（楽しみ）のため？　



4243   2020. 8

5年英語 6年道徳
　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

どの子にも１時間目
から成功体験を与え
る「Starting Out」
はこう授業する
東京書籍「NEW HORIZON」に
は、「Starting Out」（聞き取り
教材）がある。内容は、新出単
語や動詞が多く、いきなりでは
ハードルが高い。
５年「Unit4 He can bake 
bread well.」の単元で、 聞き取
りをさせるまでをスモールス
テップで授業する。

愛知県名古屋市立引山小学校

永
なが

住
ずみ

 若
わか

菜
な

④
も
う
一
歩
突
っ
込
む

発
問
3 

こ
の
ク
ラ
ス
で
、
い
じ
め

を
止
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
誰
で

す
か
。

指
示
2 

理
由
も
書
き
な
さ
い
。

　

見
て
い
た
人
た
ち
、
つ
ま
り
傍
観

者
と
い
う
意
見
が
多
数
出
て
く
る
は

ず
だ
。
逆
に
、「
次
は
自
分
が
い
じ

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
る
は
ず
だ
。
討
論
さ
せ
る
。

発
問
4 

あ
な
た
が
こ
の
ク
ラ
ス
の

一
員
だ
と
し
た
ら
、
い
じ
め
を
止

め
る
た
め
に
何
を
し
ま
す
か
。

・
先
生
や
親
に
話
す
。

・
勇
気
を
出
し
て
、
止
め
る
。

⑤
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
ミ
ニ
授
業

　

絵
本
「
わ
た
し
の
い
も
う
と
」（
松

谷
み
よ
子
著　

偕
成
社
）
の
読
み
聞

か
せ
を
す
る
。

　

実
際
に
あ
っ
た
い
じ
め
を
絵
本
に

し
た
力
の
あ
る
教
材
で
あ
る
。

⑥
感
想
を
書
か
せ
る

　

感
想
の
中
に
加
害
者
だ
け
で
な
く
、

傍
観
者
に
対
す
る
批
判
が
出
て
く
れ

ば
、
授
業
は
成
功
と
言
え
る
。

を
し
て
、
い
じ
め
に
関
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
子
も
い
る
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

教
師
が
、
ゆ
っ
く
り
と
間
を
取
り

な
が
ら
読
み
聞
か
せ
る
。

②
内
容
を
確
認
す
る

発
問
1 

何
の
話
で
す
か
。

・
い
じ
め
が
あ
り
、
い
じ
め
た
子
た

ち
が
言
い
訳
を
し
て
い
る
話
。

③
主
発
問
を
行
う

発
問
2 

十
四
人
の
言
い
分
の
中
で
、

あ
な
た
が
一
番
悪
い
と
考
え
る

の
は
誰
で
す
か
。

指
示
1 

理
由
も
書
き
な
さ
い
。

・
ほ
ん
の
少
し
で
も
た
た
い
た
な
ら
、

い
じ
め
た
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

・
私
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
、
関
係
な

い
っ
て
言
っ
て
い
る
け
ど
、
同
じ

ク
ラ
ス
の
問
題
だ
。

・
見
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
の

は
、
い
じ
め
に
加
わ
っ
て
い
る
の

と
同
じ
だ
。

　

意
見
が
出
尽
く
す
ま
で
、
発
表
さ

せ
る
。
加
害
者
だ
け
で
な
く
、
傍
観

者
へ
の
批
判
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

１	

い
じ
め
防
止
の
鍵

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
過
去
最
多

を
更
新
し
た
。
二
〇
一
八
年
度
で
お

よ
そ
五
十
四
万
四
千
件
、
そ
の
う
ち

小
学
校
が
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

『
学
校
を
変
え
る
い
じ
め
の
科
学
』

（
日
本
評
論
社
）
の
著
者
、
和
久
田

学
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

い
じ
め
の
ほ
と
ん
ど
に
傍
観

者
が
存
在
す
る
。
傍
観
者
は
何

も
行
動
し
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

も
し
も
、
い
じ
め
を
止
め
よ
う

と
行
動
し
た
な
ら
ば
、
数
秒
以

内
に
い
じ
め
を
止
め
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
傍
観
者
が
い
じ

め
防
止
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

　

い
じ
め
防
止
に
は
、
傍
観
者
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
授
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

２	

﹁
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
﹂

	

の
授
業
︿
あ
ら
す
じ
﹀

　

一
人
の
子
が
、
集
団
で
い
じ
め
ら

れ
泣
い
て
い
る
。
相
手
は
十
四
人
。

　

い
じ
め
て
い
る
本
人
た
ち
は
、

口
々
に
「
自
分
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」

と
否
定
し
た
り
、
正
当
化
し
た
り
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
観
者
の
ふ
り

いじめ防止の
授業プラン
傍観者にアプローチした授
業の開発が必要である。

１ 状況設定（can意味）

「Unit4」では、初めて「can」や「He」「She」
を習う。初めに「I can（can＇t）○○」を扱
うことで慣れ、その後「He」「She」を学習
するとよい。１時間目では、「I」「You」の
み扱うこととする。まず、教師が「can」を使っ
て自己紹介をする。ジェスチャーを入れたり、
ものを準備したりすると、盛り上がる。
①「I can」の状況設定を理解する
　○○先生、I can swim. I can dance.
　I can＇t play けん玉.（けん玉をやってみる）
②「I can ○○.」「I can＇t ○○.」を練習
教師：Everyone, can you play けん玉？

Yes?（教師が手を上げて見せる）
Yes, I can. ×２回

挙手した児童：Yes, I can. ×２回 
教師：No?（教師が、手を×にする）

No, I can＇t. ×２回
挙手した児童：No, I can＇t. ×2回
　同様に３回程度、「Yes」「No」で答える練
習をする。

２ イラストの動詞を練習する

　フラッシュカードを準備する。

（イラストは教科書付属の「Picture Dictionary」
の動作のイラストをＡ４に拡大するとよい）
①単語練習
　２回→１回→０回でリピート練習する。
②「can」を付けてリピート練習　
例）　　　　　I can play soccer. 

　　　　　I can＇t play soccer.
　　　　　I can skate.
　　　　　I can＇t skate. 

「Can＇t」 のときは手を大きく振り、できな
いとジェスチャーしながら言うと盛り上がる。

３ 場所を表す単語を練習する

　新しく出てくる建物の単語を練習する。
soccer stadium, library, zoo, bakery, skate link
①単語練習
　教師が、イラストを指さしながら発音する

（２回→０回）。
　プロジェクターが使える場合は映像で、使
えない場合は教科書を指して練習する。
②ポインティングゲーム
　教師がバラバラに建物を言い、児童が教科
書のイラストを触る。
③ペアでポインティングゲーム
　隣同士で、問題を出し合う。

４ 聞き取り問題に取り組む

　新出単語をしっかり練習し、児童が自信を
もった状態で、聞き取りを行う。児童が、「分
かった！」と成功体験を積めるよう、ステッ
プを考え、楽しく取り組ませたい。

兵庫県南あわじ市立榎列小学校

榎
えの

本
もと

 寛
ひろ

之
ゆき

日本文教出版・６年
 p.146-151

「わたしのせいじゃない」
東京書籍・５年・p.38-45

Play soccer   skate  read book  see gorilla    bake

※イラストは教科書をもとに
　かき起こしています。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

夏休みに挑戦！
「プログラミング的

思考」を体験する旅
便利な世の中は「プログラム
で動いている」。そのプログ
ラムは「誰かが書いている」。
身近なところで役立っている
プログラミングを見付ける旅
をしよう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

過
ご
せ
た
。

　

移
動
中
に
写
真
や
動
画
も
撮
影
さ

せ
た
。
記
録
に
な
る
し
、「
旅
行
記
」

を
作
る
の
に
も
役
立
つ
。
無
事
に
移

動
し
て
い
る
様
子
を
家
族
に
伝
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

３	

便
利
な
世
の
中
を
体
験
さ
せ
る

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ア
プ
リ
は

「
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

る
の
で
使
わ
せ
な
い
」
と
い
う
意
見

が
あ
る
。

　

確
か
に
危
険
性
は
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
全
く
使
わ
せ
な
い
と
い
う

の
は
極
端
な
考
え
方
だ
。

　

正
し
い
知
識
、
正
し
い
使
い
方
を

教
え
、
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
リ
ス
ク

回
避
に
も
つ
な
が
る
。

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
鍛
え

る
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
を
、
家
族
で
計

画
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

紙
に
記
入
し
、
子
供
の
保
険
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
見
せ
れ
ば
発
行
し

て
も
ら
え
る
。
初
期
費
用
は
二
千
円

で
、
千
五
百
円
が
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
。

（
残
り
の
五
百
円
は
カ
ー
ド
発
行
の

預
り
金
）

　

現
金
の
チ
ャ
ー
ジ
は
「
駅
の
券
売

機
」「
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
」
の
二
か

所
で
や
っ
て
み
せ
た
。

　

支
払
い
は
「
電
車
の
乗
り
降
り
」

「
バ
ス
の
乗
り
降
り
」「
昼
食
の
買
い

物
」「
自
動
販
売
機
の
利
用
」
な
ど

で
体
験
さ
せ
た
。「
こ
ど
もICO

CA

」

な
の
で
、
電
車
や
バ
ス
で
は
も
ち
ろ

ん
「
こ
ど
も
料
金
」
が
適
用
さ
れ
る
。

　

私
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
る
の
で
「
モ
バ
イ
ルSuica

」
を

使
っ
た
。「LIN

E Pay

」や「PayPay

」

も
使
っ
て
み
せ
た
。

お
店
や
条
件
に
応

じ
て
使
い
分
け
る

「
分
岐
処
理
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
だ
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
の
資
料
代
以
外

は
、
一
日
全
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

成
功
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
実
践

し
た
成
功
モ
デ
ル
の
一
つ
だ
。

２	

プ
ロ
グ
ロ
ミ
ン
グ
で
問
題
解
決

　

ま
ず
は
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
開
始

時
刻
を
検
索
。
こ
れ
は
「Google

」

検
索
で
す
ぐ
に
分
か
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
を
特
定
で
き
た
の

で
「
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
到
着
す

る
の
か
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検

索
し
た
。
娘
と
使
っ
た
ア
プ
リ
は

「G
oogle M

aps

」。

車
で
移
動
す
る
場
合

と
、
公
共
交
通
機
関

で
移
動
す
る
場
合
を
、

そ
れ
ぞ
れ
検
索
し
た
。

　

幾
つ
か
の
経
路
と
時
間
、
必
要
な

料
金
が
す
ぐ
に
表
示
さ
れ
る
。

　

情
報
と
条
件
を
す
り
合
わ
せ
た
結

果
、
今
回
は
「
公
共
交
通
機
関
」
で

移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

移
動
を
効
率
良
く
行
う
た
め
に
使

え
ば
い
い
ア
プ
リ
は
何
か
。

　

お
勧
め
は
「Yahoo! JAPAN

乗

換
案
内
ア
プ
リ
」
だ
。

電
車
の
乗
換
情
報
だ

け
で
な
く
、
関
連
す

る
周
辺
情
報
な
ど
も

調
べ
ら
れ
る
。
淡
路
島
へ
行
く
に
は
、

途
中
で
高
速
バ
ス
に
乗
り
換
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ス
乗
り
場
や
料

金
、
到
着
ホ
ー
ム
、
乗
り
換
え
に
便

利
な
車
両
な
ど
も
一
瞬
で
表
示
さ
れ

る
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
一
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ら
れ
る
。

　

次
に
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
で
過

ご
す
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。
公
共

交
通
機
関
で
移
動
す
る
の
で
、
今

回
は
「
モ
バ
イ
ル

Suica

」
ア
プ
リ
を

使
う
こ
と
に
し
た
。

　

娘
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い

な
い
の
で
「
こ
ど
も

ICO
CA

」
を
購
入

し
た
。
駅
の
窓
口
で

簡
単
な
申
し
込
み
用

　

そ
の
た
め
に
は
、
中
学
、
高

校
と
全
国
大
会
に
出
て
活
躍
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
活
躍

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は

練
習
が
必
要
で
す
。
僕
は
三
歳

の
時
か
ら
練
習
を
始
め
て
い
ま

す
。
三
歳
か
ら
七
歳
ま
で
は
半

年
く
ら
い
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

三
年
生
の
時
か
ら
今
で
は
三
百

六
十
五
日
中
三
百
六
十
日
は
激

し
い
練
習
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
一
週
間
中
で
友
達
と

遊
べ
る
時
間
は
五
、
六
時
間
で

す
。
そ
ん
な
に
練
習
を
や
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
必
ず
プ
ロ
野

球
の
選
手
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
球
団
は
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
、
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
で
す
。
ド
ラ
フ
ト
入
団

で
契
約
金
は
一
億
円
以
上
が
目

標
で
す
。

　

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
そ
こ

か
ら
逆
算
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
考

え
る
。
自
ら
手
順
を
考
え
、
実
行
し
、

て
に
、
私
は
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ぶ
こ
と

を
目
当
て
に
、
淡
路
島
の
セ
ミ
ナ
ー

へ
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
セ
ミ

ナ
ー
の
前
日
に
）。

　

今
回
は
、
三
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

も
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。

①
伴
氏
に
ご
挨
拶
す
る
。︵
娘
も

一
緒
に
︶

②
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を

ラ
イ
ブ
で
見
る
。︵
娘
が
検
定

に
興
味
津
々
。
八
歳
︶

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
を
体

験
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
目
標
達
成
の
た
め
の

考
え
方
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
は
役
立
つ
。

　

有
名
な
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
「
小
学

六
年
生
の
と
き
の
作
文
」
が
、
ま
さ

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
だ
。

　

実
際
の
作
文
を
引
用
す
る
。

　

僕
の
夢
は
一
流
の
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

１	

目
標
達
成
の
た
め
の
思
考
法

　

我
が
家
に
あ
る
「
ド
ラ
ク
エ
の
ス

ラ
イ
ム
人
形
」。

　

兵
庫
県
の
淡
路
島
で
開
催
さ
れ
た

「
伴
一
孝
ド
リ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
で

娘
が
ゲ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
。

　

リ
ビ
ン
グ
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
「
向
山
型

じ
ゃ
ん
け
ん
」
の
体
験
講
座
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
娘
が
「
小
さ
な
ス
ラ
イ

ム
人
形
（
写
真
左
）」
を
伴
一
孝
氏

か
ら
も
ら
っ
た
。

　

今
年
も
セ
ミ
ナ
ー
に
行
く
か
？　

と
聞
く
と
「
行
く
！
」
と
即
答
。

　

余
談
だ
が
、
淡
路
島
は
ド
ラ
ク
エ

の
聖
地
。
ド
ラ
ク
エ
を
観
光
資
源
に

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
。

https://yousakana.jp/dragon
quest/

　

娘
は
「
ス
ラ
イ
ム
人
形
」
を
目
当



4647   2020. 8

中

学校
の授業実践

中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

大正時代の生活や
文化
大正時代の生活や文化の特
徴を２枚の絵の比較で理解
する。

社会

三重県いなべ市立大安中学校

進
しん

士
じ

 かおり

「象徴」を検討す
る授業
キーワードの「象徴」は何
かを考えることで、文学的
文章の解釈が広がる。

国語

埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校

伊
い

藤
とう

 圭
けい

一
いち

光村図書・２年・p.92-105

説
明
2 

父
親
は
自
分
の
代
わ
り
を

頼
ん
だ
の
で
す
ね
。

発
問
5 

で
は
、
少
年
の
言
っ
た

「
え
ん
び
フ
ラ
イ
」
は
、
ど
ん
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
予

想
し
ま
す
か
。

　

黒
板
に
意
見
を
書
か
せ
て
学
級
で

共
有
し
た
い
。
ま
た
父
親
に
会
い
た

い
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
、
ま
た
家

族
で
食
べ
た
い
な
ど
が
出
た
。

発
問
6 

で
は
「
え
ん
び
フ
ラ
イ
」

は
一
言
で
言
う
と
、
何
の
象
徴
で

す
か
。

　

父
親
の
存
在
、
家
族
、
親
子
、
再

会
、
貴
重
な
も
の
な
ど
が
出
た
。

指
示 

「
家
族
は
」
か
ら
始
ま
る
よ

う
に
主
題
を
書
き
ま
す
。

　

書
い
た
文
を
黒
板
に
書
か
せ
た
。

・
家
族
は
離
れ
て
い
て
も
き
ず
な
が

弱
ま
る
こ
と
は
な
い
。

・
家
族
は
言
葉
を
交
わ
さ
ず
と
も
互

い
の
心
が
通
じ
合
う
こ
と
も
あ
る
。

「
象
徴
」
と
い
う
観
点
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
文
学
的
文
章
の
読
み
が

深
ま
っ
て
い
っ
た
。

検
討
に
移
る
。

　

バ
ス
が
来
る
と
、
父
親
は
右

手
で
こ
ち
ら
の
頭
を
わ
し
づ
か

み
に
し
て
、（
中
略
）
揺
さ
ぶ
っ

た
。
そ
れ
が
、
い
つ
も
よ
り
少

し
手
荒
く
て
、
そ
れ
で
頭
が
混

乱
し
た
。
ん
だ
ら
、
さ
い
な
ら
、

と
言
う
つ
も
り
で
、
う
っ
か
り
、

「
え
ん
び
フ
ラ
イ
。」
と
言
っ
て

し
ま
っ
た
。

発
問
3 

今
回
の
別
れ
方
は
い
つ
も

ど
お
り
で
す
か
。
違
い
ま
す
か
。

　

方
法
と
し
て
は
「
同
じ
だ
」
と
答

え
る
生
徒
。
し
か
し
「
い
つ
も
よ
り

少
し
手
荒
く
」
と
い
う
点
で
、
い
つ

も
と
は
違
う
。「
自
分
の
頭
を
つ
か

ん
で
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言

う
と
、
や
ん
ち
ゃ
な
生
徒
は
大
げ
さ

に
頭
を
揺
ら
す
の
で
面
白
い
。

発
問
4 

父
親
は
何
を
伝
え
た
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
か
。
予
想
を

言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

み
ん
な
を
頼
ん
だ
ぞ
、
家
の
こ
と

守
れ
よ
、
元
気
で
い
ろ
よ
な
ど
。

「
盆
土
産
」（
三
浦
哲
郎
著
）
で
は
、

「
え
び
フ
ラ
イ
（
え
ん
び
フ
ラ
イ
）」

と
い
う
言
葉
が
本
文
で
約
二
十
回
出

て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
象
徴
を
考
え

る
こ
と
で
、
物
語
の
解
釈
を
広
げ
て

い
く
授
業
を
行
っ
た
。

発
問
1 

「
ハ
ト
」
か
ら
思
い
浮
か

ぶ
も
の
は
何
で
す
か
。

　

生
徒
の
発
言
を
例
示
と
し
て
、
幾

つ
か
板
書
す
る
。
結
婚
式
、
平
和
、

開
会
式
、大
き
な
イ
ベ
ン
ト
、マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
出
る
。
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
。

発
問
2 

で
は
「
カ
ラ
ス
」
か
ら
思

い
浮
か
ぶ
も
の
は
何
で
す
か
。

　

こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
、

隣
と
交
流
し
発
表
さ
せ
て
い
く
。
悪

い
予
感
、
都
会
の
ゴ
ミ
収
集
、
不
吉
、

怖
い
、
夕
暮
れ
、
田
舎
の
山
里
な
ど

の
意
見
が
出
る
。
こ
ち
ら
は
暗
い
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
。

説
明
1 
同
じ
鳥
で
も
印
象
が
違
う

の
で
す
ね
。
こ
の
場
合
、「
ハ
ト
」

「
カ
ラ
ス
」
の
よ
う
に
、

具
体
的
な
も
の
に
よ
っ
て
、
見

え
な
い
も
の
・
形
の
な
い
も
の

を
表
現
す
る
こ
と
を
「
象
徴
」

と
言
い
ま
す
。

　

教
科
書
一
〇
二
ペ
ー
ジ
一
二
行
目

〜
一
〇
三
ペ
ー
ジ
五
行
目
の
文
章
の

　

口
コ
ミ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、

電
話
、新
聞
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、メ
ー

ル
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
本
、
手
紙
と

次
々
に
意
見
が
出
た
。

発
問
3 

こ
の
中
に
大
正
時
代
に
発

達
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
何
で

し
ょ
う
。

　

前
の
問
い
で
例
が
た
く
さ
ん
出
て

い
る
の
で
、
生
徒
も
答
え
や
す
い
。

「
新
聞
」「
そ
う
、
正
解
」

「
テ
レ
ビ
！
」「
残
念
、
ま
だ
で
す
」

「
ラ
ジ
オ
！
」「
そ
う
で
す
！
」

　

雑
誌
も
発
刊
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ

た
。
こ
の
後
、
大
正
時
代
の
文
化
に

関
わ
る
写
真
を
何
枚
か
紹
介
し
た
。

　

女
性
の
洋
装
。「
モ
ガ
」。バ
ス
ガ
ー

ル
。
今
も
残
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品

の
例
と
し
て
「
グ
リ
コ
」「
カ
ル
ピ

ス
」。
商
品
開
発
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

少
し
話
す
と
生
徒
は
興
味
深
そ
う
に

聞
い
て
い
た
。
地
下
鉄
開
通
の
ポ
ス

タ
ー
、
第
一
回
の
高
校
野
球
の
大
会

写
真
も
紹
介
し
、
大
正
時
代
に
は
現

代
に
つ
な
が
る
文
化
や
事
柄
が
一
般

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。

付
け
足
し
の
意
見
を
聞
い
た
。

・
明
治
時
代
よ
り
も
、
さ
ら
に
西
洋

の
文
化
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

・
服
装
や
乗
り
物
な
ど
現
代
に
近
い

文
化
に
な
っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

「
現
代
に
近
い
」
と
い
う
意
見
を
取

り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
た
。

発
問
1 

新
し
い
文
化
が
一
般
に
広

が
る
こ
と
を
漢
字
三
文
字
で
何

と
言
い
ま
す
か
。
教
科
書
か
ら
探

し
な
さ
い
。

　

答
え
で
あ
る
「
大
衆
化
」
と
い
う

言
葉
の
意
味
は
、「
あ
る
事
柄
が
一

般
民
衆
に
広
ま
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
絵
の
読
み
取
り
を
通

し
て
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
。
教
師
の
説

明
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
大
事
な

こ
と
は
生
徒
か
ら
言
わ
せ
る
。

　

そ
の
た
め
に
文
化
の
特
徴
を
表
し

た
絵
や
、
写
真
な
ど
を
読
み
取
る
こ

と
は
有
効
で
あ
る
。

発
問
2 

新
し
い
文
化
や
情
報
を

知
っ
た
ら
、
今
な
ら
ど
う
や
っ
て

ほ
か
の
人
に
伝
え
ま
す
か
。

　

大
正
時
代
の
絵
で
あ
る
「
東
京
停

車
場
之
前
景
」（
一
九
二
〇
年
）
と
、

明
治
時
代
の
絵
で
あ
る
「
東
京
開
化

名
勝
京
橋
石
造
銀
座
通
り
両
側
煉
化

石
商
家
盛
栄
之
図
」（
一
八
七
四
年
）

を
提
示
し
、
描
か
れ
た
年
と
時
代
、

場
所
を
テ
ン
ポ
良
く
確
認
す
る
。

指
示 

二
枚
の
絵
を
比
べ
ま
す
。

人
々
の
様

子
に
注
目

し
て
、
分

か
る
こ
と
、

気
が
付
い

た
こ
と
、

思
っ
た
こ

と
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

二
枚
の
絵
に
は
数
多
く
の
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
を
絞
っ

て
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。
生
徒
か

ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

　

大
正
時
代
に
は
自
動
車
や
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
。
明

治
時
代
は
草
履
や
下
駄
を
履
い
て
い

る
人
が
多
い
が
、
大
正
時
代
で
は
靴

を
履
い
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
。
明

治
時
代
に
は
洋
服
を
着
て
い
る
人
は

一
部
の
人
だ
が
、
大
正
時
代
で
は
多

く
の
人
が
洋
服
を
着
て
い
る
こ
と
。

　

ノ
ー
ト
に
書
い
た
生
徒
は
前
に

持
っ
て
来
さ
せ
、
黒
板
に
板
書
す
る

よ
う
に
指
示
を
し
た
。
そ
の
後
で
、

参
考
文
献
﹀

・﹃
思
考
力
を
育
て
る
学
年
観
点
別
「
分
析
批
評
」
ワ
ー
ク
﹄︵
石
黒
修
監
修　

明
治
図
書
︶

・﹃
月
刊
中
学
高
校
向
山
型
入
門
﹄
飯
島
紀
子
氏
論
文

東京停車場之前景
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問 向山型に挑戦！

「
一
般
的
で
な
い
こ
と
」
を
こ
そ
扱
え

「
窓
」（
新
美
南
吉
）
を
読
み
解
く
。

「
窓
」
は
向
こ
う
が
見
え
る
の
か
、
見
え

な
い
の
か
。（
全
員
ガ
ラ
ス
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
）

「
窓
」
は
本
物
の
窓
か
、
心
の
窓
か
。（
全

員
物
質
だ
と
⋮
⋮
）

「
窓
」
は
開
け
ら
れ
る
（
と
言
っ
て
い
る
）

の
か
、
開
け
ら
れ
な
い
（
と
言
っ
て
い
る
）

の
か
。

「
○
○
が
来
る
、
○
○
が
来
る
」
の
「
Ａ
、

Ａ
」
型
は
、
自
分
に
言
っ
て
い
る
の
か
、

人
に
言
っ
て
い
る
の
か
。

　

テ
キ
ス
ト
か
ら
確
定
は
で
き
な
い
が
、
少
な

く
と
も
授
業
者
は
、
こ
れ
ら
を
感
知
す
る

「
コ
ー
ド
」
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

有
し
て
い
な
い
人
が
授
業
す
れ
ば
、
そ
れ
は

退
屈
な
も
の
に
な
る
。（
多
く
の
授
業
が
そ
う
だ
）

教
師
修
業
は
果
て
し
が
な
く

　

私
た
ち
は
こ
の
時
代
に
そ
の
行
程
を
共
に
し

た
、
遊
子
に
す
ぎ
な
い
。

で
、
意
味
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど

ん
な
意
味
の
子
供
に
な
り
ま
す
か
。
ノ
ー
ト

に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
、
丸
を
付
け
、
黒

板
に
書
か
せ
る
。
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
だ

ろ
う
。

　

距
離
的
な
遠
さ　

⋮
⋮　

遠
く
に
い
る
子
ど

も
。
自
分
か
ら
離
れ
て
い
る
子
ど
も
。

　

時
間
的
な
遠
さ　

⋮
⋮　

昔
の
子
ど
も
。
死

ん
だ
子
ど
も
。
幼
い
我
が
子
。
幼
い
自
分
。

　

関
係
的
な
遠
さ　

⋮
⋮　

他
人
の
子
ど
も
。

近
所
の
子
ど
も
。
知
ら
な
い
子
ど
も
。

（
山
形
県　

佐
藤
智
彦
氏
）

　

授
業
で
は
「
一
般
的
な
こ
と
」
は
問
う
て
も

軽
く
扱
う
。

　

主
と
し
て
扱
う
べ
き
は
「
一
般
的
で
な

い
こ
と
」
だ
。

「
一
般
的
で
な
い
こ
と
」
の
思
い
浮
か
ば
な
い

授
業
者
は
、
ま
だ
修
羅
場
の
数
が
足
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

　

十
九
名
の
授
業
記
録
及
び
プ
ラ
ン
を
見
た
。

　

今
回
も
優
秀
な
授
業
者
ば
か
り
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
美
点
が
あ
り
、
甲
乙
は
付
け
難

い
。

　

た
だ
十
九
名
全
員
そ
ろ
っ
て
、
四
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
落
と
し
て
い
る
。

　

か
な
り
決
定
的
な
ミ
ス
だ
。

　

愛
知
の
辻
拓
也
氏
（
四
級
）
だ
け
「
風
光
る
」

が
季
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
三
点
。

指
示
2 

一
連
だ
け
読
み
な
さ
い
。

　

一
列
（
あ
る
い
は
三
〜
四
人
）
一
人
ず
つ
読

ま
せ
る
。
三
行
目
が
「
風
が
く
る
、風
が
く
る
」

の
後
、
間
が
空
い
て
い
る
。
こ
の
「
間
」
を
空

け
る
読
み
方
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
、

褒
め
る
。

発
問
4 「
光
っ
た
風
」
と
は
何
を
表
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。
別
の
言
葉
に
し
て
書
き
な

さ
い
。

「
窓
の
隙
間
か
ら
差
し
込
ん
で
き
た
風
」「
日

差
し
」「
突
風
」
自
由
に
出
さ
せ
る
。

「
海
原
や　

夜
に
入
り
て
か
ら　

風
光
る　

正

岡
子
規
」
を
提
示
す
る
。

発
問
5 「
風
光
る
」
俳
句
の
季
語
で
す
。
季
節

は
い
つ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

春
の
季
語
で
あ
る
。
幾
つ
か
「
光
る
風
」
が

入
っ
て
い
る
俳
句
を
出
し
、「
光
っ
た
風
」
は
、

春
の
風
を
表
す
こ
と
を
確
定
さ
せ
る
。

発
問
6 

こ
の
「
間
」
は
何
を
表
し
て
い
る
の

で
す
か
。

「『
風
が
く
る
』
の
後
、
少
し
時
間
が
た
っ
て

か
ら
、光
っ
た
風
が
吹
い
て
き
た
こ
と
を
表
す
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
る
。「
時
間
の
経
過
を
示

す
」
と
確
定
さ
せ
る
。

指
示
3 

も
う
一
度
、
読
み
な
さ
い
。

　

詩
を
も
う
一
度
読
ま
せ
る
。「
間
」
が
生
ま

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。（

愛
知
県　

辻
拓
也
氏
）

　

千
葉
の
加
藤
雅
成
氏
（
二
十
四
級
）
第
一
時

の
五
つ
目
の
発
問
で
、
リ
フ
レ
イ
ン
の
強
弱
を

扱
っ
た
。

　

こ
れ
も
た
だ
一
人
。

　

よ
っ
て
三
点
だ
が
、
発
問
に
番
号
が
な
い
の

で
二
点
。
サ
ー
ク
ル
で
の
論
文
検
討
が
弱
い

（
は
ず
）。

発
問 

「
風
が
く
る
、
風
が
く
る
」
の
強
弱
は

同
じ
で
す
か
。
違
い
ま
す
か
。

指
示 

自
分
な
り
に
練
習
し
な
さ
い
。

発
問 

風
は
、
強
い
で
す
か
。
弱
い
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示 

ど
ち
ら
か
手
を
挙
げ
ま
す
。
強
い
。
弱
い
。

指
示 

理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示 

お
隣
同
士
で
意
見
を
言
い
な
さ
い
。

指
示 

︵
ク
ラ
ス
全
体
に
向
か
っ
て
︶
指
名
な

し
で
ど
う
ぞ
。

（
千
葉
県　

加
藤
雅
成
氏
）

　

山
形
の
佐
藤
智
彦
氏
（
十
六
級
）。
彼
だ
け

「
遠
い
子
ど
も
」
が
距
離
だ
け
で
は
な
い
こ
と

を
扱
っ
て
い
る
。

　

私
も
扱
う
だ
ろ
う
。
四
点
。

発
問
4 

二
連
に
「
遠
い
子
ど
も
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。「
遠
い
」
は
、
ほ
か
に
ど

ん
な
言
葉
に
付
き
ま
す
か
。「
遠
い
○
○
」

と
な
る
よ
う
に
、
当
て
は
ま
る
言
葉
を
ノ
ー

ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

三
分
間
取
る
。
思
い
付
く
だ
け
書
か
せ
る
。

指
名
な
し
で
発
表
さ
せ
る
。
距
離
的
な
遠
さ

（
遠
い
学
校
、遠
い
場
所
）、時
間
的
な
遠
さ
（
遠

い
未
来
、
遠
い
記
憶
）、
関
係
的
な
遠
さ
（
遠

い
親
戚
、
遠
い
間
柄
）
な
ど
の
言
葉
が
出
る
だ
ろ

う
。そ
れ
ぞ
れ
板
書
し
、教
師
が
分
類
し
て
示
す
。

発
問
5 「
遠
い
子
ど
も
」
は
、
距
離
的
な
遠
さ

か
、
時
間
的
な
遠
さ
か
、
関
係
的
な
遠
さ
か

伴 

一
孝

長
谷
川 

博
之

評
者
：
元
・
長
崎
県
公
立
小
学
校
教
諭

構
成
：
埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

※
︵　

︶
内
の
級
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
段
級
位
。



特別支援教育  専門家の視点
特別支援教育の指導システム

全国で大人気  小嶋・小野二人の

＆
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から見た特別支援教育医師の目

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
小こ

林ば
や
し 

智と
も

子こ

東
京
都
公
立
小
学
校 

教
諭

臨
床
経
験
が
豊
富
な
宮
尾
益
知
ド
ク
タ
ー
か
ら

得
ら
れ
る
最
新
情
報

発
達
障
害
に
関
す
る
最
先
端
情
報
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い
た
児
童
へ
の
対
応
法
な
ど
を
、

直
接
学
べ
る
唯
一
の
機
会
が
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
研
究
会
で
あ
る
。

１	

様
々
な
心
理
検
査

　

私
（
小
林
）
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―Ⅳ
に
関
す
る

研
修
は
何
度
か
受
け
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の

心
理
検
査
に
つ
い
て
の
研
修
は
受
け
て
い
な

か
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
一
月
の
宮
尾
ド
ク
タ
ー

の
研
究
会
で
は
「
遠
城
寺
式 

乳
幼
児
分
析
的

発
達
診
断
検
査
」「
新
版
Ｋ
式
発
達
検
査
」
な

ど
の
心
理
検
査
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

は
知
能
検
査
で
あ
り
、
発
達
障
害
を
診
断
す
る

た
め
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
学
び
、
ほ
か
の

検
査
に
つ
い
て
も
学
ぶ
必
要
を
感
じ
た
。

2	

﹁
障
害
﹂
か
﹁
個
性
﹂
か

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
が
「
障
害
」
と
「
個
性
」
と

の
違
い
を
端
的
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

要
は
、「
そ
の
人
が
生
き
て
い
く
の
に
ど
れ

だ
け
不
自
由
か
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
障

害
」
な
ら
ば
、「
サ
ポ
ー
ト
す
る
権
利
が
得
ら

れ
る
。
社
会
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
、
片
脚
を
失
っ
て
も
、

義
足
が
あ
れ
ば
走
る
こ
と
が
で
き
る
。
身
体
の

障
害
は
あ
っ
て
も
、
社
会
的
障
害
は
な
く
な
る
。

「
個
性
」
で
あ
れ
ば
、
公
的
な
権
利
を
要
求
す

る
こ
と
は
難
し
い
。「
個
性
」
な
ら
ば
、
病
院

で
の
対
応
に
も
限
界
が
あ
る
。

「
障
害
」
と
呼
ぶ
か
「
個
性
」
と
呼
ぶ
か

よ
り
も
、
差
別
意
識
を
も
つ
こ
と
の
方
が

問
題
。

　

特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
感

じ
て
い
た
課
題
、
解
決
す
る
た
め
の
対
応
が
明

確
に
な
っ
た
一
言
で
あ
っ
た
。

3	

Ａ
Ｓ
Ｄ
※1
は
予
習
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
※2
は
復
習
が
大
切

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
は
概
念

化
が
難
し
い
」
と
言
う
。
例
え
ば
Ａ
と
い
う
コ

ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
を
万
引
き
し
た
と
す
る
。

「
い
け
な
い
こ
と
だ
」
と
教
え
た
。
今
度
は
Ｂ

と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
を
万
引
き
す
る
。

「
そ
れ
も
い
け
な
い
こ
と
だ
」
と
教
え
て
も
、

今
度
は
Ｃ
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
で
同
じ
こ
と
を
す

る
。「『
コ
ン
ビ
ニ
』
や
『
お
店
』
で
『
盗
む
こ

と
』
は
い
け
な
い
の
だ
」
と
考
え
る
こ
と
が
難

し
い
の
で
あ
る
。

　

学
校
に
置
き
換
え
る
と
「
入
学
式
」
と
「
卒

業
式
」
で
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ど
ち
ら
も

同
じ
「
儀
式
」
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
は
、

別
の
新
し
い
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
毎

日
新
し
い
こ
と
ば
か
り
起
こ
る
よ
う
に
感
じ
や

す
い
の
で
、
予
習
が
大
切
な
の
だ
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
供
は
、
多
動
性
や
衝
動
性
か

ら
、
行
動
の
抑
制
が
難
し
い
。
だ
か
ら
、「
ど

う
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
か
」
を
考
え
さ
せ
る
た

め
に
、
復
習
が
大
切
と
な
る
。

　

障
害
に
よ
り
感
じ
る
生
き
に
く
さ
を
減
ら
す

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
、
教
育
者

と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

※1 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

※2 

注
意
欠
如
・
多
動
症

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら
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「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答えるプロが教える
プロが教える 教室でできる 作業療法

１　

心
地
良
い
動
き
で
脳
幹
を
整
え
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
、
各

教
科
、
時
数
削
減
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
か
と
い
っ
て
詰
め
込
み
教
育
で
は
効
果

は
上
が
ら
な
い
。
三
つ
の
脳
の
土
台
で
あ
る

「
脳
幹
」
＝
「
か
ら
だ
脳
」
を
整
え
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
。「
か
ら
だ
脳
」
が
安
定
す
る
と
、

良
い
姿
勢
を
保
持
し
、
視
野
を
安
定
さ
せ
、
呼

吸
を
楽
に
し
、
手
足
を
自
由
に
動
か
せ
る
。
そ

の
結
果
、
集
中
時
間
が
長
く
な
る
。
つ
ま
り
、

学
ぶ
た
め
の
準
備
が
で
き
る
。

２　

音
楽
と
体
育
を
合
科
す
る

　

身
体
を
動
か
す
と
、
脳
内
に
ド
ー
パ
ミ
ン
が

作
ら
れ
る
。
授
業
に
集
中
し
に
く
い
子
・
姿
勢

が
整
わ
な
い
子
・
運
動
の
苦
手
な
子
が
、
音
楽

の
力
を
借
り
て
身
体
を
動
か
し
、
自
然
に
楽
し

く
身
体
を
動
か
し
、
身
体
と
注
意
状
態
を
整
え

て
い
く
。

３　

有
効
な
動
き

①
時
空
間
で
の
動
き

「
刺
激
に
対
す
る
反
応
と
し
て
情
報
が
脳
に
到

達
し
、
脳
神
経
系
の
反
応
に
よ
っ
て
脳
血
流
が

上
昇
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
身
体
の
中

心
を
ク
ロ
ス
す
る
・
手
を
上
下
に
動
か
す
・
身

体
の
後
ろ
で
手
を
合
わ
せ
る
動
作
は
、
身
体
軸

が
安
定
し
な
い
と
難
し
い
。

②
肩
甲
骨
を
動
か
す
動
き

　

背
骨
を
支
え
る
肩
甲
骨
。
肩
甲
骨
の
動
き
が

悪
い
と
猫
背
に
な
り
、
良
い
姿
勢
を
保
ち
に
く

く
、
学
習
面
・
体
力
面
と
も
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
や
す
く
な
る
。

③
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
動
き

　

リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
は
心
地
良
く
、
気
持
ち

も
安
定
す
る
。
繰
り
返
し
は
学
習
効
果
に
つ
な

が
り
、
楽
し
く
取
り
組
め
る
。

（
鈴
木
恭
子
ま
と
め
）

４　

動
画
へ
の
福
田
氏
の
コ
メ
ン
ト

　

全
て
時
空
間
を
意
識
し
た
身
体
軸
の
安
定
、

筋
肉
の
協
調
運
動
、
情
緒
の
安
定
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
左
右
に
交
差
し
た
動
き
（
正
中
線
交

差
＝
写
真
右
上
）、
全
身
を
伸
展
さ
せ
た
後
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
動
き
（
筋
肉
の
協
調
運
動
＝

写
真
左
上
）、
肩
甲
骨
の
滑
ら
か
な
動
き
（
腹

筋
と
背
筋
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
＝
写
真
右
下
）、

回
転
運
動
（
身
体
軸
の
安
定
＝
写
真
左
下
）、

肩
関
節
の
全
可
動
域
運
動
（
身
体
像
の
確
立
＝

写
真
左
下
）
な
ど
か
ら
、
姿
勢
保
持
耐
久
力
が

増
す
こ
と
で
注
意
の
持
続
時
間
が
長
く
な
り
、

学
習
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。
脳
幹
の
機
能

状
態
を
安
定
さ
せ
る
（
感
覚
調
整
に
つ
な
が

る
）
こ
と
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
に

も
効
果
が
あ
る
。

音
楽
と
体
育
を
合
科
で
扱
う
感
覚
統
合

自
然
に
楽
し
く
身
体
を
動
か
す
動
画
を
紹
介
。

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
　教授
小山こども発達
　支援センター
　リズム園 顧問

作
業
療
法
士
　
福ふ

く

田だ 

恵え

美み

子こ

　
　
構
成
：
鈴す

ず
　き木 

恭き
ょ
う
　こ子

T
O
S
S
相
模
原

関せ
き

根ね 

朋と
も

子こ

T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

伸びて　ダラーン

小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

１	

予
定
の
変
更
を
な
く
す

　

運
動
会
や
音
楽
会
な
ど
で
、
最
初

に
気
を
付
け
る
こ
と
は
、
予
定
の
変

更
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
学
級
の
子
と
同
様
に
、

通
常
学
級
に
い
る
発
達
障
害
の
子
も

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

　

疲
れ
や
す
い
、
集
中
し
づ
ら
い
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の
身
体
の
不
調

が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
全
体
で
の
共
通
理
解
が

必
要
だ
。

　

当
日
に
な
っ
て
の
予
定
の
変

更
は
し
な
い
。

　

そ
の
こ
と
を
会
議
要
項
に
明
記
し

た
い
。
い
き
な
り
は
難
し
い
の
で
、

行
事
の
反
省
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の

際
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た
子
供
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
よ
い
。

　

そ
う
や
っ
て
、
数
年
か
け
て
学
校

全
体
を
良
い
方
向
に
も
っ
て
行
く
の

が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
仕
事
だ
。

２	
予
定
は
早
め
に
示
す

　

運
動
会
や
音
楽
会
が
始
ま
る
と
、

特
別
時
間
割
に
な
る
。
こ
れ
が
や
っ

か
い
だ
。要
は
、今
ま
で
の
ル
ー
テ
ィ

ン
が
狂
う
か
ら
だ
。
ル
ー
テ
ィ
ン
が

狂
え
ば
、
い
ち
い
ち
頭
で
考
え
た
り

確
か
め
た
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

必
要
な
タ
ス
ク
が
増
え
る
の
だ
。

そ
し
て
、
タ
ス
ク
が
増
え
れ
ば
ミ
ス

も
増
え
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

  

特
別
時
間
割
は
、
そ
の
週
が
始

ま
っ
て
か
ら
示
し
て
い
た
の
で
は
遅

い
。
で
き
れ
ば
、
二
週
間
前
に
は
提

示
し
た
い
。

　

特
別
時
間
割
の
一
週
目
の
時
間
割

を
教
室
に
掲
示
し
て
お
く
。

　

そ
れ
を
見
な
が
ら
、
事
前
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
と
、
見

通
し
を
も
ち
や
す
く
な
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

高
学
年
は
、
委
員
会
の
仕
事

が
あ
る
。

　

業
間
休
み
に
放
送
の
仕
事
が
あ
っ

た
と
す
る
。
そ
れ
が
特
別
時
間
割
に

な
っ
た
途
端
に
崩
れ
る
。

　

仕
事
を
忘
れ
る
。
遅
れ
る
。
急
に

思
い
出
し
て
や
る
気
が
出
な
い
。

  

ま
た
、
充
分
な
休
み
時
間
が
得
ら

れ
な
い
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
時
間
割
を

変
え
る
指
導
者
側
は
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
低
学
年
や

中
学
年
で
も
、
運
動
場
や
体
育
館
へ

の
行
き
来
で
、
時
間
が
余
分
に
取
ら

れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

３	

時
間
は
絶
対
に
延
び
な
い

　

行
事
の
指
導
で
は
、
多
く
の
場
合
、

移
動
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
体
操
服
に

着
替
え
た
り
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
に
履

き
替
え
た
り
と
タ
ス
ク
が
増
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
ス
ク
に
よ
っ
て
、

目
に
見
え
な
い
時
間
の
浪
費
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

　

多
く
の
場
合
は
、
休
憩
時
間
を

使
っ
て
行
わ
せ
る
が
、
私
は
反
対
だ
。

　

授
業
の
終
わ
り
を
使
っ
て
、
休
み

時
間
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
全
体
指

導
で
は
、
移
動
や
着
替
え
が
終
わ
る

ま
で
の
時
間
を
確
保
す
る
。

　

練
習
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
や
る
。

延
び
る
な
ど
は
論
外
だ
。

運
動
会
音
楽
会
学
校
行
事
の
対
応
法
１

行
事
の
指
導
で
は
、
ま
ず
予
定
の
変
更
と
時
間
の
確
保
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ル
ー
テ
ィ
ン
が
崩
れ
る
こ
と
、
タ
ス
ク
が
増
え
る
こ
と
を
常
に
考
え
た
指
導
を
行
う
べ
き
だ
。
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クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

　

手
汗
や
よ
だ
れ
が
ひ
ど
い
子
に

役
立
つ
教
具
は
あ
る
か

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
に
は

「
破
れ
な
い
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

後ご

藤と
う 

隆り
ゅ
う

一い
ち

茨
城
県
那
珂
市
立
額
田
小
学
校

　

昨
年
度
受
け
も
っ
た
Ａ
子
（
小
学

一
年
生
）
は
手
汗
と
よ
だ
れ
が
ひ
ど

か
っ
た
。
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
が
濡

れ
る
。
消
し
ゴ
ム
を
使
う
と
、
紙
が

破
れ
る
。
破
れ
た
穴
を
見
て
、
Ａ
子

は
泣
き
出
す
⋮
⋮
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
役
に
立
っ

た
の
が
「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
で
あ
る
。

「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
は
、
透
明
で
丈

夫
な
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。
学
習
用
の

用
紙
を
は
さ
み
、
市
販
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
・
マ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
、
運

筆
や
文
字
の
書
き
方
を
学
習
す
る
。

「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
は
ビ
ニ
ー
ル
素

材
だ
か
ら
、
濡
れ
て
も
破
れ
な
い
。

そ
こ
が
い
い
。
お
か
げ
で
、
Ａ
子
は

学
習
に
集
中
で
き
た
。

　

更
に
一
工
夫
。
使
用
す
る
マ
ー

カ
ー
の
「
持
つ
」
部
分
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
包
む
。
輪
ゴ
ム
で
留
め
る
。

す
る
と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
汗
を
吸
収

し
て
、
滑
り
止
め
に
な
る
。
さ
り
げ

な
い
「
配
慮
」
で
あ
る
。

　

Ａ
子
は
、
簡
単
な
図
形
な
ぞ
り
、

イ
ラ
ス
ト
な
ぞ
り
、
迷
路
、
点
つ
な

ぎ
、
平
仮
名
、
片
仮
名
の
な
ぞ
り
な

ど
に
楽
し
く
取
り
組
ん
だ
。

特
別
支
援
学
級
の
子
供
も
熱
中
す
る

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

「
全
員
満
点
シ
ス
テ
ム
」
が
個
人
差
の
大
き
い
特
別
支
援
学
級
の
マ
イ
ナ
ス
面
を

乗
り
越
え
、
ど
の
子
に
も
自
信
を
与
え
る
。

赤あ
か

塚つ
か 

邦く
に

彦ひ
こ

北
海
道
千
歳
市
立
北
進
小
学
校

　

優
れ
た
教
材
は
、
子
供
を
熱
中
さ

せ
る
。
そ
れ
は
特
別
支
援
学
級
の
子

供
も
例
外
で
は
な
い
。

　

授
業
の
最
後
の
場
面
。「
あ
か
ね

こ
計
算
ス
キ
ル
」
を
出
さ
せ
る
。
太

郎
君
は
、
問
題
が
全
て
で
き
な
い
と

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
か
ら
十
問
コ
ー

ス
。
花
子
さ
ん
は
、
九
九
表
を
見
な

が
ら
取
り
組
む
た
め
時
間
が
掛
か
る

の
で
二
問
コ
ー
ス
。
ど
ち
ら
も
一
〇

〇
点
に
変
わ
り
は
な
い
と
説
明
し
て

い
る
の
で
、
子
供
の
や
る
気
を
そ
ぐ

こ
と
は
な
い
。
解
答
は
、
最
後
の
十

番
か
ら
言
っ
て
い
く
。
二
問
コ
ー
ス

を
選
ん
だ
子
も
最
後
ま
で
集
中
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
、
一
問

目
の
答
え
を
発
表
す
る
。
二
人
と
も
、

音
を
一
つ
も
立
て
ず
に
待
っ
て
い
る
。

「
一
番
、
７
÷
３
は
２
あ
ま
り
１
で

す
」
と
ゆ
っ
く
り
言
う
。
二
人
と
も

「
や
っ
た
あ
」
と
い
う
声
を
あ
げ
た
。

こ
の
よ
う
な
喜
び
の
声
で
、
毎
回
算

数
の
時
間
が
終
わ
る
。

　

異
な
る
特
性
の
二
人
が
同
じ
よ
う

に
熱
中
し
、
毎
時
間
満
足
し
て
授
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
全

員
満
点
シ
ス
テ
ム
」
の
あ
る
「
あ
か

ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

特別支援学級（知的）の教材の
作り方が分かる「自作教材使い方集」
小学１年生以前の教材が次々と用意できる！
コンテンツ：TOSSメディア「自作教材使い方集」

後
ご

藤
とう

 隆
りゅう

一
いち

茨城県那珂市立額田小学校

　特別支援学級（知的）に入級してきたＨちゃん（小学１年生）は、読める平仮名が７文字だっ
た。さらに、数は１、２、３の「３」を知らない。「赤」と「青」の区別が付かない（色の概
念がない）など。つまり、国語・算数教科書が一切使えない。こういう子に何をやらせれば
いいか。当時、特別支援の右も左も分からなかった私は、ほとほと困ってしまった。
　こんなとき、TOSSメディアの「自作教材使い方集」は役に立った。特別支援学級の自立活
動で使える教材が紹介されているだけでなく、その教材を使う順序（組立て）も書いてある
からである。私は「単語カード」「数字パズル」「色合わせ」などを、見よう見まねで作って次々
にやらせた。Ｈちゃんはどれも楽しく取り組んでいった。
　一般的に、特別支援の教材・教具は高額である。コンテンツを参考に自作するほうが、費
用が安く抑えられるだけでなく、対象児童の実態に合わせてカスタマイズすることができる。

〈申込み方法〉TOSSメディアは、参加されるメンバーの会費によって運営されるデジタル
アーカイブです。参加メンバーは、個人・団体を問いません。TOSSの活動に賛同される、
あらゆる教育機関の教師、教育関係者、企業・団体、保護者の皆様が対象です。

TOSSメディア事務局　http://tossmedia.jp

▲「あかねこ計算スキル」のシステムをまとめたもの。
▲「デジタル・トークラインでダウンロード可能。

TOSSメディア
を活用した授業実践報告
TOSSメディア
を活用した授業実践報告

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年6月15日～ 9月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。７、８、９月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。 ８月号で紹介！

トレースくん　4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

７月号で紹介！
アルファベットスキル　350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

９月号で紹介！
TOSSかけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」　350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

イラスト：谷岡 聡美

加
害
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
も

謝
罪
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
か

　

六
年
生
の
児
童
が
、
あ
る
男
児

か
ら
日
常
的
に
嫌
が
ら
せ
を
受
け

て
い
ま
す
。
先
日
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

暴
言
が
あ
り
、
学
校
に
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
事
実
確
認
を
し
た
後

に
、
加
害
の
男
児
か
ら
暴
言
を
受

け
た
児
童
に
対
し
て
、
謝
罪
を
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
暴
言
を
受

け
た
児
童
の
保
護
者
は
、
加
害
の

児
童
の
保
護
者
に
も
謝
罪
を
さ
せ

る
べ
き
だ
と
、
学
校
に
訴
え
て
き

て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

上
記
の
相
談
の
よ
う
な
場
合
、
保
護

者
に
対
し
て
、
事
実
確
認
を
し
た
後
に
、

「
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
謝
罪
を
し

た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
助
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

通
常
は
、
裁
判
所
で
さ
え
も
、
名
誉

棄
損
な
ど
の
特
別
な
場
合
を
除
い
て
は
、

謝
罪
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
日
本
国
憲
法
で

思
想
・
良
心
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
謝
罪
を
す
る
か
し
な
い

か
は
、
本
人
の
心
の
表
現
な
の
で
、
強

制
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
子
供
に
対
し
て
は
、
道
徳

の
学
習
と
し
て
、
謝
罪
を
す
る
意
味
を

教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
、
自
分
に
非
が
あ
る
場

合
、
き
ち
ん
と
謝
罪
す
る
こ
と
で
信
頼

関
係
が
う
ま
く
保
た
れ
て
い
く
こ
と
を

教
え
る
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

学
校
が
臨
時
休
業
に
な
っ
た
た

め
、
学
校
か
ら
の
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
学
習
課
題

を
配
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
内
容
を
補
完
す
る
ア
イ
テ
ム

と
し
て
、
保
護
者
か
ら
も
よ
い
評

価
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
文
字
や
写
真
の
情
報

だ
け
で
は
な
く
、
動
画
配
信
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
管
理

職
に
伝
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

家
庭
環
境
に
よ
っ
て
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
で

き
な
い
家
庭
も
あ
る
た
め
、
こ
れ

以
上
の
配
信
は
止
め
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
法
的
に
は
、
動

画
配
信
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

学
校
は
、
保
護
者
に
対
し
て
、
謝
罪

を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
で
糸
口
を
見
付
け
る

前
年
度
、
不
登
校
で
ほ
と
ん
ど
学
校
に

来
な
か
っ
た
子
を
担
任
。
糸
口
を
見
付
け
る

こ
と
で
中
学
校
へ
と
橋
渡
し
を
す
る
。

大
阪
府
公
立
小
学
校

遠
隔
対
戦
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
先
生
、
弱
す
ぎ
」

「
あ
ん
な
弱
い
の
初
め
て
見
た
」

「
マ
ジ
で
や
っ
て
、
あ
れ
？
」

と
い
う
声
か
ら
、
距
離
が
ギ
ュ
ッ
と

近
づ
い
た
気
が
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
か
ら
、
自
分

が
優
位
に
立
つ
こ
と
で
安
心
で
き
る

子
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

仕
事
の
合
間
に
も
、
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
、
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

次
に
、
こ
の
子
が
好
き
な
漫
画
を

大
人
買
い
し
た
。
夜
を
徹
し
て
、
一

気
に
最
後
ま
で
読
ん
だ
。

　

次
の
日
、
こ
の
子
と
話
す
た
め
だ
。

　

校
長
と
学
年
に
も
許
可
を
取
り
、

そ
の
子
の
好
き
な
漫
画
を
全
巻
そ
ろ

え
「
学
級
文
庫
」
に
入
れ
た
。

　

ク
ラ
ス
の
子
供
に
も
読
ま
せ
、
安

心
で
き
る
居
場
所
を
作
る
下
地
を

作
っ
た
。

　

後
は
、
こ
の
子
が
家
を
出
る
き
っ

か
け
作
り
。

　

玄
関
を
出
る
ま
で
の
数
メ
ー
ト
ル

が
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
感
じ
る
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

関
係
）
形
成
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
子
の
好
き
な
こ
と

に
興
味
を
も
っ
て
、
全
部
知
ろ
う
と

思
っ
た
。

　

空
き
時
間
に
何
度
も
家
庭
訪
問
し
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
。

　

二
週
間
ほ
ど
た
っ
た
頃
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
先
に
出
て
く
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
に
、
話
を
す

る
時
間
が
少
し
ず
つ
増
え
て
く
る
。

　

一
か
月
ほ
ど
た
っ
た
と
き
、
玄
関

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
顔
は
見
せ

て
く
れ
な
い
が
、
生
徒
と
は
会
話
が

で
き
た
。

　

一
か
月
半
が
た
ち
、
玄
関
先
ま
で

出
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
ち
ら
の
こ
と
は
話
さ
ず
、
こ
の

子
が
話
し
た
い
内
容
だ
け
聞
い
た
。

　

最
近
、
は
ま
っ
て
い
る
漫
画
、
は

ま
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
、
は
ま
っ
て
い

る
ネ
ッ
ト
言
葉
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

こ
の
子
の
こ
と
が
、
更
に
い
と
お

し
く
思
え
て
き
た
。

　

こ
の
子
と
の
接
点
を
も
つ
た
め
に
、

携
帯
ゲ
ー
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

２	

こ
れ
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
な
し

　

こ
の
一
年
で
解
決
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
糸

口
は
俺
が
見
付
け
る
。

　

自
分
が
こ
の
子
を
担
任
し
た
と
き

に
決
意
し
た
こ
と
だ
。

　

大
変
な
所
ま
で
、
も
う
来
て
い
る
。

こ
れ
以
上
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は

な
い
。
あ
と
は
、
切
り
替
え
て
や
る

し
か
な
い
。

３	

そ
の
子
の
不
安
を
解
消
す
る

　

当
該
生
徒
と
の
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼

１	

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　

兄
弟
そ
ろ
っ
て
、
不
登
校
。

　

親
も
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
。

　

親
も
不
安
が
強
い
た
め
、
我
が
子

が
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
人
の
せ

い
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

前
年
度
、
我
が
子
が
学
校
に
行
け

な
い
こ
と
の
ク
レ
ー
ム
を
言
い
に
、

何
度
も
学
校
に
来
て
い
た
。

　

そ
の
ク
レ
ー
ム
は
、
短
く
て
二
時

間
。
時
に
は
、
日
付
が
変
わ
る
寸
前

ま
で
エ
ン
ド
レ
ス
状
態
。

原は
ら

田だ 

朋と
も

哉や
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

３　

作
業
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る

「
音
声
認
識
機
能
」
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
級
通
信
を
書
く
時
間
が

四
十
分
か
ら
二
十
分
に
な
っ
た
。
作

業
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
上
が
り
、
書

く
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ダ
イ
ア
リ
ー
を
書
い
た
り
、

コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
り
す
る
習
慣
が

で
き
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、

書
く
こ
と
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
。

　

結
果
、
効
率
良
く
作
業
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
実

は
、こ
の
原
稿
も
、こ
の
機
能
を
使
っ

て
書
い
て
い
る
。
あ
っ
と
い
う
間
に

書
く
こ
と
が
で
き
た
。

４　

課
題
も
も
ち
ろ
ん
あ
る

　

音
声
認
識
機
能
を
使
う
に
は
条
件

が
あ
る
。
⑴
一
人
に
な
る
。
⑵
声
が

出
せ
る
環
境
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

課
題
を
差
し
引
い
て
も
、
効
果
は
大

き
い
。
認
識
の
精
度
も
上
が
っ
て
き

た
。
ぜ
ひ
一
度
使
っ
て
、
そ
の
効
果

を
確
か
め
て
ほ
し
い
。

②
「Google chrom

e

」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
。

③
「Google chrom

e

」
を
起
動
。

④
「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
を

検
索
し
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

⑤
「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
を

起
動
す
る
。

⑥
「Google 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
の

タ
ス
ク
バ
ー
に
あ
る
「
ツ
ー
ル
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

⑦
「
音
声
入
力
」
と
表
示
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

⑧
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
左
に
あ

　

る
マ
イ
ク
の
マ
ー
ク
が
出

　

て
く
る
。

⑨
マ
イ
ク
の
マ
ー
ク
を
ク 

　

リ
ッ
ク
し
た
ら
、声
を
出
す
。

⑩
思
い
付
い
た
ま
ま
話
し
、 

　
「
。」「
、」
改
行
な
ど
の
訂

　

正
を
入
れ
る
。

⑪
音
声
が
文
字
化
さ
れ
る
の

　

で
、「W

ord

」
に
コ
ピ
ペ

を
し
、
書

式
を
整
え
、

完
成
。

　

文
書
作
成
す
る
と
き
に
、
悩
む
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１　

タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
の
が
面
倒

２　

タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
の
が
遅
い

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
有
効
で
、
時

間
短
縮
に
つ
な
が
る
機
能
が
あ
る
。

　

そ
れ
が
、

音
声
認
識
機
能

で
あ
る
。
今
回
は
「Google 

ド
キ
ュ

メ
ン
ト
」
の
音
声
機
能
を
使
っ
た
文

章
作
成
の
方
法
を
紹
介
す
る
。

１　

三
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

タ
イ
ピ
ン
グ
が
遅
い
こ
と
に
よ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
あ
る
。

Ⓐ
思
考
力
の
鈍
化

Ⓑ
編
集
集
中
力
の
低
下

Ⓒ
作
業
速
度
が
上
が
ら
な
い

　

Ⓐ
は
「
文
章
を
考
え
る
」
と

「
キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
る
」
の
同
時
処

理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
Ⓑ
は

キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
な
が
ら
の
作
業
の

た
め
、
姿
勢
が
悪
く
な
る
。
Ⓒ
は
Ⓐ

に
も
関
係
し
て
い
る
が
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
見
な
が
ら
行
っ
て
い
る
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
こ
な
い
。
音

声
認
識
機
能
は
、
話
し
た
内
容
が
そ

の
ま
ま
文
字
化
さ
れ
る
た
め
、
三
つ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
っ
て
く
れ
る
。

２　

音
声
認
識
機
能
を
使
う

①
「Gm

ail

」
に
登
録
す
る
。

文書作成には
「音声認識機能」

を使う
「音声認識機能」を使えば、

文書作成を倍のスピード
でこなすことができる。

神奈川県横須賀市立大矢部中学校

穐
あき

本
もと

 康
やす

広
ひろ

「
も
っ
と
ネ
タ
を
作
れ
る
？　

ク
ラ

ス
で
大
喜
利
を
や
り
ま
し
ょ
う
！
」

　

Ｒ
さ
ん
は
、
う
れ
し
そ
う
に
「
は

い
」
と
返
事
を
し
て
、
自
分
の
席
に

戻
っ
て
行
っ
た
。

　

数
日
後
、「
大
喜
利
大
会
」
を
開

催
し
た
。
司
会
の
Ｒ
さ
ん
の
お
題
に
、

回
答
者
が
と
ぼ
け
た
答
え
を
連
発
し

た
。
そ
こ
に
、Ｒ
さ
ん
が「
山
田
君
 ※
、

座
布
団
二
枚
」な

ど
指
示
を
出
す
。

座
布
団
と
し
て

防
災
頭
巾
が
用

意
さ
れ
て
い
て
、

山
田
君
役
が
、

座
布
団
を
回
答

者
に
運
ぶ
。

　

回
答
者
の
「
珍
回
答
」
に
、
教
室

は
笑
い
の
う
ず
に
包
ま
れ
た
。

　

こ
の
裏
文
化
は
、
修
学
旅
行
の
夜

も
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
の
大
切
な
思

い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

　

私
が
や
っ
た
こ
と
は
、
た
っ
た
一

つ
。
子
供
の
良
さ
や
特
技
を
認
め
、

褒
め
続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

科
掲
示
用
に
準
備
し
て
お
い
た
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か

「
イ
ラ
ス
ト
会
社
」
専
用
の
ス
ペ
ー

ス
に
な
り
、
色
鮮
や
か
な
作
品
が
飾

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
お
笑
い
会
社
」
は
、
毎
週
金
曜
日

の
給
食
時
間
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
て
い
た
。
休
み
時
間
に
、
教
室

の
端
で
打
合
せ
を
行
う
姿
が
、
何
と

も
ほ
ほ
笑
ま
し
か
っ
た
。
ラ
イ
ブ
は
、

大
爆
笑
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
教
室
が

静
ま
り
返
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
落
ち
込
む
こ
と
な
く
、

新
ネ
タ
を
披
露
し
続
け
た
。

　

時
に
は
、
ホ
ー
ル
に
学
年
児
童
を

集
め
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
大

成
功
を
収
め
た
。

３	

子
供
の
つ
ぶ
や
き

「
先
生
、
大
喜
利
の
ネ
タ
を
考
え
ま

し
た
」

　

ふ
だ
ん
は
お
と
な
し
く
恥
ず
か
し

が
り
屋
の
Ｒ
さ
ん
が
、
あ
る
日
、
自

由
帳
を
持
っ
て
私
の
所
へ
来
た
。

　

私
は
笑
顔
で
、す
ぐ
に
返
事
を
し
た
。

１	

良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す

　

向
山
洋
一
著
『
学
級
経
営
の
急

所
』（
明
治
図
書
）
に
は
、
子
供
を

伸
ば
す
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

　

人
間
と
は
、
不
思
議
な
も
の

で
、「
良
い
と
こ
ろ
」
を
認
め
ら

れ
、
ほ
め
ら
れ
る
と
、
更
に
努
力

す
る
。（
中
略
）
良
い
と
こ
ろ
は
、

ほ
め
ら
れ
る
と
ど
ん
ど
ん
伸
び
て

い
く
の
で
あ
る
。

「
吉
川
先
生
の
ク
ラ
ス
は
、
い
つ
も

楽
し
そ
う
」
と
ほ
か
の
学
級
の
児
童

か
ら
言
わ
れ
る
。
裏
文
化
の
充
実
も

理
由
の
一
つ
だ
。
子
供
た
ち
の
活
動

を
認
め
、
褒
め
、
励
ま
す
こ
と
を
心

掛
け
て
き
た
。

２	
会
社
活
動

　

私
の
学
級
に
は
、
九
つ
の
会
社
が

あ
る
。
そ
の
中
で
も
際
立
っ
て
面
白

か
っ
た
の
が
、「
イ
ラ
ス
ト
会
社
」

と
「
お
笑
い
会
社
」
だ
。

「
イ
ラ
ス
ト
会
社
」

は
、
自
分
が
好
き
な

イ
ラ
ス
ト
を
紙
に
描

き
、
壁
に
掲
示
し
て

い
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
が
貼
ら

れ
て
い
る
壁
は
、
教

子供の特技を 
伸ばす学級づくり
裏文化（会社活動、イベン
トなど）を充実させること
で、子供が生き生きと動き
出す。

埼玉県草加市立氷川小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

※ 

「
笑
点
」
の
座
布
団
運
び
山
田
隆
夫
氏
の
こ
と
。

 

「
大
喜
利
大
会
」
は
同
番
組
を
模
し
て
い
る
。



チャレン
ジング

教師の
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

１	

指
導
を
受
け
、﹁
五
色
百
人
一
首
﹂	

	

を
や
め
た

「
百
人
一
首
な
ん
て
や
っ
て
い
る
か
ら
、
学
級

が
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
」

　

新
採
二
年
目
、「
五
色
百
人
一
首
」
を
国
語

の
時
間
に
毎
日
行
っ
て
い
た
。
子
供
た
ち
は
、

初
め
こ
そ
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
が
、

次
第
に
嫌
が
る
子
も
出
て
き
た
。
そ
の
様
子
を

見
て
の
、教
頭
先
生
の
言
葉
だ
っ
た
。悔
し
か
っ

た
。
で
も
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
学
級
は
落
ち

着
か
な
い
空
気
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
し
て
私
は
、「
五
色
百
人
一
首
」
を
や

め
た
。
三
年
目
も
四
年
目
も
封
印
。
う
ま
く
い

か
な
い
原
因
は
自
分
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
分

か
っ
て
い
た
。

２	

方
法
を
変
え
、
実
践
し
た

　

そ
し
て
、
五
年
目
。
新
採
二
年
目
と
同
じ
、

四
年
生
担
任
。「
五
色
百
人
一
首
」
を
実
践
す

る
と
決
め
た
。
同
じ
よ
う
に
国
語
の
授
業
の
始

め
だ
。
た
だ
、
二
年
目
と
は
方
法
を
変
え
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
様
々
な
先
行
実
践
を
、
忠

実
に
追
試
し
よ
う
と
考
え
た
。

︿
二
年
目
と
変
え
た
と
こ
ろ
﹀

①
一
か
月
一
色
ず
つ
。一
周
し
た
ら
二
色
ず
つ
。

②
一
日
に
二
試
合
〜
三
試
合
。

③
五
分
以
内
に
終
え
る
。

④
色
ご
と
に
順
位
を
決
め
、
賞
状
を
渡
す
。

⑤
決
勝
戦
後
は
下
剋
上
。（
一
番
弱
か
っ
た
子

が
達
人
席
へ
、
達
人
の
子
が
一
番
後
ろ
へ
）

　

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
「
五
色
百
人
一
首
」
が

大
好
き
に
な
っ
た
。
休
み
時
間
に
練
習
す
る
子
、

「
五
色
百
人
一
首
」
を
購
入
す
る
子
。
百
人
一

首
が
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
以
前
は
、

後
期
か
ら
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
た
。

３	

百
人
一
首
が
学
級
を
支
え
た

　

で
も
、
今
回
は
、
み
ん
な
百
人
一
首
が
大
好

き
な
ま
ま
だ
っ
た
。「
五
色
百
人
一
首
静
岡
県

大
会
」
に
は
五
名
が
出
場
。
二
人
が
八
位
に
入

賞
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、「
ま
た
来

年
も
絶
対
出
ま
す
」
と
笑
顔
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
る
休
校
。

三
月
最
後
の
三
日
間
、
授
業
が
二
時
間
だ
け
許

さ
れ
、子
供
た
ち
に
聞
い
た
。「
何
が
し
た
い
？
」

「
先
生
、
百
人
一
首
が
し
た
い
！
」

　

最
後
の
国
語
の
授
業
は
、
み
ん
な
で
「
五
色

百
人
一
首
」。
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
弾
け
た
。

最
後
の
「
先
生
の
通
知
表
」
に
は
、次
の
言
葉
が
。

「
百
人
一
首
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

「
五
色
百
人
一
首
」
は
間
違
い
な
く
、
私
の
学

級
経
営
の
軸
に
な
っ
て
い
た
。

橋は
し

本も
と 

史ふ
み

子こ

静
岡
県
長
泉
町
立
北
小
学
校

「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
が

学
級
経
営
の
軸
に
な
る
ま
で
の
道

新
採
二
年
目
、「
五
色
百
人
一
首
」
で
大
失
敗
。
失
敗
か
ら
三
年
。

学
ん
だ
方
法
を
追
試
す
る
こ
と
で
子
供
た
ち
の
反
応
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

授業の腕を上げ
るために受け続
ける
TOSS授業技量検定を32
回受検した。25級から９
回連続昇級しなかったこ
とがあった。３級を取得
してから２級に昇級する
のに３年を要した。
現在、二段の認定をも
らっている。これらの経
験から、受検に向けた３
つのポイントを示す。

宮城県名取市立高舘小学校

森
もり

元
もと

 智
とも

博
ひろ

参
考
に
な
る
書
籍
な
ど
、
受
検
者
が

学
校
で
実
践
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
た
。

　

講
師
の
先
生
方
と
の
差
が
、
自

分
自
身
の
実
力
を
示
し
て
い
る
。

　

級
位
が
上
が
る
と
、
検
定
者
と
な

る
機
会
が
あ
る
。
他
者
の
授
業
を
批

評
す
る
力
も
授
業
の
技
量
な
の
で
あ

る
。

　

授
業
の
腕
を
上
げ
る
方
法
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
受

け
続
け
る
こ
と
だ
。

　

さ
あ
、
受
検
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
決

め
よ
う
。
テ
ー
マ
を
決
め
よ
う
。
授

業
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
。

　

私
も
ま
た
、
次
の
受
検
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

複
数
の
教
科
・
領
域
で
受
検
し
た

の
で
あ
る
。

　

何
が
よ
か
っ
た
か
。

　

各
教
科
・
領
域
の
授
業
づ
く

り
の
仕
方
を
学
べ
る
こ
と
。

　

授
業
づ
く
り
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

３	

点
数
を
付
け
、

	

コ
メ
ン
ト
を
考
え
る

　

子
役
と
し
て
検
定
の
模
擬
授
業
を

受
け
る
。

　

こ
の
と
き
に
、
点
数
を
付
け
る
。

私
は
Ｄ
表
を
受
検
し
て
い
る
と
き
か

ら
点
数
を
付
け
て
い
た
。
講
師
の
先

生
方
と
点
数
が
合
え
ば
う
れ
し
か
っ

た
。
点
数
が
違
う
と
き
に
は
、
な
ぜ

か
を
考
え
て
き
た
。

　

Ｃ
表
を
受
検
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

更
に
コ
メ
ン
ト
を
考
え
る
よ
う
に
し

た
。
Ｄ
表
の
項
目
に
関
す
る
コ
メ
ン

ト
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
講

師
の
先
生
方
は
、
単
元
構
成
の
代
案
、

１	

目
的
を
再
確
認
す
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
受
検

す
る
目
的
は
何
か
。
そ
れ
は
、

授
業
の
腕
を
上
げ
る
た
め

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
目
の
前
の
子
供
た
ち
に

価
値
あ
る
授
業
を
し
て
、
子
供
た
ち

の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　

段
級
位
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
な

の
で
は
な
い
。

　

か
く
言
う
私
も
二
十
五
級
か
ら
九

回
連
続
昇
級
し
な
か
っ
た
と
き
、
昇

級
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

何
度
も
昇
級
せ
ず
、
本
当
に
つ
ら

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
昇
級
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
の
授
業
を
再
確
認
す
る

「
チ
ャ
ン
ス
」
な
の
で
あ
る
。

　

目
的
を
見
失
わ
ず
に
、
挑
戦
し
続

け
る
こ
と
で
、
授
業
の
腕
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２	

で
き
る
だ
け
多
く
の

	

教
科
・
領
域
で
受
検
す
る

　

私
は
、
国
語
二
回
・
算
数
六
回
・

理
科
一
回
・
音
楽
三
回
・
道
徳
二
回
・

英
会
話
二
回
・
総
合
的
な
学
習
の
時

間
十
四
回
・
特
別
活
動
二
回
と
受
検

し
て
き
た
。

TOSS授業技量検定
公式ウェブページ
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１　

巨
視
的
な
目

　

坂
本
茂
信
氏
の
証
言
が
あ
る
。
先
生
は
「
大
塚

の
教
育
」
を
編
ん
だ
人
だ
。
理
科
教
育
で
は
全
国

区
だ
っ
た
。
ど
う
思
っ
て
い
た
の
か
。

★
研
究
紀
要
の
巻
頭
の
文
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

文
を
通
っ
て
い
る
透
き
通
っ
た
よ
う
な
論
理
性
と
、

教
育
に
ロ
マ
ン
を
抱
い
て
い
る
つ
や
っ
ぽ
さ
が
印

象
的
だ
っ
た
。
転
勤
し
て
か
ら
、
し
ば
し
ば
理
科

室
を
訪
れ
て
、
彼
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
注
釈
な
し
で
、
さ

ま
ざ
ま
の
話
題
に
入
っ
て
い
け
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。
指
導
要
領
の
歴
史
的
特
性
、師
範
教
育
の
批
判
、

日
本
教
育
学
会
の
こ
と
、
国
際
的
な
教
育
の
動
向
、

授
業
の
論
理
性
⋮
⋮
。 

︵
通
信
「
ス
ナ
イ
パ
ー
」︶

　

向
山
洋
一
氏
の
問
題
へ
の
意
識
と
解
決
方
法
設

計
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
向
山
学
級
は
ど
う
し
て

あ
の
よ
う
な
自
由
で
明
る
く
伸
び
や
か
な
の
か
。

裏
文
化
と
か
、
知
的
な
授
業
の
展
開
と
か
、
い
ろ

い
ろ
挙
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
も
の
で
は
限
界
が
あ
る
と
先
生
は
書
い
て
い
る
。

徹
底
し
て
批
判
し
、
対
決
し
て
い
く
。
子
供
の
奥

底
に
あ
る
ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
を
引
き
ず
り
出
し

て
い
く
。
先
生
は
大
事
な
こ
と
は
決
し
て
見
逃
さ

な
い
。
向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
幸
せ
だ
。
誰
が

三
十
年
後
、
四
十
年
後
の
こ
と
ま
で
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。
想
像
を
絶
す
る
厳
し
さ
を
う
ら
や
ま

し
く
さ
え
思
え
た
。
こ
う
し
た
教
師
の
姿
勢
は
、

ど
の
よ
う
な
原
則
に
導
か
れ
る
の
か
。

２　

明
確
な
原
則

　

新
潟
に
大
森
修
氏
が
い
る
。
氏
は
「
教
師
の
付

き
合
い
は
仕
事
を
通
し
て
の
も
の
。
尊
敬
の
気
持

ち
も
そ
の
範は
ん

疇ち
ゅ
う

に
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、一
度

だ
け
通
信
「
エ
ト
ラ
ン
ゼ
」
を
絶
賛
し
た
こ
と
が

あ
る
。
向
山
洋
一
二
十
九
歳
、
大
森
第
四
小
五
年

一
組
担
任
。
二
代
目
と
の
日
々
は
出
だ
し
か
ら
強

烈
だ
。
父
母
か
ら
の
通
信
が
三
十
数
通
に
上
っ
た
。

そ
の
中
に
、
家
の
都
合
で
学
校
に
も
あ
ま
り
行
け

ず
、
子
守
り
を
し
て
過
ご
し
た
と
い
う
親
の
通
信

が
あ
る
。
末
尾
に
、「
無
学
な
親
で
す
。
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
の
二
年
間
、
子
供
を
良
く
お
導
き
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
っ

た
。
先
生
は
あ
ら
ん
限
り
の
想
像
力
を
働
か
せ
、

重
心
を
深
く
低
く
し
、
体
重
の
重
み
を
膝
に
感
じ

な
が
ら
、
全
力
で
こ
の
保
護
者
の
思
い
に
応
え
て

い
く
。

　

か
く
し
て
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
実
像
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
く
。

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

ブ
レ
イ
ク
前
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
の
実
像

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
で
い
つ
で
も
実
践
記
録
集
が
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
向
山
先
生
の
先
生
た
る
ゆ
え
ん
は
そ
の
視
点
の
低
さ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

向
山
実
践
は
ど
ん
な
と
き
も
、
し
ん
ど
さ
を
抱
え
て
い
る
人
と
正
対
し
て
い
た
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業の ベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

授業技量向上の法則

『【ダウンロード版】
向山洋一年齢別
実践記録集』
（教育技術研究所）

　

昔
の
動
画
な
ど
を
見
る
と
、
子
供

を
指
差
し
て
い
る
場
面
が
出
て
き
て

汗
顔
の
至
り
だ
。

　

向
山
洋
一
氏
が
、
指
を
差
さ
な
い

で
、
上
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
手
の

平
を
上
に
向
け
て
子
供
に
語
り
掛
け

る
の
は
有
名
だ
。

　

ち
な
み
に
、
向
山
氏
と
い
え
ば
、

非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
神
様
か
と
思

う
く
ら
い
、
豊
富
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

　

非
言
語
的
な
対
応
と
言
え
ば
、
か

つ
て
有
田
和
正
氏
が
、
机
間
巡
視
中

に
や
っ
た
と
さ
れ
る
、
有
名
な
「
非

言
語
的
な
対
応
」
が
あ
る
。

　

机
間
巡
視
し
な
が
ら
、
あ
る
子
の

と
こ
ろ
で
、
そ
の
子
の
ノ
ー
ト
を
見

な
が
ら
や
っ
た
と
い
う
、
そ
の
対
応

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。

（
続
く
）

　

男
の
子
は
も
っ
と
し
ゃ
べ
る
こ
と

に
な
る
。

　

当
然
、
上
手
な
教
師
は
、「
目
線
」

「
表
情
」「
手
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」「
立

ち
位
置
」
を
同
時
に
組
み
合
わ
せ
る
。

①
笑
顔
の
ま
ま
、

②
目
は
あ
え
て
合
わ
せ
な
い
で
、

③
少
し
近
づ
い
て
、

④
指
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
さ
せ
る
⋮
⋮

の
よ
う
な
こ
と
を
、
ま
さ
に
瞬
時
に

や
っ
て
い
る
。

　

目
線
を
送
る
。

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
だ
け
で
対
応
す
る
。

　

表
情
を
変
化
さ
せ
て
み
せ
る
。

　

子
供
の
言
葉
を
繰
り
返
す
。

　

短
い
言
葉
で
対
応
す
る
。

　

つ
ま
り
、
対
応
・
応
答
に
は
非
常

に
数
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
え
ば
、
子
供

た
ち
を
「
指
差
す
」
し
ぐ
さ
は
一
般

的
に
は
よ
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

私
は
、
昔
か
ら
悪
い
癖
で
、
つ
い
指

を
差
し
て
し
ま
う
。

１	

非
言
語
的
な
対
応
４
＝
手

	

を
使
っ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う
」
の
だ

が
、
実
は
「
手
」
も
口
ほ
ど
に
物
を

言
う
。

　

不
規
則
発
言
を
続
け
る
男
の
子
に
、

目
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
手
の
平

だ
け
を
彼
の
方
向
に
向
け
て
出
し
て

み
よ
う
。

　

こ
れ
だ
け
で
、「
制
止
」
す
る
意

味
合
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

　

こ
の
手
を
逆
に
、
つ
ま
り
手
の
平

を
上
に
向
け
て
出
し
た
ら
大
変
だ
。

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
非言語的な対応のバリエーショ
ンはほとんど無限だ。いつも教
壇の前にいて変化のない授業を
しているだけでは、子供たちを
引き付けることはできない。非
言語対応をもっと意識しよう。

ス
ト
ッ
プ
。

ど
う
ぞ
。

※ 第７巻 24-25ページ（デジタル・トークラインにPDFを掲載）
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伴
一
孝
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教
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実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

授業技量向上の法則

令
和
版
「
プ
ロ
教
師
の
条
件
」
思
考
中

教
育
課
程
編
成
能
力
が
プ
ロ
教
師
の
条
件
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
教
務
主
任
職
に
就
く
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
就
任
以
前
に

踏
ま
え
る
べ
き
仕
事
が
あ
る
。

　

授
業
の
腕
。
そ
し
て
、
教
育
課
程
編
成
能
力
。

　

向
山
洋
一
氏
は
、
こ
の
二
つ
の
力
量
を
「
プ

ロ
教
師
の
条
件
」
と
し
て
い
る
。

　

新
卒
の
頃
に
は
、
そ
の
真
意
を
つ
か
ま
え
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
教
務
主
任
五
年
目
の
今

な
ら
ば
明
確
に
分
か
る
。

　

間
違
い
な
く
、二
つ
が
で
き
て
プ
ロ
教
師
で
あ
る
。

　

さ
て
、
人
に
よ
り
前
後
す
る
だ
ろ
う
が
、
お

よ
そ
三
十
五
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
教
務
主
任

を
命
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
向
山
氏
も
そ

う
だ
っ
た
。
私
も
そ
う
だ
。

　

経
験
を
通
し
て
実
感
し
た
「
教
務
主
任
に
就

く
前
に
こ
な
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
分
掌
」
の

リ
ス
ト
を
、
私
見
で
挙
げ
る
。
あ
え
て
七
つ
に

限
定
し
た
。

１　

生
徒
指
導
主
事
︵
組
織
を
動
か
す
力
を
身

に
付
け
る
上
で
必
須
の
経
験
で
あ
る
。
特
に
指

導
困
難
校
で
の
経
験
は
一
生
物
の
宝
と
な
る
︶

２　

研
究
主
任
︵
研
究
主
題
・
仮
説
及
び
検
証

計
画
の
立
案
・
組
織
運
営
・
公
開
発
表
等
一

連
の
仕
事
が
貴
重
だ
。
教
務
主
任
と
兼
務
す

れ
ば
修
業
の
効
果
が
倍
増
す
る
︶

３　

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︵
二

十
代
で
就
け
る
要
職
の
一
つ
で
あ
る
。
渉
外

の
力
も
身
に
付
く
︶

４　

特
別
活
動
主
任
︵
特
別
活
動
分
野
で
大
中
規

模
校
を
動
か
す
経
験
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
︶

５　

教
育
相
談
主
任
︵
特
に
教
育
相
談
体
制
整

備
の
経
験
は
強
力
な
武
器
に
な
る
︶

６　

学
年
主
任
︵
中
学
校
な
ら
ば
三
年
間
持
ち

上
げ
な
い
と
半
端
だ
。
担
任
兼
務
も
重
要
な

経
験
に
な
る
︶

７　

時
間
割
編
成
︵
主
担
当
と
し
て
一
人
で
組

み
上
げ
る
経
験
が
重
要
だ
。
調
整
力
と
決
断

力
に
磨
き
が
掛
か
る
は
ず
で
あ
る
︶

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
経
て
力
量
を
高
め
た
人
材

が
教
務
主
任
に
な
れ
ば
、
学
校
は
音
を
立
て
て

変
わ
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
た
だ
単
に
教
務
主
任
に
な
る
だ

け
で
は
駄
目
な
の
だ
。

□　

教
務
主
任
は
、
学
校
全
体
の
教
育
活
動
の

司
令
塔
で
あ
る
。
優
秀
な
教
務
主
任
で
あ
れ

ば
、
学
校
全
体
が
お
だ
や
か
に
、
流
れ
る
よ

う
に
動
く
。
能
力
の
な
い
教
務
主
任
で
あ
れ

ば
、
学
校
全
体
の
動
き
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。

︵﹃
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
﹄
誌　

二
〇
一
三
年
六
月
号
︶

　

力
量
を
高
め
た
上
で
（
各
分
掌
の
仕
事
を
通

し
て
腕
を
磨
き
上
げ
な
が
ら
）
な
る
の
で
あ
る
。

　

現
場
発
の
令
和
版
「
プ
ロ
教
師
の
条
件
」。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ダ
イ
ア
リ
ー
で

デ
ィ
ー
プ
に
扱
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
ら
整
理
を
加
え
、
本
連
載

で
も
発
表
し
て
い
く
。

　

教
師
は
「
や
っ
て
い
る
こ
と
」
が
正
し
い
か

ど
う
か
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
べ
き
だ
。
私
た

ち
の
先
達
は
そ
れ
を
「
教
え
子
た
ち
を
二
度
と

戦
場
へ
送
る
な
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
。

そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
や
っ
た
こ
と
が
「
正

し
か
っ
た
」
か
ど
う
か
は
別
だ
。
し
か
し
今
は

「
上
司
の
言
う
こ
と
に
は
逆
ら
う
な
」
が
最
強

の
陰
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
い
る
。「
自
分
の

頭
」
で
考
え
て
い
る
教
師
は
皆
無
に
等
し
い
。

恐
ろ
し
い
時
代
だ
。

「
夏
な
の
に
、
な
ぜ
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る
の

で
す
か
」
と
尋
ね
た
と
す
る
。
誰
も
答
え
ら
れ

な
い
。「
そ
う
言
わ
れ
た
か
ら
」
と
答
え
る
。「
テ

レ
ビ
で
み
ん
な
着
け
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
言

う
人
も
い
る
。「
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
世
界
だ
」

と
信
じ
込
ん
で
い
る
人
た
ち
だ
。
戦
前
は
テ
レ

ビ
の
代
わ
り
に
新
聞
・
ラ
ジ
オ
が
「
鬼
畜
米
英
」

「
英
雄
ヒ
ト
ラ
ー
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
」
を
国
民
に

信
じ
込
ま
せ
た
。
教
師
は
そ
の
片
棒
を
担
が
さ

れ
た
。
確
固
た
る
反
省
は
七
十
年
で
消
え
た
。

「
マ
ス
ク
の
感
染
防
御
率
」
も
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
」
も
誰

も
知
ら
な
い
。
昭
和
初
期
の
国
民
や
教
師
が

「
米
国
の
航
空
機
製
造
能
力
」
や
「
ヒ
ト
ラ
ー

の
民
族
差
別
演
説
」
を
知
ら
な
か
っ
た
の
と
同

じ
だ
。
自
分
の
頭
で
考
え
な
い
子
供
た
ち
を
、

明
治
か
ら
大
量
生
産
（
育
成
）
し
た
結
果
、
こ

の
国
は
滅
ん
だ
。
滅
ん
だ
そ
の
国
で
育
て
ら
れ

た
の
が
現
在
の
私
た
ち
だ
。
自
分
で
目
覚
め
る

し
か
な
い
し
、ま
た
今
は
そ
れ
が
で
き
る
時
代
だ
。

　

私
は
、
家
族
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
た
く
さ
ん

購
入
し
た
。
し
か
し
、
自
分
で
は
一
度
も
着
け

た
こ
と
が
な
い
。
蒸
し
暑
い
九
州
で
街
を
歩
く

と
き
、
誰
も
が
マ
ス
ク
を
着
け
な
い
私
を
注
視

す
る
。
羊
の
群
れ
だ
。

　

二
月
の
「
札
幌
雪
祭
り
」
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
三
連
泊
し
た
。
ア
イ
ヌ
利
権
の
実
踏
調
査

が
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
目
で
見
た
が
、
巨
大
な

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ほ
ぼ
無
人
だ
っ
た
。
５
Ｇ

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
頻
繁
に
通
っ

た
が
、
同
行
し
た
家
族
を
含
め
て
何
の
疾
病
異
常

も
感
知
し
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
は
い
た
の
だ
ろ

う
が
、
帰
宅
し
て
も
八
十
九
歳
の
父
は
平
気
だ
っ

た
。
一
体
ど
こ
に
患
者
が
い
た
の
だ
ろ
う
。
札
幌

に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
人
た
ち
が
、
テ
レ
ビ
だ
け

見
て
騒
い
で
い
る
。「
情
報
」
は
、
常
に
誰
か
に

操
作
さ
れ
て
い
る
。
踊
る
の
も
自
由
だ
し
、
踊
ら

ぬ
の
も
自
由
。
た
だ
、
メ
タ
認
知
 ※
は
し
て
お
い

た
方
が
よ
い
。
自
分
の
頭
で
考
え
る
の
だ
。

「
羊
に
な
れ
」
と
言
う
大
多
数
の
人
た
ち
が
い

る
。
オ
オ
カ
ミ
は
拒
絶
す
る
。
そ
れ
が
、
向
山

洋
一
氏
が
私
た
ち
に
注
入
し
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
で

あ
り
、
私
た
ち
が
身
に
着
け
た
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

の
エ
ン
ブ

レ
ム
で
あ
る
。

教
え
子
た
ち
を
、
ま
た
戦
場
へ
送
り
出
せ

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
窓
を
開
け
ろ
と
い
う
「
お
達
し
」
が
あ
る
。
真
面
目
に
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
人
た
ち

か
ら
質
問
を
受
け
る
。
自
分
（
の
頭
）
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
十
年
・
二
十
年
後
に
自
分
が
や
っ
て
い
る

こ
と
が
ど
う
見
え
る
か
、
俯ふ
瞰かん
し
て
み
れ
ば
よ
い
。「
竹
や
り
で
Ｂ
29
」
墜お
と
す
ん
で
す
か
？

※ 

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、

 

制
御
す
る
こ
と
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）
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授業技量向上の法則

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

兵
庫
県
姫
路
市
立

英
賀
保
小
学
校

A

Q
「
教
師
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」に
力
を
注
ぐ

感
染
防
止
の
た
め
①
場
所
②
時
間
③
物
に
制
限
が
掛
か
る
。
限
ら
れ

た
条
件
下
で
学
力
を
保
障
す
る
﹁
指
導
法
の
工
夫
﹂
が
求
め
ら
れ
る
。

私  

が
読
み
落
と
し
て
い
た 

向
山
洋
一
の
こ
の
文
章

～
学
校
再
開
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

子
供
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
守
る
た

め
に

http://kodom
olove.org/topics/m

ess
age20200514.htm

l

　

こ
の
よ
う
な
資
料
を
活
用
し
、
具
体
的
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
二
に
、
学
力
の
保
障
。

「
昨
年
度
の
積
み
残
し
」

「
当
該
学
年
の
漢
字
の
読
み
書
き
」

「
算
数
の
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
問
題
（
練

習
問
題
も
）」

な
ど
を
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
保
障
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
防
止
の
た
め
の
授
業
時
間
の
短
縮
や
、

「
第
二
波
」
で
の
再
度
の
臨
時
休
校
も
想
定
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

短
い
時
間
で
も
確
実
に
学
力
を
付
け
さ
せ
る

た
め
、
余
分
な
説
明
を
削
り
、
一
気
に
本
題
へ

と
進
む
指
導
法
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

た
め
、
学
校
で
は
様
々
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
現
場
の
教
師
な
の
で
、「
教
師
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
に
、
子
供
た
ち
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 ※

と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
。

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
、
日
本
の
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
各

家
庭
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　

臨
時
休
校
前
と
後
で
、
生
活
が
一
変
し
て
し

ま
っ
た
子
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
へ
の

ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
公
益
社
団
法
人
「
子
ど
も
の
発
達

科
学
研
究
所
」
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
日
々
状
況
が
変
化
し
、
な

お
か
つ
市
町
村
単
位
で
発
表
さ
れ
る
指

示
も
違
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
教
師
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
今
、
何
を
考
え
ど
う
行
動
し
た
ら
よ

い
の
か
、
現
状
を
踏
ま
え
ご
示
唆
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
の
向
山
・
谷
塾
。
大
阪
で
の

懇
親
会
。「
彩
月
」。
向
山
洋
一
氏
が

「
褒
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

そ
も
そ
も
教
師
は
ど
う
し
て
、

で
き
る
子
ば
か
り
褒
め
る
の
か
。

　

ガ
ツ
ン
と
き
た
。
向
山
氏
の
「
褒

め
る
」
と
い
う
思
想
と
、「
発
問
」

と
い
う
思
想
が
私
の
中
で
初
め
て
つ

な
が
る
。
ス
パ
ー
ク
し
た
。
向
山
氏

の
発
問
観
は
、ほ
か
の
実
践
者
と
違
う
。

　

新
卒
の
時
か
ら
今
日
ま
で
、
私

の
「
発
問
観
」
の
中
心
に
あ
っ
た

の
は
「
ど
う
し
た
ら
教
材
を
う
ま

る
で
せ
う
。

■
斎
藤
喜
博
氏
﹃
授
業
の
展
開
﹄︵
国

土
社　

一
四
九
ペ
ー
ジ
︶
：
１
時
間

の
授
業
で
の
最
初
の
発
問
は
特
に
重

要
で
あ
る
。
発
問
や
問
い
返
し
は
、

い
つ
で
も
明
確
で
具
体
的
な
も
の
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

■
大
村
は
ま
氏
﹃
教
室
を
い
き
い
き

と
１
﹄︵
筑
摩
書
房　

九
一
ペ
ー
ジ
︶：

は
っ
と
さ
せ
る
問
い
か
け
を
、
言
う

と
い
い
の
で
す
。

■
野
口
芳
宏
氏
﹃
国
語
教
師
・
新
名

人
へ
の
道
﹄︵
明
治
図
書　

八
三
ペ
ー

ジ
︶
：
問
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
作
品
の
深
奥
が
見
え
て
く
る
よ
う

な
そ
う
い
う
問
い
こ
そ
子
供
を
変
え

て
い
く
の
で
あ
る
。

■
有
田
和
正
氏
﹃
授
業
は
布
石
の
連

続
﹄︵
明
治
図
書　

五
九
ペ
ー
ジ
︶
：

教
師
は
鮮
明
に
つ
か
ん
だ
内
容
を
発

問
・
指
示
な
ど
の
技
術
を
つ
か
っ
て
、

転
化
を
は
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ど
の
実
践
家
に
も
「
で
き
な
い
子

こ
そ
正
答
す
る
」
と
い
う
発
問
観
は

な
い
。
向
山
氏
だ
け
だ
。
向
山
氏
が

授
業
す
れ
ば
、「
た
っ
た
一
回
」
の

補
教
で
さ
え
も
子
供
た
ち
は
ど
ん
ど

ん
発
言
す
る
。『
向
山
の
教
師
修
業
十

年
』（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

に
は
、
二
つ
の
補
教
の
授
業
が
あ
る
。

①
４
＋
２
︵
六
年
生
︶

②
青
森
の
り
ん
ご
︵
五
年
生
︶

　

ど
ち
ら
も
高
学
年
で
あ
る
。
し
か

し
、
子
供
は
発
表
し
て
い
る
。「
年

が
小
さ
い
か
ら
発
表
す
る
」
は
、
間

違
っ
た
意
見
で
あ
る
。
補
教
だ
け
で

は
な
い
。
向
山
学
級
四
月
で
も
、
子

供
は
ど
ん
ど
ん
発
表
し
て
い
る
。

■
ア
チ
ャ
ラ　

一
九
八
二
年

〇
四
月
十
一
日　

子
供
た
ち
は
先
を

争
う
よ
う
に
手
を
あ
げ
る
。
あ
て
て

も
ら
お
う
と
し
て
す
ご
い
迫
力
で

あ
る
。

〇
四
月
二
十
六
日　

彼
女
は
自
分
一

人
で
主
張
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
あ
の
お
と
な
し
い
大
野
さ
ん
が

⋮
⋮
」
と
子
供
た
ち
は
驚
い
て
い
た
。

　

こ
の
違
い
は
、

ど
こ
か
ら
生
ま

れ
る
の
か
。
そ

の
一
つ
が
、
向

山
氏
の
発
問
観

な
の
で
あ
る
。

く
教
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
発
問

観
で
は
な
く
、「
で
き
な
い
子
こ

そ
が
正
答
す
る
」
と
い
う
発
問
を

考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。（『
教
え

方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
47
』
向

山
洋
一
著　
明
治
図
書
二
〇
ペ
ー
ジ
）

　

ほ
か
の
実
践
家
。

■
芦
田
惠
之
助
氏
﹃
教
式
と
教
壇
﹄

︵
明
治
図
書　

一
六
四
ペ
ー
ジ
︶：
散

漫
で
あ
っ
た
考
に
ま
と
ま
り
が
つ
い

た
り
一
歩
の
高
次
を
指
示
さ
れ
た
り
、

時
に
は
遠
い
遠
い
所
に
一
道
の
光
を

見
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
文
章
の
深
み

に
触
れ
る
読
み
方
を
さ
と
つ
た
り
す

向
山
学
級
で
は
、
な
ぜ
、
あ
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
発
表
す
る
の
か
？

①
発
問
観　

②
褒
め
る　

③
そ
の
瞬
間
を
見
逃
さ
な
い　

④
待
つ

林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

※ 

個
人
の
状
態
像
︵
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
︶
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

 

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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学校

の

物
語

新
時
代

向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

こ
ど
も
教
育
学
科
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

二
〇
二
〇
年
の
夏
の
思
い
出

29

〇
進
学
や
稽
古
事
で
時
間
が
な
い

〇
会
社
の
倒
産
や
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た

〇
家
族
が
不
仲
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る

　

各
学
級
に
は
こ
う
い
う
子
供
た
ち
が
多
数

存
在
す
る
。
恐
ら
く
は
半
数
く
ら
い
の
家
庭

が
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
今
年
の
夏
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
更
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
る
だ
ろ
う
。

　

夏
休
み
の
豊
か
な
体
験
は
、
子
供
の
情
操

教
育
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
だ
か
ら
、
日

本
中
の
子
供
た
ち
全
て
に
保
証
し
て
や
り
た

い
。
教
育
の
機
会
均
等
と
体
験
の
機
会
均
等

が
両
輪
に
な
っ
て
こ
そ
、
賢
く
た
く
ま
し
い

日
本
人
を
育
成
で
き
る
。

　　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
、
私
も
自

粛
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

授
業
、「Zoom

」
で
の
会
議
が
続
く
。

　

幾
つ
も
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
。

各
学
校
で
の
校
内
研
修
会
も
延
期
。
校
長
会

の
行
事
な
ど
に
も
出
掛
け
な
い
。
飲
食
の
機

会
も
な
い
。
結
婚
生
活
四
十
五
年
間
で
、
こ

れ
だ
け
家
に
い
た
の
は
初
め
て
だ
。

　

次
女
一
家
の
三
歳
の
孫
。
じ
い
じ
と
二
人

の
散
歩
の
日
々
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

日
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
。

〇
鉄
道
よ
り
自
動
車
移
動
で
リ
ス
ク
低
減

〇
合
宿
や
団
体
旅
行
は
控
え
よ
う

〇
冷
房
の
部
屋
は
避
け
て
野
外
へ
行
こ
う

三	

親
の
事
情
の
影
響
と
体
験
の
機
会
均
等

　

子
供
時
代
の
夏
休
み
体
験
。
大
人
に
な
っ

て
も
忘
れ
な
い
。

　

多
く
の
親
に
と
っ
て
、
子
育
て
時
代
は
仕

事
も
家
庭
生
活
も
超
多
忙
だ
。
家
族
と
過
ご

す
時
間
を
確
保
す
る
た
め
誰
も
が
苦
労
す
る
。

　

だ
が
、
生
み
出
さ
れ
た
夏
休
み
の
「
非
日

常
の
体
験
」
は
一
生
の
宝
物
に
な
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
の
「
こ
こ
ろ
旅
」。
火
野
正

平
の
訪
ね
る
視
聴
者
の
「
思
い
出
の
地
」
は
、

夏
休
み
に
家
族
と
出
掛
け
た
場
所
が
多
い
。

　

し
か
し
、
現
代
の
世
を
生
き
る
者
に
と
っ

て
、
子
供
に
豊
か
な
体
験
を
さ
せ
ら
れ
る
親

は
そ
う
多
く
な
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事

情
を
抱
え
る
人
々
が
存
在
す
る
。

〇
仕
事
を
休
め
な
い

〇
祖
父
母
な
ど
が
近
く
に
い
な
い

〇
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
な
い

〇
家
族
に
病
人
を
抱
え
て
い
る

〇
子
供
自
身
に
特
別
な
事
情
が
あ
る

〇
居
住
地
近
く
に
手
頃
な
場
所
が
な
い

二	

今
年
の
夏
は

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

観
光
地
へ
の
人
出
は
大
幅
に
減
る
だ
ろ
う
。

　

本
来
な
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
し
た
り
、
テ
レ
ビ
画
面
で

応
援
し
た
り
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
き
っ
と
家

族
旅
行
の
行
き
先
も
微
妙
に
変
わ
っ
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
状
況
に

な
っ
た
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

幾
つ
か
推
察
す
る
。

〇
子
供
の
夏
休
み
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る

〇
大
人
も
夏
休
み
を
取
り
に
く
い

〇
長
距
離
の
移
動
時
間
の
旅
行
を
控
え
る

〇
外
国
人
旅
行
客
が
大
幅
に
減
る

〇
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
値
段
が
安
く
な
る

〇
各
地
の
観
光
地
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る

〇
東
京
や
大
阪
な
ど
は
避
け
た
い

〇
北
海
道
は
大
丈
夫
な
の
か
な

〇
プ
ー
ル
は
「
三
密
」
な
の
で
海
や
川
へ

〇
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
も
待
ち
時
間
が
少
な
い

〇
給
付
金
の
十
万
円
を
活
用
し
た
い

〇
観
光
需
要
の
補
助
金
を
使
い
た
い

〇
春
休
み
に
控
え
て
い
た
帰
省
を
始
め
た
い

　

そ
し
て
十
一
月
、
姫
路
城
を
見
た
後
、
姫

新
線
で
、
た
つ
の
市
の
城
下
を
訪
ね
た
。
揖

保
そ
う
め
ん
の
里
た
つ
の
、
三
木
露
風
の
生

家
を
経
て
、
龍
野
城
へ
。
入
場
無
料
の
城
で
、

年
配
の
係
の
人
が
声
を
掛
け
る
。

「
よ
ろ
い
と
か
ぶ
と
を
付
け
て
み
ま
せ
ん

か
」

　

孫
の
一
五
二
セ
ン
チ
の
体
に
、
本
物
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

を
付
け
て
い
く
。
ひ
も
の
巻
き
方
、
手
足

の
武
具
の
付
け
方
も
工
夫
が
あ
る
。
や
り
の

攻
撃
を
外
す
た
め
の
微
妙
な
曲
線
、
刀
か
ら

守
る
仕
掛
け
、
日
本
の
甲
冑
の
強
さ
が
そ
こ

に
あ
る
。

　

長
篠
の
古
戦
場
を
駆
け
抜
け
た
武
者
達
は

孫
ほ
ど
の
上
背
し
か
な
い
。
天
を
突
く
長
や

り
、
ず
っ
し
り
と
負
荷
の
掛
か
る
火
縄
銃
。

　

あ
の
時
代
の
兵
士
が
い
か
に
過
酷
な
環
境

で
戦
闘
に
臨
ん
だ
か
を
、
改
め
て
実
感
し
た
。

　

長
篠
合
戦
図
の
読
み
取
り
が
深
ま
っ
た
。

篠
城
を
訪
ね
た
。
織
田
・
徳
川
連
合
軍
と
武

田
の
設
楽
原
の
古
戦
場
。
豊
橋
か
ら
飯
田
線

に
乗
り
継
い
で
炎
天
下
を
歩
い
た
。

　

武
田
の
騎
馬
隊
を
防
い
だ
馬
防
柵
、
今
も

流
れ
る
連
吾
川
。
は
る
か
に
臨
む
両
軍
の
本

陣
。
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
六
曲
一
双

の
び
ょ
う
ぶ
の
世
界
が
そ
こ
に
広
が
る
。

　

夢
に
ま
で
見
た
馬
防

柵
。
武
田
の
足
軽
よ
ろ

し
く
、
柵
に
飛
び
つ
い

た
私
。
柵
を
乗
り
越
え

よ
う
と
上
る
。
下
か
ら

孫
が
叫
ぶ
。

「
じ
い
じ
、『
柵
に
上
っ

て
い
け
ま
せ
ん
』
と
書

い
て
あ
る
よ
！
」

　

孫
と
の
城
巡
り
。
大
阪
城
、
名
古
屋
城
、

江
戸
城
、
岡
崎
城
、
小
田
原
城
、
秀
吉
の
一

夜
城
。

一	

長
篠
の
古
戦
場
訪
問
記

　

古
城
の
石
垣
に
た
だ
一
人
。
眼
前
に
は
城

下
町
、夏
空
に
入
道
雲
が
沸
き
立
つ
。シ
ョ
ー

ト
ピ
ー
ス
を
片
手
に
、
時
刻
表
で
次
の
訪
問

地
を
探
す
。
人
も
ま
ば
ら
な
松
の
疎
林
に
蝉せ

み

時し
ぐ
れ雨

が
降
り
掛
か
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
初
頭
。
団
塊
の
世
代
は

「
七
〇
年
安
保
後
の
空
虚
な
時
代
」
を
彷ほ

う

徨こ
う

の
旅
に
出
て
、
自
ら
の
生
を
鎮
魂
し
て
い
た
。

私
も
そ
ん
な
漂
流
民
の
一
人
だ
っ
た
。

　

函
館
五
稜
郭
、
盛
岡
城
、
信
州
高
遠
城
、

岐
阜
城
、
津
山
城
、
備
中
松
山
城
、
伊
予
大

洲
城
、
島
原
の
原
城
、
竹
田
の
岡
城
、
幾
つ

も
の
城
で
一
人
た
た
ず
ん
だ
。

　

昨
今
の
城
ブ
ー
ム
。「
日
本
1
0
0
名
城
」

だ
け
で
な
く
、「
続
日
本
1
0
0
名
城
」
に

も
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
マ
ニ
ア
が
訪
れ
る
。

　

昨
夏
、
六
年
生
の
孫
と
家
内
と
と
も
に
長
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 教
育
の
場
に
、
教
師
と
父
母
と
の
固
い
連
帯
を

教
師
は
自
分
を
理
解
し
支
え
て
く
れ
る
保
護
者
を
自
ら
創
り
出
し
て
い
く
べ
き
だ
。

向
山
洋
一
、
二
十
九
歳
の
主
張
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

解
説
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

を
こ
そ
教
師
に
要
求
す
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。

ざ
れ
ご
と
２

　
そ
れ
に
、
子
供
に
と
っ
て
遊
び
と
は
、
勉

強
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
い
や
そ
れ
以
上
に
大
切

な
仕
事
な
の
だ
。
遊
び
の
中
で
、
子
供
は
か

ら
だ
を
き
た
え
、
心
を
ゆ
た
か
に
し
、
喜
怒

哀
楽
の
意
味
を
知
り
、
集
団
と
の
か
か
わ
り

に
お
け
る
自
分
を
と
ら
え
な
お
し
て
い
く
の

で
あ
る
。（
テ
レ
ビ
は
遊
び
の
う
ち
に
入
り
ま

せ
ん
よ
）
勇
敢
さ
も
優
し
さ
も
そ
う
し
て

育
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
親
父
な
ら
思
い
あ

た
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
小
学
生
の

こ
ろ
、
上
級
生
が
ガ
キ
大
将
と
な
り
、
小
さ

い
子
ま
で
ひ
き
つ
れ
て
、
時
に
は
オ
ニ
ゴ
ッ

コ
を
し
、
時
に
は
虫
と
り
に
行
き
、
時
に
は

ケ
ン
カ
を
し
、
時
に
は
柿
ド
ロ
ボ
ー
を
し
た

こ
と
を
。
そ
し
て
、
中
学
生
に
な
る
と
集
団

を
ぬ
け
、
新
し
い
ガ
キ
大
将
が
ま
た
う
ま
れ

て
く
る
の
を
。
こ
れ
は
、
日
本
中
、
ど
こ
で

で
も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
あ
る
学
者
の

調
査
に
よ
る
と
、
こ
う
い
う
集
団
（
ギ
ャ
ン

グ
エ
イ
ジ
グ
ル
ー
プ
）
を
通
ら
な
か
っ
た
子

供
は
、
心
が
い
び
つ
に
な
り
、
ゆ
が
ん
で
い

る
と
い
う
。

　
遊
び
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
切
で
あ
り
、
そ

れ
ほ
ど
人
の
一
生
に
左
右
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
せ
い
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
き
た
子
の
方

　
私
は
、
新
卒
か
ら
退
職
ま
で
三
十
二
年
間

の
教
師
生
活
を
送
っ
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て

の
実
践
記
録
・
実
物
資
料
を
公
開
し
出
版
し

た
。
ノ
ー
ト
も
下
書
き
も
含
ま
れ
て
い
る
。

修
正
は
も
ち
ろ
ん
し
て
い
な
い
。
教
師
生
活
、

す
べ
て
の
実
践
、
研
究
を
公
開
し
た
教
師
は
、

他
に
い
な
い
。
実
物
資
料
（
学
級
通
信
な
ど
）

な
ど
は
、そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
て
「
解
説
」「
他

の
文
」
な
ど
が
書
い
て
な
い
た
め
、
素
通
り

し
て
い
る
人
が
多
い
。
一
九
七
三
年
、
五
月

八
日
の
「
大
四
小
五
の
一
　
エ
ト
ラ
ン
ゼ
」

か
ら
。
担
任
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
後
の

学
級
通
信
で
あ
る
。「
担
任
の
ざ
れ
ご
と
」
を

三
つ
書
い
て
い
る
。
私
は
29
才
。

ざ
れ
ご
と　

１

　
あ
の
先
生
は
宿
題
を
出
し
て
く
れ
る
か
ら

熱
心
だ
と
か
、
い
や
出
し
て
く
れ
る
の
は
い

い
が
見
て
く
れ
な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
だ
め
だ

と
か
、
あ
の
先
生
は
出
さ
な
い
か
ら
不
熱
心

だ
と
か
い
う
話
が
父
母
の
間
で
あ
る
ら
し
い
。

家
に
か
え
っ
た
ら
と
に
も
か
く
に
も
少
し
は

勉
強
し
て
く
れ
と
い
う
親
の
ね
が
い
だ
ろ
う

が
、
教
育
を
堕
落
さ
せ
て
い
る
一
つ
の
原
因

だ
。

　
良
い
教
師
と
は
、
学
問
の
こ
と
を
勉
強
の

こ
と
を
責
任
を
も
っ
て
、
学
校
に
い
る
間
に

終
ら
せ
て
く
れ
る
教
師
だ
。
そ
し
て
、
学
問

へ
の
親
し
み
、
お
も
し
ろ
さ
を
通
し
て
、
時

に
は
自
分
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢

を
育
て
て
く
れ
る
教
師
だ
。
そ
れ
は
機
械
的

に
宿
題
を
出
す
の
と
、
天
と
地
ほ
ど
の
ち
が

い
が
あ
る
。プ
ロ
と
ア
マ
と
の
ち
が
い
が
あ
る
。

　
そ
れ
を
、
よ
る
と
さ
わ
る
と
「
宿
題
を
出

し
て
く
れ
」
と
い
っ
て
、
教
師
の
質
を
下
落

さ
せ
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
家
の
子

は
算
数
の
分
数
が
分
か
ら
な
い
か
ら
先
生
な

ん
と
か
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
味

が
、
勉
強
中
も
か
っ
ぱ
つ
な
の
で
あ
る
。

ざ
れ
ご
と
３

　
所
で
「
宿
題
を
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
よ

り
、
忘
れ
物
を
し
な
い
で
学
校
に
来
て
く
れ

た
方
が
勉
強
は
す
す
む
の
だ
。
顔
を
洗
わ
ず

歯
も
み
が
か
な
い
で
来
る
子
よ
り
、
き
ち
ん

と
し
て
き
た
子
の
方
が
勉
強
に
集
中
し
て
い

く
な
ど
は
い
わ
な
い
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

親
は
、
そ
う
し
た
躾
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

て
あ
げ
る
こ
と
で
、「
宿
題
を
出
し
て
下
さ
い
」

と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
実
質
的
に
学
力
の

つ
く
子
を
育
て
る
役
割
を
す
る
の
だ
と
思
う
。

　
一
般
的
に
山
の
手
地
区
と
海
岸
地
区
の
子

供
の
ち
が
い
が
い
わ
れ
る
ら
し
い
が
、
俺
に

い
わ
せ
れ
ば
才
能
の
ち
が
い
な
ど
な
い
の
で

あ
る
。
但
し
山
の
手
の
子
は
忘
れ
物
を
す
る

子
は
極
め
て
少
な
く
、
顔
を
洗
っ
て
こ
な
い

子
な
ど
皆
無
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
教
室
に
の

ぞ
む
条
件
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
宿
題
を
出
し
て
み
た
が
、
や
は
り

や
め
て
い
き
た
い
。
責
任
を
も
っ
て
学
校
の

授
業
が
で
き
る
教
師
に
は
程
遠
い
が
、
そ
れ

で
も
、
石
に
か
じ
り
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た

教
師
に
な
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
教
師
と
父

母
と
の
固
い
連
帯
が
、
教
育
の
場
で
は
必
要

な
の
だ
か
ら
。

（『
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌
　
二
〇
〇
四
年
九
月
号
）

向
山
論
文

化
が
、
自
由
と
秩
序
と
い
う
二
律
背
反
を
見
事

に
両
立
さ
せ
て
い
た
。３

　

か
つ
て
「
勉
強
は
学
校
」
で
「
し
つ
け
は
家

庭
」
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
逆
転
し

て
い
る
。
し
つ
け
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
学

校
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
負
担
を
減
ら

し
、
学
力
向
上
に
集
中
さ
せ
て
ほ
し
い
。
宿
題

を
出
せ
と
い
う
注
文
よ
り
、
家
庭
で
忘
れ
物
を

し
な
い
子
に
育
て
て
欲
し
い
。

　

教
師
は
、
勉
強
を
教
え
、
能
力
を
伸
ば
す
こ

と
が
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
教
師
と
父

母
が
固
く
連
帯
し
、
共
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
向
山
氏
の
主
張
だ
っ
た
。

１

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
対
応
が
分
か
れ
た
。
大

量
の
宿
題
を
課
し
た
学
校
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
い
う
新
し
い
形
で
対
応
し
た
学
校
に
分
か

れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
、
学
習
機
会
の
保

障
と
い
う
レ
ベ
ル
、
さ
ら
に
学
習
内
容
の
習
得

を
め
ざ
す
レ
ベ
ル
、
自
ら
発
展
学
習
へ
と
導
く

授
業
と
、
学
び
の
姿
が
多
様
化
し
た
。

　

勉
強
の
こ
と
は
、
教
師
が
授
業
で
責
任
を
も

つ
。
宿
題
を
出
す
教
師
は
良
く
な
い
教
師
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
緊
急
時
で
も
、
先
生
の

主
張
は
色
あ
せ
な
い
。２

　

向
山
氏
は
、
あ
く
ま
で
子
供
の
成
長
に
責
任

を
も
つ
教
師
の
プ
ロ
と
し
て
の
見
識
を
示
す
。

遊
び
が
果
た
す
教
育
的
な
側
面
を
主
張
す
る
。

氏
の
文
章
は
、
同
じ
経
験
を
も
つ
親
が
過
去
を

振
り
返
り
、
納
得
す
る
よ
う
な
説
き
方
で
あ
る
。

子
供
は
子
供
の
中
で
育
つ
。
そ
こ
に
遊
び
の
時

代
を
超
え
た
価
値
が
あ
る
。
ま
た
遊
び
は
、
学

級
を
経
営
す
る
上
か
ら
も
学
習
と
変
わ
ら
ぬ
重

大
な
意
味
を
も
つ
。

　

向
山
学
級
は
、
明
る
く
、
自
由
で
、
伸
び
や

か
だ
が
、
乱
れ
て
い
な
い
。
遊
び
と
い
う
裏
文

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※ 

一
部
、
吉
永
に
よ
る
略
あ
り
。
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尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供

たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
さ
わ
り
︶

ニャティティの歌⑤
もし真ん中の弦が切れたなら
音楽も切れてしまうよ。

　

ル
オ
ー
の
村
に
は
、
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、「N

yatiti 
m

adiere ochodo chuny thum
 

chutho.

」

　

こ
れ
は
、「
も
し
真
ん
中
の
弦

が
切
れ
た
な
ら
音
楽
も
切
れ
て
し

ま
う
よ
」
と
い
う
意
味
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
、
八
本
の
弦

を
も
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
カ
ン

バ
・
ナ
ネ
（K

am
ba N

ane

）
と

も
呼
ば
れ
る
。
ケ
ニ
ア
に
は
四
十

を
超
え
る
民
族
が
暮
ら
し
て
い
る

か
ら
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
と
言
っ
て

も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、カ
ン
バ
・
ナ
ネ
と
言
え
ば
、「
あ

あ
、
あ
の
楽
器
ね
」
と
す
ぐ
に
分

か
っ
て
も
ら
え
る
。
カ
ン
バ
は
ス

ワ
ヒ
リ
語
で
「
弦
」、ナ
ネ
は
「
八
」

を
意
味
す
る
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
が
現
在
の
形
に

な
っ
た
の
は
約
二
百
年
前
と
も
、

三
百
年
前
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

元
々
は
偉
大
な
ム
ゼ
ー
（
長
老
）

の
葬
儀
で
演
奏
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、

死
者
の
魂
を
弔
っ
た
り
、
残
さ
れ

た
家
族
を
な
ぐ
さ
め
た
り
、
祈
祷

師
や
医
者
の
代
わ
り
と
し
て
も
使

わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
結
婚
式
や
誕
生
祝
い
な
ど
、

お
祝
い
の
席
で
も
演
奏
さ
れ
る
。

　

い
い
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
弾
き
の
い

る
村
の
近
く
で
は
、
子
供
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
、
皆
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
奏
者
は
、
そ
の
場
で
起

こ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
や
人

間
模
様
、
時
に
は
社
会
風
刺
な
ど

を
即
興
で
面
白
お
か
し
く
歌
に
す

る
。

　

ル
オ
ー
の
人
た
ち
は
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
の
こ
と
を
ケ
ニ
ア
の
ギ
タ
ー

だ
と
自
慢
す
る
。実
際
は
、ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
よ
り
も
一
回

り
ほ
ど
小
さ
い
。
胴
体
か
ら
は
二

本
の
ア
ー
ム
が
伸
び
、
ヘ
ッ
ド
の

木
に
弦
を
巻
き
付
け
る
。
ち
な
み

に
、
胴
体
は
イ
チ
ジ
ク
の
木
で
あ

る
。
イ
チ
ジ
ク
の
木
は
神
聖
な
木

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
で

は
、
大
人
が
二
人
が
か
り
で
も
抱

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
木
に
な
る
。

こ
の
木
を
く
り
抜
い
て
牛
の
革
を

張
る
。
革

は
雄
の
老

牛
の
革
が

よ
い
と
さ

れ
る
。
脂

身
が
少
な

く
堅
く
て

分
厚
い
か

ら
い
い
音

が
す
る
。

　

ビ
ー
ン
・

ビ
ー
ン
と

い
う
渋
い
音
が
す
る
秘
密
は
、
胴

体
中
央
に
あ
る
モ
ー
ル
（
さ
わ

り
）
で
あ
る
。
モ
ー
ル
と
い
う
ル

オ
ー
語
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
「
喜
び
」、
も
う
一
つ
が

「
さ
わ
り
」
で
あ
る
。
何
本
か
の

細
い
竹
と
小
さ
な
板
が
蜜み
つ

蝋ろ
う

で

留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
サ
ウ
ン
ド

ホ
ー
ル
に
は
小
さ
な
扉
が
付
い
て

い
る
。
こ
の
サ
ウ
ン
ド
ホ
ー
ル
は

投
げ
銭
入
れ
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

そ
の
昔
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
は

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
中
に
着
替
え
を

入
れ
、
旅
を
し
て
回
っ
た
と
か
。

騒人社の書籍の宣伝
学校の図書予算で、騒人社の絵本を
そろえてください。

　

騒
人
社
は
、
後
継
ぎ
が
い
な
い

会
社
を
向
山
先
生
と
前
代
表
取
締

役
の
小
貫
榮
一
氏
が
買
い
取
っ
た
。

「
騒
人
社
」
の
設
立
当
時
は
、
医

学
書
を
中
心
に
出
版
し
て
い
た
。

「
騒
人
」
と
い
う
名
前
も
、
中
国

の
古
い
本
に
出
て
く
る
言
葉
で
、

文
化
人
と
か
粋
な
人
と
か
い
う
意

味
が
あ
る
と
い
う
。

　

小
貫
氏
が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
介
護
予
防
協

会
」
の
理
事
長
の
仕
事
に
専
念
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
教
職
を
定

年
退
職
後
、
師
尾
が
引
き
継
い
だ
。

今
年
で
九
年
目
に
入
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
向
山
先
生
が
一
番

の
株
主
、
会
社
の
役
員
で
あ
る
。

１ 

書
籍
の
流
通

　

騒
人
社
は
、
ト
ー
ハ
ン
、
日
販

と
の
直
接
取
引
が
あ
り
、
全
国
の

書
店
か
ら
の
注
文
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ト
ー
ハ
ン
、
日
販
の

二
社
の
市
場
占
拠
率
は
七
五
％
を

超
え
て
い
る
と
い
う
。

　

学
校
の
出
入
り
の
本
屋
さ
ん
に

注
文
す
る
と
、
書
店
の
番
線
が
書

か
れ
た
注
文
票
が
騒
人
社
に
入
り
、

そ
の
注
文
を
倉
庫
に
送
り
、
発
送

す
る
。
本
屋
さ
ん
が
、
直
接
ト
ー

ハ
ン
、
日
販
経
由
で
注
文
す
る
場

合
も
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
書
店
か
ら
の

注
文
の
多
く
は
、
ト
ー
ハ
ン
、
日

販
、
大
阪
屋
、
Ｋ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
取

り
次
ぎ
と
提
携
し
て
い
て
、
そ
の

流
通
に
乗
る
。

　

全
国
の
書
店
か
ら
の
注
文
の
多

く
は
、
い
ま
だ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
注
文
だ
け

は
、
全
て
独
自
の
流
通
を
も
つ
。

騒
人
社
の
書
籍
も
ア
マ
ゾ
ン
か
ら

の
注
文
が
急
増
し
て
い
る
。
週
に

三
度
く
ら
い
、
騒
人
社
に
、
幾
つ

か
の
ア
マ
ゾ
ン
倉
庫
か
ら
ネ
ッ
ト

で
注
文
が
入
り
、
そ
れ
を
騒
人
社

の
本
を
預
け
て
い
る
倉
庫
に
、
注

文
票
に
し
て
メ
ー
ル
で
送
る
。
倉

庫
に
は
ア
マ
ゾ
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
が

取
り
に
来
る
。
今
後
、
書
籍
の
流

通
に
変
化
が
起
こ
る
よ
う
な
予
感

が
す
る
。

２ 

脳
ト
レ
絵
本
は
じ
ま
り
物
語

「
ど
こ
ど
こ
」
の
絵
本
は
、
発
刊

当
初
小
嶋
悠
紀
先
生
が
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

て
、
文
部
科
学
省
か
ら
特
別
支
援

学
級
の
教
科
書
と
し
て
入
れ
て
い

た
だ
く
ほ
ど
に
な
っ
た
。
全
十
巻

を
学
校
の
図
書
室
に
そ
ろ
え
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
。

　

絵
本
第
二
弾
『
脳
ト
レ
絵
本
は

じ
ま
り
物
語
全
三
巻
』。
読
解
力

を
意
識
し
て
作
っ
た
の
で
、
監
修

は
向
山
先
生
に
お
願
い
し
た
。
学

校
の
図
書
予
算
で
是
非
購
入
を
お

願
い
す
る
。

３ 

キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
、
電
事
連

ほ
か
様
々
な
所
か
ら
注
文
あ
り
。

４ 

全
学
年
漢
字
ま
と
め
く
ん

「
コ
ロ
ナ
状
況
下
で
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
と
し
て
活
用
し
た
」
と
の

声
が
届
い
た
。

５ 

﹃
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践

 

と
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
﹄七
月
発
刊

（
向
山
・
板
倉
・
師
尾
共
著
）
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

【特別編】コロナ禍にも
負けません
TOSSの社会貢献活動を長年にわたりご支援
いただいている「経済広報センター」からの
ご案内をお送りします。（美崎）

　

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
二
十

年
以
上
に
わ
た
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

皆
様
と
、
環
境
教
育
、
産
業
（
金

融
、
流
通
・
貿
易
）
教
育
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
、

小
学
生
ク
ル
マ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
を
展
開
し
て
参
り
ま
し

た
。
各
セ
ミ
ナ
ー
で
は
各
産
業
の

最
新
事
情
、
例
え
ば
環
境
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
最
新
情
報
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
産
業
別
テ
キ
ス
ト

を
使
っ
た
模
擬
授
業
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
春
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
実

際
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
五
月
十
七
日
に

は
、
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
も

「Zoom

」
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
の
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
対
応
力
の
す
ご
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
六
百
二
十
名
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
も
盛
況
で
し
た

が
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
威
力
は
す
ご
い
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
実
際
の
セ
ミ
ナ
ー
と
異

な
り
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
ク
ル
マ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」「
放
射
線

出
前
授
業
」「
テ
キ
ス
ト
の
配
布
」

の
ご
案
内
の
チ
ラ
シ
を
席
上
、
ま

た
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
袋
 ※
に
入
れ
て
、

皆
様
に
実
際
に
手
に
取
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
チ
ラ
シ
代
わ
り
に
ぜ

ひ
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ク
ル
マ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

昨
年
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先

生
方
が
多
く
、
既
に
御
存
じ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ク
ル
マ
」
を

テ
ー
マ
に
小
学
生
が
撮
っ
た
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
六
月
八
日

か
ら
九
月
十
八
日
ま
で
が
応
募
期

間
で
、
小
学
生
本
人
が
撮
影
し
た

写
真
に
限
り
ま
す
。

　

谷
先
生
も
審
査
委
員
を
務
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
テ
キ
ス
ト
の
活
用
を

　

環
境
教
育
で
は
電
子
機
械
、
都

市
ガ
ス
、
電
力
、
鉄
鋼
、
セ
メ
ン

ト
、
鉄
道
等
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
努

力
、
金
融
教
育
で
は
銀
行
、
証
券
、

生
損
保
、
信
託
、
投
資
信
託
の
仕

組
み
、
流
通
貿
易
で
は
商
社
の
役

割
に
つ
い
て
テ
キ
ス
ト
と
指
導
案

が
あ
り
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
は
、
授
業
を
受
け
た
子

供
た
ち
の
感
想
の
記
入
欄
が
あ
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
授
業
を
受
け
た
子
供
た

ち
の
感
想
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
た
感
想
を
基
に
し
て
、
さ

ら
に
テ
キ
ス
ト
を
改
善
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
放
射
線
出
前
授
業

　

毎
年
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
セ

ミ
ナ
ー
会
場
で
、
出
前
授
業
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
三

十
か
所
程
度
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
い
ず
れ

も
各
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

全
国
協
議
会
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
環
境

教
育
、
産
業
教
育
」
の
検
索
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
さ

桑
くわ

 徹
とおる一般財団法人経済広報センター

常務理事

今月号のテーマ
地域行事と教育のあり方　
指導主事日記

●TOSSの社会貢献活動報告●
　TOSSでは、現在、たくさんのセミナーがオンラインで開催されている。
　今回は、その中の「SDGsセミナー」を紹介する。
　SDGsについては、TOSSではかなり早い時期から注目してきた。
「教育コミュニティ WEB」でも、2019年4月号、2019年12月号で経済広報セン
ターの佐桑徹氏に寄稿してもらい、「SDGsとは何か」を分かりやすく教えてもらった。

TOSS　SDGsセミナー in 東京（Zoom開催）
１．日時　2020年10月10日（土）13：30 〜 16：30（予定）
２．内容　
　（１）SDGs対談
　　　　　「新学習指導要領を踏まえたSDGsの実践」
　　　　　対談：関正雄氏・谷和樹氏 聞き手：佐桑徹氏
　（２）児童・生徒によるSDGs実践発表
　（３）SDGsワークシート活用授業報告 若手教師３名

※『キーワードで教えるSDGs』（騒人社）第４章のワークシートを使用。
　（４）新学習指導要領を踏まえた授業提案 林健広氏
　（５）SDGs研究校の取り組みの報告 久野歩氏
　（６）基調提案　SDGs授業と講演 谷和樹氏

〈オンラインセミナーの例〉

※写真は「第85回最新環境教育セミナー in 東京」（Zoom開催）の千葉雄二氏の講座

＊ 「教育コミュニティ WEB」については、77ページ下欄をご覧ください。

※ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
、

 

セ
ミ
ナ
ー
資
料
な
ど
を
入
れ
る
袋
。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ WEB　８月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．０から始める教師の社会貢献……清田直紀氏
２．学校外でのビジネスマナー
　　　　　　　　　　……田村純子（教育技術研究所）
３．越智敏洋のNPO運営講座17……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●経済広報センター　2020年度のご案内

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

　

指
導
主
事
の
仕
事
は
学
校
の
教
育

課
程
や
学
習
指
導
へ
の
指
導
、
あ
る

い
は
教
育
施
策
の
立
案
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
行
事
に
直
接
関
わ
る

こ
と
は
な
い
。

　

で
は
、
地
域
行
事
あ
る
い
は
地
域

の
人
々
と
関
わ
る
必
要
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
指

導
主
事
は
じ
め
教
育
行
政
こ
そ
、
地

域
に
飛
び
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。

　

地
域
で
の
信
頼
が
教
育
施
策

を
進
め
る
た
め
の
原
動
力
に
な

る
。

　

こ
れ
は
、
私
の
指
導
主
事
経
験
の

中
で
強
く
感
じ
た
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
、
あ
る
地
域
の
小
学
校
の

〇
放
課
後
子
供
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
と

そ
こ
に
通
う
子
供

〇
地
域
の
神
社
氏
子
会

〇
地
域
の
和
太
鼓
チ
ー
ム

〇
地
域
の
自
動
車
教
習
所

〇
会
場
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

〇
会
場
校
の
教
員
有
志

　

こ
れ
ら
の
団
体
が
、
事
前
に
出
店

や
櫓
の
準
備
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

用
意
を
し
て
い
る
。
自
動
車
教
習
所

は
、
交
通
安
全
の
啓
発
の
た
め
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
を
体
験
で

き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
持
ち
込
む

ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
た
。

　

ほ
か
に
も
警
備
と
し
て
以
下
の
団

体
が
参
加
し
て
い
た
。

〇
防
犯
協
会

〇
交
通
安
全
協
会

〇
消
防
団

　

ま
た
、
祭
り
が
始
ま
る
と
、
挨
拶

の
た
め
に
市
長
や
地
元
の
市
議
な
ど

も
来
る
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
だ
が
、
何

か
一
つ
地
域
行
事
に
出
て
み
る
と
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
関
係
団
体
が
地
域

に
あ
る
か
、
学
校
も
地
域
組
織
の
一

つ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

〇
自
分
た
ち
が
教
育
施
策
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
に

は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
の
か
。

〇
地
域
の
中
心
者
は
ど
の
よ
う

な
人
た
ち
な
の
か
。

〇
地
域
の
中
で
、
学
校
は
ど
の
よ

う
な
立
ち
位
置
に
あ
る
の
か
。

　

地
域
行
事
に
出
て
、
こ
れ
ら
を
知

る
こ
と
で
、
学
校
の
教
育
課
程
へ
の

指
導
や
教
育
施
策
の
立
案
が
よ
り
緻

密
に
、
よ
り
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ

た
も
の
へ
と
昇
華
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
学
校
を
会
場
に
し
た
地
域

行
事
の
場
合
、
行
事
の
中
心
者
は
学

校
協
力
者
の
中
心
で
あ
る
場
合
も
多

い
。
さ
ら
に
、
一
つ
の
組
織
の
中
心

者
は
他
の
地
域
組
織
と
も
深
く
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
と
、
学
校
の

教
育
活
動
以
外
の
地
域
行
事
で
会
う

と
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
信
頼

校
庭
で
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
た
と

す
る
。

　

小
学
校
で
地
域
の
盆
踊
り
大

会
を
実
施
す
る
と
、
ど
の
よ
う

な
関
係
団
体
が
そ
の
場
に
集
う

だ
ろ
う
か
。

　

あ
く
ま
で
一
つ
の
例
だ
が
、
私
が

勤
め
た
市
で
行
わ
れ
た
催
し
の
場
合
、

次
の
よ
う
な
団
体
が
当
日
参
加
を
し

て
い
た
。

～
出
店
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
～

〇
青
少
年
問
題
協
議
会

〇
社
会
福
祉
協
議
会

〇
地
域
の
高
齢
者
福
祉
施
設

〇
地
域
の
障
害
者
作
業
所

地
域
行
事
と
教
育
の
あ
り
方

指
導
主
事
日
記

学
校
と
と
も
に
教
育
行
政
が
地
域
に
飛
び
出
す
こ
と
で
「
信
頼
」
が
生
ま

れ
る
。「
信
頼
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
教
育
施
策
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

高た
か

井い 

隆り
ゅ
う

一い
ち

Ａ
市 

指
導
主
事

関
係
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

椎
川
忍
氏
は
、
著
書
の
中
で
「
公
務

員
十
戒
」
の
一
つ
と
し
て
次
の
よ
う

に
言
う
。

公
務
員
十
戒
③

う
ち
に
こ
も
ら
ず
、
広
い
世
界

に
飛
び
出
し
、
人
脈
を
広
げ
よ

（『
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
今
井
書
店
）

　

こ
の
「
人
脈
を
広
げ
る
こ
と
」
の

う
ち
、
特
に
教
育
行
政
の
場
合
は
、

「
地
域
の
中
心
者
と
の
関
わ
り
を
増

や
す
こ
と
」
が
大
切
だ
。

　

教
育
行
政
が
何
か
教
育
施
策
を
推

進
す
る
際
に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
住
む
地
域
住
民
に
も
理
解
を

し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
が

あ
る
。
大
き
な
施
策
で
あ
れ
ば
、
な

お
さ
ら
だ
。

　

先
の
盆
踊
り
を
実
施
し
て
い
た
学

校
の
場
合
、
私
は
、
盆
踊
り
だ
け
で

な
く
、
学
校
公
開
な
ど
で
、
学
校
に

来
て
い
た
地
域
関
係
者
と
挨
拶
や
交

流
を
重
ね
て
い
た
。

を
作
る
こ
と
で
、
学
校
や
教
員

が
教
育
活
動
に
重
点
を
置
い
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
と
警
察
や
児
童

相
談
所
等
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
り
、
生
徒
指
導
や
子
供
の
健

康
・
安
全
等
に
組
織
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

（「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の

在
り
方
と
今
後
の
改
善
方
策

に
つ
い
て
（
答
申
）
概
要
」

文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

　

教
育
行
政
が
そ
こ
に
加
わ
る
こ
と

で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
教
育
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

時
に
は
、
学
校
と
地
域
の
関
わ
り

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

あ
る
と
き
、
市
と
し
て
、
地
域
と

連
携
し
た
教
育
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
私
は
、
こ
の
学
校
や
地
域
関

係
者
に
説
明
に
赴
い
た
。
新
し
い
取

組
は
、
時
に
相
手
に
拒
否
反
応
を
も

た
ら
す
。
し
か
し
、
何
度
も
交
流
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

「
あ
な
た
が
言
う
こ
と
な
ら
や
っ
て

み
よ
う
」

と
、
好
意
的
に
受
け
て
も
ら
い
、
学

校
と
地
域
挙
げ
て
の
取
組
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

指
導
主
事
や
行
政
の
人
間
が
、
学

校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
に
飛

び
出
し
、
地
域
関
係
者
と
関
わ
り
を

広
げ
、
深
め
て
こ
そ
、
自
分
た
ち
の

言
葉
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
「
チ
ー
ム
学

校
」
の
推
進
を
う
た
っ
て
い
る
。

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
っ
て
、
共
に
子

供
の
成
長
を
支
え
て
い
く
体
制

イラスト：ナカジマ ヤヨイ



79   2020. 8 78

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

東京
都

TOSS★TEAM2000

東京都大田区立萩中小学校

篠
しの

﨑
ざき

 一
かず

徳
のり

連絡先：team2000.baban@gmail.com

控えめにサークルしている
　授業大好き、性別問わず、ただただ授業の
面白さ、できる実感、手応え求め、ひたすら
続ける教師修業。メンバーは教師道場、研究
員、研究主任もやっている。月に一回、土曜
の午後に勉強会。ただ見るもよし、相談もよ
し、授業を持ち寄り、語るもよし。その後上
戸は酒を飲み、下戸は料理を堪能す。代表禁
酒で健康的！　いざ来たれ！　「TEAM2000」で
満ちる幸福、あふれる笑顔。教師生活、万々歳！ 

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第63回産業金融教育シンポジウムin京都 （TOSS中央事務局　手塚美和）

岩手県
TOSS銀河

岩手県遠野市立青笹小学校

田
た

村
むら

 治
はる

男
お

連絡先：avanti@taupe.plala.or.jp

サークルは家 サークル員は家族
　岩手で20年以上活動を続け、毎年メンバー
が増え続けている。昨年度から約10年ぶりに
学生サークルが誕生し、学習会を積極的に開
催。昨年度、一昨年度とTOSS東北中央事務
局主催の「杉山登志郎先生と学ぶ特別支援教
育セミナー」に協力。今年度は、みちのく療
育園診療部長川村みや子氏との「医教連携セ
ミナー岩手」を開催予定だ。「サークルは家 
サークル員は家族」を合言葉に歩んでいく。

【開催日時】2020年８月30日（日）10：00 〜 12：30（受付開始 9：40）
【開催場所】京都市内　
【参加費】無料
【講師】谷和樹氏、許鍾萬氏
【講座内容】
１）テキストをこの学年・単元・領域で活用する！　実践模擬授業
２）特別講演　一般社団法人　信託協会　 総務部参事　竹石誠氏
３）今すぐできる「働き方改革」！　ゼロから学べる仕事術

一人一人の仕事の効率化から、学校全体の働き方改革へ！「学校にあるものを
活用」して、「仕事の流れを変える」ことで、働きやすさはこんなに変わる！
目からウロコのカイゼン術。若い先生こそ仕事の進め方は意識的に！　仕事の
仕方、苦しい時の乗り越え方・楽しく仕事をする方法など、知っておけば必ず
差がつくコツやアイデアをご紹介いただきます。　

４）すぐに役立つ！　研究授業のための学習指導案のつくり方    
授業力向上、子ども理解のためには指導案づくりが欠かせない。学習指導案を書くと、子どもの姿がよく見
えてくる。プロ教師としての授業力を付けるため、本講座は、研究授業の指導案に関して要求される事柄を
整理し、解説していただきます。

５）「授業改善」の秘
ひ

訣
けつ

を公開！　この見方・意識で授業は変わる！    
あなたの授業を変える、具体的なヒントが満載！　授業を見抜く「眼」とその「改善指導力」を身に付ける
にはどうすればよいのか。よりよい授業をつくるための「改善」ポイントを具体的にご紹介していただきま
す。あなたの授業が、劇的に変わるヒントが満載です！

６）最新トレンドテーマを授業化！　SDGsの視点に立った基調提案授業
深い教材研究が、授業を変える。「想像力を発揮し、いい教材を『発掘する』。創造力を発揮し、いい教材に『仕
上げる』」という精神から、教材にこだわりSDGsの視点に立った授業を提案していただきます。

８月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、「Zoom」での開催となりました。（7/1現在）

五
月
三
日
㈰	

子
ど
も
観
光
大
使
全
国
大
会
。

初
の
「Zoom

」
開
催
。
各
地
の
子
供
た
ち

の
発
表
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
英
語
で
ご
当

地
の
紹
介
が
あ
っ
た
り
、
楽
し
い
動
画
が
流

れ
た
り
し
た
。
国
土
交
通
省
鉄
道
局
長
の
水

嶋
智
氏
や
観
光
庁
長
官
の
ご
挨
拶
も
あ
り
、

全
国
か
ら
七
百
名
を
超
え
る
参
加
者
で
大
盛

会
だ
っ
た
。

五
月
五
日
㈫	

こ
ど
も
の
日
。
谷
先
生
と
五
色

百
人
一
首
協
会
で
「Zoom

」
に
よ
る
五
色

百
人
一
首
大
会
が
開
か
れ
た
。

五
月
八
日
㈮	

夕
方
か
ら
五
月
十
六
日
開
催
の

向
山
塾
申
込
者
限
定
「
第
３
回
元
気
わ
い
わ

い
会
」
に
出
席
。
全
国
の
三
百
名
の
先
生
方

と
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。
向
山
は
、
騒
人
社

の
部
屋
か
ら
参
加
し
た
。
次
回
も
参
加
す
る

予
定
。

五
月
十
日
㈰	

床
屋
。「
亀
七
」
で
向
山
塾
打

合
わ
せ
。

五
月
十
四
日
㈭	

夕
方
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
中
央

事
務
局
会
議
。
全
国
の
中
央
事
務
局
代
表
と

副
代
表
も
参
加
。
六
十
名
の
会
議
と
な
っ
た
。

五
月
十
六
日
㈯	

向
山
塾
「Zoom

」セ
ミ
ナ
ー
。

全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
四
百
名
の
参
加
。

オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。

五
月
十
七
日
㈰	

環
境
「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー
。

全
国
か
ら
六
百
名
の
参
加
。
記
録
的
な
数
字
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
佐
桑
氏
と
担
当
者
も
参

加
。
年
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
産
業
セ

ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
る
予
定
。

五
月
十
九
日
㈫	

病
院
で
抜
糸
。
先
日
首
の
後

ろ
を
手
術
し
た
後
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
ラ
ウ
ン
ジ

で
本
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
。
夕
方
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
青
年
事
務
局
会
議
。
十
二
名
。

五
月
二
十
日
㈬	

「
木
曽
路
」、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
つ
い
て
」。

五
月
二
十
二
日
㈮	

「
亀
七
寿
司
」、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
。

五
月
二
十
六
日
㈫	

「
亀
七
」。
前
の
店
で
焼
き

魚
を
買
う
。
荏
原
町
商
店
街
は
人
気
の
店
が

多
い
。
八
百
屋
は
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分
を
毎
日

完
全
に
す
べ
て
を
売
り
切
る
。（
昔
は
全
国

ト
ッ
プ
の
売
り
上
げ
）

五
月
二
十
八
日
㈭	

理
学
療
法
士
さ
ん
と
散
歩
。

二
五
〇
〇
歩
。「
亀
七
」
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
今

日
は
二
五
〇
〇
歩
」。

五
月
三
十
日
㈯	

「
亀
七
」
で
向
山
塾
の
相
談

を
受
け
る
。
打
合
せ
、
向
山
、
師
尾
、
板
倉

三
人
の
本
に
つ
い
て
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
「
戦
略

と
戦
術
」。
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
こ
と
。

2020年5月

五
月
二
日
㈯	

最
新
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
セ
ミ
ナ
ー
２

０
２
０
を
「Zoom

」
で
開
催
。
四
百
名
の

参
加
。
最
先
端
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
た

学
び
が
満
載
。
参
加
者
か
ら
「
新
し
い
時
代

の
到
来
」
と
の
感
想
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

五
月
三
日
㈰	

全
国
連
合
子
ど
も
観
光
大
使
を

「Zoom

」で
開
催
。七
〜
八
百
名
と
い
う
空
前

の
参
加
者
と
な
っ
た
。
子
供
た
ち
の
発
表
の

質
が
驚き

ょ
う

愕が
く

の
レ
ベ
ル
。
私
は
Ｏ
Ｂ
Ｓ
を
駆
使

し
た
授
業
を
提
案
。
今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

五
月
十
六
日
㈯	

「
向
山
塾
」
を
初
め
て「Zoom

」

で
開
催
。
全
国
か
ら
四
百
名
の
参
加
。
オ
ン

ラ
イ
ン
の
新
し
い
学
び
の
形
が
明
確
さ
を
増

す
。
向
山
氏
・
師
尾
氏
の
講
座
大
好
評
。

五
月
十
七
日
㈰	

環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
初
「Zoom

」

開
催
。
参
加
者
六
百
名
超
。「Zoom

」
大
規

模
セ
ミ
ナ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
か
な
り
蓄
積
。

五
月
二
十
五
日
㈪	

学
事
出
版
の
「
授
業
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
依
頼
で
「Zoom

」

対
談
。
谷
と
「
プ
ロ
教
師
の
会
」
の
河
上
亮

一
氏
、
東
北
福
祉
大
学
の
上
條
晴
夫
氏
、
学

力
研
の
岡
本
美
穂
氏
。

五
月
二
十
八
日
㈭	

「Google

」
の
ミ
ラ
ー
部

長
に
「Google M

eet

」
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
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休校明けの学校生活
「心と体と学習」を 安心の中へ特集

『教育トークライン』9月号
予告　8月15日発行

向山行雄　谷和樹　　小嶋悠紀　長谷川博之
松島博昭　平山勇輔　水本和希　工藤俊輔
塩谷直大　小貫義智　高田直美

編
集
後
記		

▼
文
部
科
学
省
が
急
ピ
ッ
チ
で
「GIGA

ス

ク
ー
ル
構
想
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
勤
務
校

で
は
、
今
年
度
中
に
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

が
児
童
、
教
職
員
に
支
給
さ
れ
る
方
針
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
今
後

不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。
本
特
集
が
、
そ

の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
地
で

実
践
が
始
ま
り
ま
す
。
多
く
の
実
践
を
共
有

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
戸
村
）

▼
神
奈
川
で
は
、
よ
う
や
く
分
散
登
校
か
ら

一
斉
登
校
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
授
業
を
は
じ
め
、
給
食
指
導

な
ど
、
市
町
村
や
学
校
規
模
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
原
則
は
同
じ
で
す
。
子
供
た
ち
が

安
心
で
安
全
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

今
こ
そ
教
員
同
士
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
前
に
進
む
と
き
で
す
。（
橋
本
）

▼
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー
が
怒ど

涛ど
う

の

勢
い
で
す
。
最
先
端
の
内
容
を
自
宅
に
い
な

が
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

会
場
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
先
生
が
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
ず

れ
通
常
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
更

に
感
動
が
増
幅
す
る
と
思
い
ま
す
。（
小
嶋
）

教育トークライン：第524号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「オンライン授業
のポイント 10後編」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL8　パスワード： p5fwy4ID

像
は、
に
す！

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。

授業参観



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年6月15日～9月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

　認め合う文化をつくっていくことを意識している。
　そのために、子供同士をつなぐ手立てを段階に合わせて打っていく。それと同時に、男女が触れ合う
ゲームや運動も意図的に取り入れていく。するとクラスの仲はどんどん良くなっていき、自然と応援や
協力が多く生まれるクラスになっていく。あとは、教師が楽しむことが大事である。

男女仲良く楽しむ教室の様子。

↑椅子乗りじゃんけん
教師対班でじゃんけん勝負。負けると
椅子を一つどかす。最後まで椅子に
乗っていられる班が勝ち。

↑学期末、みんなに向けてのお手紙
２人の子供が、みんなを喜ばせようと自主的に作ってくれた。
みんなびっくり。

↑増やしたい言葉ランキング
どんな言葉があふれるクラスにしたいかを
みんなで考えていく。

↓子供によるミニ賞状
クラスのために頑張っている友達に
賞状を送る。

↑手つなぎケンケン増え鬼
体育館体育は、なわ跳びが終わったら、
この運動から始めている。

大阪府箕面市立豊川北小学校 山
やま

本
もと

 東
はる

矢
や

９月号
で紹介！

７月号
で紹介！
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特
集
・
授
業
も
研
修
も「
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
こ
こ
ま
で
で
き
る

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年7月15日発行（毎月1回15日発行）第524号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「『象徴』を検討する授業」
社会「大正時代の生活や文化」

中学校の授業実践
国語「『象徴』を検討する授業」
社会「大正時代の生活や文化」

特集

授業も研修も「オンライン」で
ここまでできる
授業も研修も「オンライン」で
ここまでできる

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す
工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

今、取り組まなければならない重要課題
緊急事態で見えた日本の弱点を克服する！
今、取り組まなければならない重要課題
緊急事態で見えた日本の弱点を克服する！

夏の間に徹底マスターしよう！夏の間に徹底マスターしよう！

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

小学1年　国語 「やくそく」 谷　和樹
小学2年　国語 「ことば　うれしいことば」 手塚美和
小学3年　算数 「文章題」 河田孝文
小学4年　算数 「がい数」 鈴木恭子
小学5年　国語 「図書館へ行こう」 松崎　力
小学6年　算数 「面積図の指導法」 木村重夫


